


:1地域情報の発信
麻生太郎

安心・使いやすさ・中身が評価される時代に

東北芸術工科大学大学院長

北海道網走市 バーチャル朝市で fあんしん」産地を形成一一小田島和之

岩手県水沢市 市民が親しめるカードシステム目指す 佐藤勝己

山形県自蘭町 ITで農家と都内飲食庖を仲人 伊藤淳子

千葉県大原町 メッセージ機能付きカードで商庖街が活性化 竹久定孝

群馬県太田市 住民とともに歩む放送局目指す

富山県福光町 音楽支援・イベントサイトで若年層を囲い込み 野村

兵庫県春日町 伝えることで自らの価値を再認識 小橋昭彦

大分県 HP通じ県内・海外情報を相互発信 阿南大輔

熊本県人吉球磨地様 映像制作で地域の人・ものを再発見 永井雄二

東京都世田谷区 十代のメッセージを掲載
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総務大臣巻頭エッセー ・これからの地方行政と地域づくり
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水しぶきを上げて走る神馬
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全園地域リーダー養成登

現場に見る地域づくりの成果 杉山哉史/永山恵子44 

センタ一通信46 

八
代
妙
見
祭

(+
一
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
)

妙
見
祭
の
主
役
、
亀
蛇
は
八
代
で
ガ
メ
の
愛
称
で

呼
ば
れ
る
亀
と
蛇
が
合
体
し
た
想
像
上
の
動
物
で
、

妙
見
の
神
が
亀
蛇
に
乗
っ
て
は
る
か
中
国
か
ら
海
を

渡
っ
て
来
た
と
い
う
伝
説
に
よ
っ
て
い
る
。
首
の
高

さ
二
・
玉
川州
、
胴
の
大
き
さ
畳
四
畳
、
重
さ
二
百
キロ

が
走
る
様
は
勇
壮
で
、
か
つ
愛
矯
が
あ
る
。
元
緑
期

に
始
ま
っ
た
神
幸
行
列
に
は
亀
蛇
の
ほ
か
獅
子
、
笠

鉾
、
神
馬
な
ど
が
つ
き
、
朝
早
く
か
ら
会
場
の
砥
崎

の
河
原
に
カ
メ
ラ
を
手
に
し
て
集
ま
っ
た
十
一
万
人

の
観
光
客
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。

球
磨
川
河
口
に
は
、
万
葉
集
に
「
め
で
た
い
水
の

島
」
と
一
詠
わ
れ
た
水
島
が
あ
る
。
景
行
天
皇
の
条
に

よ
る
と
、
天
皇
が
食
事
を
さ
れ
る
時
水
が
無
く
、
そ

こ
で
小
左
と
い
う
者
が
神
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
島
か
ら

清
水
が
湧
き
出
た
た
め
、
水
島
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
。

中
国
か
ら
黄
海
を
渡
り
九
千
匹
の
河
童
が
上
陸
し

た
と
い
っ
た
河
童
伝
説
が
八
代
に
は
多
い
。

湧
く
か
ら
に
流
る
る
か
ら
に
春
の
水
淑
石

.
文H
E

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

万葉集にも読まれた水島



バーチャル副市 ・北海道網走市 (p8)
地域認証システムや地域産品のトレーサビリティ導
入などを通じ、安全にこだわったバーチャル朝市産
直情報を発信

11tH 
- ~ ‘ョ

h日湘

一ー
一ー

---・ I _~ 司.

0'1 

-ーら""~・
一ー
~・~・

注""ュ'="
ν....司噌傘孟ι皐畠... 

民|
・凶0・'lltt1..1ぞい"'"ヒ....同町、、住宅、費削可徳、
鎌傘が・・$0'した.
~~・でc-t・奄・.τ、、.・D可F可'0.
eマ .・o・-泊四，'J ~~ルaヒ主・い.可r・q

.，..，..，.・0と'・e・陶も"
とんど$"たRで。.1taT--;・ぅ-.決河D...:A.τ".風，..

『地滅jを発信
.兵庫県審目町/シフト
アップかすが (p20)
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カブトムシの喧嘩やツバメの
巣立ちなど、今ここにある田
舎の日常こそ都市住民の共感
を呼ぶ力になるという発見を
もとに、写真・動画をウェブ
上で発信。都市住民にはスロ
ーライフ体験、田舎の人には
日常の価値を認識してもらう
きっかけづくりが狙い

.. ・・・・区別ぺ 企e・wてるさいでや》風.k..
同時間

FMで地主事密.型情報の発信
・群馬県太田市/(練)おおた
コミュニテイ放送 (p16)
ボランティアも参加し現場取材に
よる住民とのコンタクトの様子や
きめ細かい行政情報、震災情報な
どを FMで放送、地域に密着した
手作り番組を目指している
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世田谷Teens編集部 .東京都世田谷区/(財)世田谷区
都市整備公社まちづくりセンター (p32)
“まちのおもしろ情報誌をつくろう"との呼びかけに応じた区内に
在住、在学する中高生がまちの情報誌づくりに取り組んでいる。
同世代に関心の高いテーマを、中高生の視点で捉え、同世代の若
者や地域社会に発信

広滋ネットコミュニティ ・富山県福光町/福光町商工会 (p18)
県境をはさんで隣り合う福光町の福光町商工会と金沢市の片町商庖街振興組
合が、共同サイト「金福どっとこむ」を新たに立ち上げたことで、交流が加速。
金沢大学も参加し、音楽バンドやイベン卜情報を提供し、若年層を固い込み



メッセージ機能付きカード
.千薫県大原町/大原申央商宿街 (p14)
96年、オリジナルの「ほらやっさカード」を発行。ポイン卜、電
子マネー機能のほか、商庖街や行政情報を発信するメ ッセージ織
能が受け入れられ、人口2万1千人の町でカ ド会員は町外を含
め2万人に。カードを持たない人には、「デジタル表示一斉配信シ
ステムJで情報提供 (写真は無料休憩所前の大型表示器)

オンラインショッブ・山形照自腸町/おすそわけ.Com (p12) 
こだわりの丹誠込めて作った野菜・果実を食べてもらいたいという農家と、業務用に食材を求
めるレストランとの聞の仲人となるおすそわけビジネスを展開。併せて農家・消費者お互いが
顔の見える人間関係づくりのお手伝い(写真は視察ツアーで好評だったりんご山での芋煮会)

ICカード
..シ~テh
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ICカードによる複合サービス
・岩手県水沢市 (p10)
2000年度から当時最新の技術を用
いた独自のICカードと無人運転 ・セ
キュリティー ・操作性の向上を図っ
た情報KIOSK端末を導入、さらに住
基カードで本人確認を行ったうえで
相談できる遠隔テレビ行政システム
による複合サービスを展開

おおいた国際情報プラザ
・大分県 (p28)
大分県内の大学には現在、
2千5百人以上の海外留学
生が学んでいる。日本を
離れたあとも研修生 ・留
学生と交流を続けようと、
県では「おおいた国際情
報プラザJを昨年スタ 卜、
県内・海外情報を相互に提
供し合っている

住民ディレクター
・照本県人吉市/人吉琢麿広滅行政組合 (p30)
住民自らの企画、編集のもと、住民自らがビデオカメラ
を持ち手作り番組を制作、情報化の推進、人材育成を図
ろうと広域のまちづくり
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これからの地方行政と

り地域づく

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

総
務
省
は
、
行
政
組
織
、
公
務
員
制
度
、
地
方
行
財
政
、
情
報
通

信
、
郵
政
事
業
、
消
防
防
災
な
ど
、
国
家
の
基
本
的
仕
組
み
に
か
か

わ
る
諸
制
度
、
国
民
の
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
基
本
的
シ
ス
テ

ム
を
所
管
し
、
国
民
生
活
の
基
離
に
広
く
か
か
わ
る
行
政
事
務
を
担

っ
て
お
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
「
信
頼
さ
れ
る
政
治
の
回
復
を
目

指
し
、
行
政
改
革
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
世
界
の
平
和
と
繁

栄
の
た
め
に
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
推
進
す
る
」
と
い
う
考
え

に
立
ち
、
行
政
課
題
の
解
決
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
経
済
の
新
た
な
発
展
の
道
筋
を
つ
く
る
た
め
、
行

政
改
革
の
推
進
、
地
方
分
権
の
推
進
、

I
T
社
会
の
構
築
等
に
最
大

限
の
努
力
を
払
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
生
き
が
い
と
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
、
個
性
豊
か

で
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
、
災
害
等
に
強
く
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
役
割
を
地
方

公
共
団
体
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
次
の
三
つ
の
柱
に
よ
っ
て

重
点
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
「
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
方
行
財
政
制
度

の
改
革
」
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
原

則
の
下
、
行
政
事
務
を
的
確
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
に
財

政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
行
財
政
制
度
の
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「
電
子
自
治
体
の
推
進
」
と
し
て
は
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
な
ど
電
子
自
治
体
の
基
盤
を
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
業
務
改
革
と
地
域
経
済
活
性
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

「
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
国
土
形
成
を
推
進
す
る
た
め
の
地
域
課

題
へ
の
重
点
的
な
取
組
」
で
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
、
財
政
状
況
の

. . 

-. 

ー
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中
で
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
国
土
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
独
居
老
人
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
不
用

品
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
地
域
に
定
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
サ

ー
ビ
ス
事
業
に
対
す
る
コ
ミ
ユ
テ
ィ

l
・
フ
ァ
ン
ド
創
設
に
よ
る
支

援
、
地
域
内
消
費
循
環
を
促
進
す
る
た
め

I
C
カ
l
ド
や
携
帯
電
話

な
ど
を
活
用
し
た
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
普
及
の

た
め
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

さ
て
、
地
方
の
時
代
、
地
方
分
権
と
言
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
、
政
府
で
は
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
の
原
則
に

基
づ
き
、
様
々
な
改
革
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

改
革
の
柱
と
し
て
、
構
造
改
革
特
区
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の
創
出
を
強
力
に
進
め
る
た
め
に

地
域
再
生
本
部
を
設
置
し
、
元
気
の
あ
る
地
方
、
特
色
あ
る
地
域
守
つ

く
り
を
進
め
る
地
域
の
自
主
的
な
取
組
み
を
政
府
を
挙
げ
て
支
援
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

各
地
域
に
は
、
特
色
あ
る
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
自
然
な
ど
多
く

の
資
源
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
、
保
全
し
、
活
用

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
「
地
域
が
自
ら

考
え
、
行
動
す
る
。
国
は
こ
れ
を
支
援
す
る
。」
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
二
十

一
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度
情

報
化
と
い
っ
た
諜
題
に
加
え
て
、
「
環
境
」
も
重
要
な
諜
題
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
「
環
境
」
を
テ

l
マ
と
し

た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市
と
炭
山
漁
村
と
の

交
流
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取

組
み
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
お
互

い
の
良
さ
を
認
め
合
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
豊
か
な
生
活
が
実
感
で
き
、
誇
り
や
愛
着
を
持
て
る
地
域

を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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E商圏・・・E
地
域
情
報
の
発
信

安
心
• 
使
い
や
す
さ

• 
申
身
が
評
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メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で
地
域
情
報
の
発
信
を

地
域
を
有
名
に
し
て
、
ま
ち
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
発
想
は
今
日
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
江
戸
時

代
、
越
中
富
山
の
「
反
魂
丹
」
は
単
な
る
胃
腸
薬
に
と
ど

ま
ら
ず
、
独
特
の
商
法
で
全
国
に
常
備
薬
シ
ス
テ
ム
を
作

り
、
国
中
に
「
薬
の
富
山
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し

た
。
東
海
道
中
膝
栗
毛
で
お
な
じ
み
の
お
伊
勢
詣
で
も
、

お
江
戸
の
男
な
ら

一
生
に

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と
い

う
、
「
あ
こ
が
れ
」
を
抱
か
せ
て
い
る
。
か
わ
ら
版
や
口

コ
ミ
し
か
な
か
っ
た
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
と
比
べ
、
今

日
で
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

は
も
と
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

C
A
T
V
、
I
C
カ

ー
ド
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
M
な
ど
、
新
た
な
情
報
メ

デ
ィ
ア
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
、
つ
し
た
メ
デ
ィ
ア
を
う
ま

く
活
用
し
て
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
る
に
は
ど
う
す
べ

き
な
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

【
安
心
を
担
保
す
る

l
Cタ
グ
】

B
S
E
の
発
生
以
来
、
食
物
の
安
全
性
に
関
す
る
関
心

は

一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
は
、

I
C
タ
グ
を
用
い
た
生
産
履
歴
の
追
跡
実
験
を
始
め
て
い

る
。
I
C
タ
グ
は
微
細
な

I
C
チ
ッ
プ
を
組
み
込
ん
だ

一

種
の
荷
札
の
こ
と
で
、

電
子
荷
札
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

生
産
者
や
農
薬
に
ま
つ
わ
る
情
報
、
さ
ら
に
流
通
経
路
を

追
跡
で
き
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
情
報
を
管
理
、
お
よ

び
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
と
、
安
全
を
提
供
で
き

る
。今

回
の
実
験
で
は
青
首
大
根
や
早
春
キ
ャ
ベ
ツ
が
対
象

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
技
術
は
あ
ら
ゆ
る
産
品
に
応
用

で
き
る
。
農
産
物
は
カ

ロ
リ
ー
や
味
覚
で
競
う
時
代
か
ら
、

4 2004・1月号

東
北
芸
術
工
科
大
学

・

大

学

院

長

・

長
谷
川
文
雄

さ
ら
に
確
実
に
安
全
性
、
安
心
感
を
提
供
で
き
る
か
否
か

が
問
わ
れ
る
時
代
に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
応
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
こ
の

I
C
夕
、グ
だ
と
い
え
る
だ

ろ、っ
。

【
流
通
さ
せ
る

l
C
カ
l
ド】

住
基
ネ
ッ
ト
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る

I
C
カ
l
ド
が
、

各
自
治
体
で
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。
単
に
行
政
手
続
き

を
す
る
際
に
、
認
証
用
と
し
て
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
カ

l
ド
を
ま
ち
お
こ
し
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
試
み

が
起
き
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
大
和
市
は
地
域
通
貨
と
組
み
合
わ
せ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
応
用
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
を

発
行
す
る
時
に
、
「

L
O
V
E
S
」
と
い
う
地
域
通
貨
を

一
定
額
組
み
込
ん
で
あ
る
。
市
民
は
、
自
由
マ
ー
ケ
ッ
ト
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の
よ
う
な
形
態
で
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
物
品
を
こ
の
通

貨
で
交
換
し
た
り
、
ま
た

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
ち
ょ

っ
と
し
た
手
助
け
や
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
こ
の

L
O
V
E
S
の
授
受
で
で
き
る
。

今
後
、
健
康
手
帳
、
公
共
施
設
の
利
用
手
続
き
な
ど
、

多
く
の
利
用
形
態
が
現
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
I
C
カ
l
ド

は
持
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
活
用
す
る
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。

【
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
映
像
発
信
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
、
大
容
量
サ

ー
バ
ー
の
普
及
に
と
も
な
い
、
各
地
で
映
像
情
報
の
配
信

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

山
形
県
で
は
、
「
山
形
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
を
立
ち

上
げ
、
地
域
の
伝
統
芸
能
や
自
然
、
民
俗
文
化
な
ど
を
五

年
前
か
ら
収
録
し
、
現
在
で
は
四
千
タ
イ
ト
ル
以
上
に
も

及
ん
で
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
部
分
的
に
公
開
さ

れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
え
ば
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を

高
精
細
な
画
像
で
送
る
こ
と
も
で
き
る
。
映
像
ア
ー
カ
イ

ブ
は
域
内
外
に
対
し
、
地
域
の
関
心
や
理
解
を
得
る
手
段

に
有
効
で
あ
る
。

映
像
は
、
収
録
、
編
集
さ
ら
に
著
作
権
や
肖
像
権
な
ど

の
権
利
関
係
の
整
理
で
コ
ス
ト
と
手
聞
が
か
か
る
た
め

に
、
短
時
間
で
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
戦
略
的
に
か
つ
地
道
に
手
が
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

埼
玉
県
の
宮
代
町
で
は
、
地
域
ニ
ュ
ー
ス
を
映
像
で
流

し
て
い
る
。
映
像
は
テ
レ
ビ
や
C
A
T
V
で
見
ら
れ
る
の

/ 
置園田 匪量四

¥IU1 
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に
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
注
目
さ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
場
所
や
時
刻
に
よ
ら
ず
鑑
賞
で
き
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
静
岡
県
で
は
、
テ
レ
ビ
放
映
し
た

C
M
と

と
も
に
、
制
作
の
裏
話
な
ど
も
掲
載
さ
れ
、
興
味
深
い
。

今
後
、
映
像
配
信
は
地
域
情
報
発
信
の
主
流
の

一
つ
に

な
る
だ
ろ
う
。
観
光
情
報
や
地
域
産
品
の
紹
介
、

地
域
学
習
な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
A

り
に

映像で山形の歴史や文化の情報を発信 「山形デジタルアーカイ ブス」

【
地
域

F
M
に
よ
る
情
報
交
流
】

地
域
に
根
付
い
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
地
域
F
M」
が

あ
る
。
岡
崎
市
で
は
商
工
会
議
所
が
中
心
に
な
っ
て
、
情

報
化
か
ら
み
た
二
十

一
世
紀
型
の
地
域
活
性
化
方
策
を
検

討
し
て
い
た
。
ラ
ジ
オ
と
い
え
ば
聴
く
も
の
だ
と
思
い
が

ち
だ
が
、
こ
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
出
る
ラ
ジ
オ
・
見
る

ラ
ジ
オ
・
聴
く
ラ
ジ
オ
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ス
タ
ジ

オ
を

J
R
岡
崎
駅
近
く
に
設
け
、
通
行
す
る
人
々
の
身
近

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
出
演
す
る

こ
と
も
で
き
、
地
域
に
溶
け
込
む
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
基
本
的
に
利
用
者
が
サ
イ
ト
を
訪

れ
、
情
報
を
取
り
に
い
く
が
、
ラ
ジ
オ
は
同
時
性
、
同
報

性
の
機
能
を
も
ち
、
運
転
中
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
い
わ
ば
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
補
完
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
連
携
も
考
慮
さ
れ
、

放
送
さ
れ
た
内
容
は
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
、
い
つ
で
も
聴
け

る
。
ま
た
毎
日
、
多
く
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
意
見
が
携
帯
電

話
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
、
双
方
向
機
能
を
保
っ
て
い
る
。
こ

の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
自
体
が
、
地
域
の
ポ
l
タ
ル
サ
イ
ト
で

あ
り
、
こ
の
局
自
体
が
地
域
の
情
報
発
信
基
地
に
な
っ
て

i詰溺o2004・1月号

ぃ，
G

。
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• 現
在
は
、
情
報
過
多
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ど
こ

の
自
治
体
で
も
、
新
聞
の
折
り
込
み
か
ら
、
か
わ
ら
版
、

小
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
、
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
か
ら
の
情
報

発
信
な
ど
、
そ
れ
だ
け
取
り
上
げ
て
み
て
も
お
び
た
だ
し

い
情
報
量
に
な
る
。

こ
こ
に
、
情
報
発
信
側
と
受
け
る
側
と
の
問
に
既
に
大

き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
発
信
側
は
当
然
見
て
く
れ
る
と
、
期
待
値

を
も
っ
て
い
る
が
、
受
け
る
側
は
自
治
体
か
ら
の
情
報
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
情
報
に
日
々
接
し
て
い
る
。
ま
ず
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
認
識
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
情
報
発

信
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
以
下
の
点
に
は

留
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

【
メ
デ
ィ
ア
は
手
障
で
あ
る
】

確
か
に
地
域
の
情
報
化
を
推
進
す
る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
、
地
域
情
報
発
信
の
た
め
の
「
手
段
」

で
あ
っ
て
「
目
的
」
で
は
な
い
。
情
報
通
信
機
器
は
廉
価

で
は
な
く
、
し
か
も
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
陳
腐
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
機
材
の
整
備
は
行
政
の
重
要
課
題
に
位
置
付
け

ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
メ
デ
ィ
ア
で
何
を
す
る
か

が
本
質
で
あ
っ
て
、
本
末
転
倒
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
情
報
だ
け
で
完
結
し
な
い
}

最
近
、
田
畑
や
森
林
の

一
部
を
都
会
人
に
開
放
し
、
彼

ら
に
自
由
に
農
業
や
林
業
の
部
を
体
験
さ
せ
て
い
る
自

治
体
が
現
れ
て
い
る
。
頻
繁
に
来
ら
れ
な
い
分
、
彼
ら
が

手
掛
け
た
田
畑
の
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
せ
て
あ

げ
、
そ
れ
で
気
に
な
っ
て
ま
た
、
現
場
を
訪
れ
る
と
い
う

仕
組
み
を
構
築
し
都
会
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。
情

報
は
い
わ
ば
、
人
を
動
か
し
た
り
も
の
を
動
か
し
た
り
す

る
き
っ
か
け
を
作
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

各
地
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
が
、
ポ
イ
ン

ト
は
情
報
と
地
域
に
根
付
い
た
物
産
と
を
組
み
合
わ
せ
、

き
め
細
か
い
情
報
提
供
を
図
る
点
で
あ
る
。

そ
の
「
か
す
が
い
」
に
な
る
の
は
、
農
作
物
や
酒
造
り

な
ど
、
成
長
や
変
化
が
直
接
確
か
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

実
り
の
季
節
に
は
手
掛
け
た
収
穫
物
を
味
わ
う
こ
と
も
で

き
、
そ
の
喜
び
は
計
り
知
れ
な
い
。
滞
在
す
る
聞
に
、
近

隣
地
域
を
訪
れ
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も
始
ま
る
。
地
域

の
人
々
は
彼
ら
か
ら
地
場
に
は
な
い
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
も

で
き
る
。

こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
情
報
提
供
だ
け
で
完
結
す
る

の
で
は
な
く
、
興
味
を
持
つ
人
に
き
め
細
か
く
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
繰
り
返
し
地
域
を
訪
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
は
ネ
ッ
ト
配
信
が
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
分
野
で
、
活

用
し
な
い
手
は
な
い
。
ま
さ
に
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
情
報
発
信
は
特
定
の
部
署
だ
け
で
な
い
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
地
域
の
情
報
発
信

は
、
い
ま
や
特
定
の
部
署
だ
け
で
対
応
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
は
そ
の
自
治
体
の
総
合
窓

口
で
、
利
用
者
は
そ
こ
を
参
照
す
れ
ば
関
連
す
る
す
べ
て

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

6 

所
管
す
る
と
こ
ろ
は
広
報
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
、

地
域
情
報
発
信
は
首
長
か
ら
商
工
、
農
林
、
企
画
な
ど
あ

ら
ゆ
る
部
署
と
関
連
し
て
い
る
。

前
述
し
た
地
域
交
流
の
拡
大
の
と
こ
ろ
で
記
し
た
よ
う

に
、
利
用
者
と
顔
が
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
は
迅
速
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
対
応
が
的
確
で
な
い

と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
だ
け
に
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の

印
象
を
与
え
、
地
域
情
報
発
信
が
逆
効
果
に
な
る
。

2004・1月号i島崎;0

【
情
報
提
供
を
受
け
る
仕
掛
け
】

地
域
情
報
発
信
は
、
す
べ
て
の
内
容
を
自
治
体
で
取
り

組
も
う
と
す
れ
ば
、
量
的
に
も
質
的
に
も
後
手
に
な
る
。

大
切
な
点
は
、
地
域
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
教
育
機
関
、

N
P
0
、
企

業
、
個
人
な
ど
は
タ
イ
ム
リ
ー
で
優
れ
た
情
報
を
数
多
く

保
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
提
供
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
質
の
高
い
情
報
を
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
収
集
で
き
る
。

山
形
県
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
「
映
像
発
掘

探
検
隊
」
を
組
織
し
、
提
供
さ
れ
た
個
人
収
録
の
映
像
や
、

蔵
に
眠
っ
て
い
る
映
像
を
こ
の
探
検
隊
で
内
容
を
吟
味
し

質
を
担
保
し
て
い
る
。
提
供
者
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
が
名
誉
だ
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

• 地
域
の
情
報
化
は
い
ま
第
三
段
階
に
達
し
て
い
る
。
第

一
段
階
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
段
階
と
す

れ
ば
、
第
二
段
階
は
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
ピ
ー
ド

が
高
速
に
な
っ
て
き
た
。
よ
く
い
わ
れ
る
「
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
化
」
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
に
よ
り
、
こ
れ
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ま
で
難
し
か
っ
た
映
像
配
信
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
第
三
段
階
は
、
無
線
通
信
を
駆
使

し
て
、
ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
情
報
環
境
の
形
成
で
あ

る
。
こ
れ
は
単
に
携
帯
電
話
を
高
度
化
す
る
だ

け
で
な
く
、
横
須
賀
市

I
C
タ
グ
の
よ
う
な
事

例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ユ
ピ
キ
タ
ス
社
会
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
で
、
求
め
ら
れ
て
く
る
情

報
の
役
割
も
変
化
し
て
い
る
。
「
高
速

・
廉

価

・
常
時
接
続
」
と
い
っ
た
役
割
か
ら
さ
ら
に
、

「安
心
・
使
い
や
す
さ
・
中
身
の
価
値
」
と
い

う
よ
う
に
、

評
価
の
視
点
が
シ
フ
ト
し
て
き
た
。

【
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
】

地
域
情
報
発
信
は
I
T
を
い
か
に
使
う
か
で

は
な
く
、
発
信
し
た
い
内
容
、
目
的
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う

な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
の
が
効
果
的
な
の
か
、
な
い
し

は
状
況
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ

て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。
先
の
岡
崎
の
地
域
F
M
な
ど

は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
新
た
な
産
直
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
場
合
、

一
度
に
周
知
さ
せ
た
い
と
き
は
新
聞
広
告
を
打
ち
、
細
か

い
フ
ォ
ロ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ

ア
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
に
な
る
。
始
め
に
方
法
論
あ
り

き
で
は
な
い
。

震
京
・
大
阪
を
経
由
し
な
い
情
報
発
信

か
つ
て
、
山
口
県
が

「東
京
卒
業
」

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
張
り
、
新
聞
広
告
の
コ
ピ
ー
が
話
題
を
呼
ん
だ
こ 新聞とインターネットの比般

区 分 新 闇 インターネット

発行 定期的 定期、不定期

ライブ性 難しい 可能

訴求対. マス 中マス~ミ ニ

到適度 読んだかどうか不明 ヒット数で把握

双方向性 難しい 容易

マルチメディア 文字+写真 文字+音+映像+

リテラシー 文字が読める 機械の操作性要求

装置 特に必要ない コンヒ.ュー夕、ネットワーク

掲所 どこでも パソコン、ネットの使えるところ

手穫さ 大 中~小

コス卜 初期コス トが掛かる

信頼度 比較的大 評価が分かれる

入手性 場所に依存 ネットが有ればどこでも

繰り返し性 容易 その都度

と
が
あ
る
。

現
在
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
テ
レ
ビ

一
つ
を
取
り
上
げ
て

み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
京

・
大
阪
を
中
心
に
発
信

さ
れ
て
い
る
。
地
域
情
報
発
信
も
い
き
お
い
、
そ
れ
に
乗

じ
た
方
が
効
果
的
に
見
え
る
が
、
そ
れ
で
は
相
変
わ
ら
ず

情
報
発
信
の
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

そ
の
意
味
で
は
、
ど
こ
か
ら
で
も
情
報
を
受
発
信
で
き
、

東
京

・
大
阪
を
経
由
す
る
必
要
は
な
い
。
規
模
に
関
係
な

く
、
ど
こ
の
地
域
か
ら
で
も
世
界
に
向
か

っ
て
情
報
発
信

が
で
き
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
。

【
感
度
の
艮
い
ア
ン
テ
ナ
機
能
}

地
域
情
報
を
発
信
す
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
地
域
活
性
化
に
役
立
つ
情
報
を
効
率
良
く

「
受
信
」

長谷川文雌作成

す
る
機
能
、
す
な
わ
ち
感
度
の
良
い
ア
ン
テ
ナ
機

能
を
持
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
各
地
で
新
た

な
施
策
を
展
開
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
勤
き
を
的
確
に
把
握
す
べ
き
だ
ろ
う
。
域
外

域
内
の
モ
ニ
タ
ー
や

N
P
Oを
活
用
す
る
な
ど
、

多
く
の
手
法
は
あ
る
。

そ
の
場
合
、
大
切
な
こ
と
は
単
に
新
聞
や
ホ
ー

ム
ベ

l
ジ
を
見
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
ユ

ニ
ー
ク
な
参
考
事
例
に
関
し
て
は
実
際
に

「行
っ

て

・
見
て
・
触
れ
て
」
と
い
っ
た
原
体
験
で
あ
る
。

一
次
情
報
に
触
れ
て
い
な
い
と
、
客
観
的
な
評
価

が
で
き
ず
、
次
情
報
に
左
右
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

【
い
つ
の
時
代
で
も
本
質
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
】

あ
る
と
き
I
T
を
活
用
し
た
温
泉
街
の
活
性
化

に
つ
い
て
講
演
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
触

発
さ
れ
た
女
将
が
早
速、

自
前
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
を
開
設

し
て
み
た
と
こ
ろ
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
客
層
を
掘
り
起

こ
し
、

予
想
以
上
の
効
果
を
上
げ
た
と
喜
ん
で
い
た
。
今

後
は
、

一
層
I
T
投
資
を
進
め
て
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
を
充
実

さ
せ
た
い
と
い
っ
て
い
た
。

実
は
、
こ
れ
は
半
分
正
し
く
て
、

半
分
間
違
い
だ
と
思

う
。
客
足
が
延
び
て
も
、
肝
心
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
な
け
れ
ば
逆
効
果
に
な
る
。
旅
館
の
本
質
は、

湯
に
浸

か
り
、
山
海
の
珍
味
を
味
わ
い
、
く
つ
ろ
げ
て
こ
そ
客
は

満
足
す
る
。
そ
こ
が
抜
け
れ
ば
、
逆
に
客
の
苦
情
が
さ
ま

ざ
ま
な
サ
イ
ト
の
掲
示
板
に
寄
せ
ら
れ
、
や
が
て
客
は
寄

り
つ
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

地属幼2004・1月号

地
域
情
報
発
信
の
本
質
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意

識
し
て
、

実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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。
北
海
道
網
走
市

地
燭
情
報
の
発
信

バ
E
チ
ャ
ル
朝
市
で
『
お
ん
し
ん
』
産
地
を
形
成

サ
ー
ビ
ス
評
価
を
情
報
開
示

ー

i
消
費
者
に
生
産
履
歴
・

B
S
E
や
食
品
の
偽
装
表
示
問
題
な
ど
に
よ
り
、
消
費

者
の
「
食
」

へ
の
信
頼
度
が
低
下
し
て
い
る
。

平
成
十
五
年
六
月
、
食
品
に
対
す
る
不
安
に
つ
い
て

w

e
b
サ
イ
ト
で
独
自
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
九
二
%

の
人
が

「
不
安
」
「
と
き
ど
き
不
安
」
と
答
え
た
。
理
由

と
し
て
は
、
七
・
五
%
の
人
が
残
留
農
薬
に
対
す
る
不
安

を

一
位
に
上
げ
、
次
に

B
S
E
、
食
品
添
加
物
と
続
い
た
。

地
域
産
品
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を
確
か
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
安
全
な
生
産
体
制
を
高
め
、
認
証
制
度

や
ト
レ
ー
サ
ピ
リ
テ
ィ
l
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
認
識
の
も
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
中
核
的
な
農
水
産
物

の
供
給
基
地
で
あ
り
、
ま
た
観
光
産
業
の
拠
点
都
市
で
あ

る
網
走
市
は
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
ネ
ッ
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
、
「
A

A
A
産
直
朝
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・

ム

産
直
朝
市
と
地
域
認
証
シ
ス
テ
ム
で
構
成

こ
の
事
業
は

「産
直
朝
市
」
と
「
地
域
認
証
」
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
網
走
地
域
で
生
産
さ
れ
る
農

網
走
市
企
画
総
務
部
企
画
調
整
課

企
画
係
長

・

小

田

島

和

之

水
産
物
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の

N
P
Oを
中
心
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
市
民
や
消
費
者
の
意
見
や
評
価
を
取

り
入
れ
、
独
自
の
基
準
で
評
価
・
認
証
を
行
い
、
そ
の
結

果
認
証
さ
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
参
加
型
の
仮
想

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
産
直
朝
市
」
で
全
国
に
向
け
て
販
売
す
る

と
と
も
に
、
生
産
履
歴
や
サ
ー
ビ
ス
詳
細
を
消
費
者
に
情

報
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
A
A
と
は

「
A
n
z
e
n
(安
全
)
」
「
A
n
s
h
i

n
(
安
心
)
」
「
A
w
a
r
d
(
認
証
)
」
を
意
味
し
、
安

全
、
安
心
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
認
証
基
準
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
認
証
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
排
除
す
る
の
で
は

な
く
、
生
産
者
な
ど
に
改
善
点
を
示
し
、
安
全
と
品
質
向

上
の
努
力
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
流
通
指
導
で
形
成

さ
れ
て
き
た
生
産
物
の
等
階
級
に
よ
る
選
別
(
例
え
ば

S
・
M
-
L
な
ど
の
流
通
規
格
)
が
、
生
産
者
の
意
欲
の

喪
失
や
無
理
な
生
産
出
荷
体
制
と
産
地
の
疲
弊
を
招
き
、

安
全
性
の
欠
如
、
偽
装
表
示
と
い
っ
た
弊
害
を
生
み
出
し

て
き
た
。

こ
れ
を
、
新
た
に
策
定
し
た
A
A
A
基
準
に
よ
っ
て
産

地
・
産
地
外
の
評
価
委
員
が
再
評
価
を
実
施
し
、
今
ま
で

8 

規
格
外
と
さ
れ
て
い
た
未
活
用
資
源
に
新
た
な
価
値
を
持

た
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

A
A
A産
直
朝
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
産

地
と
フ

l
ド
チ
ェ
ー
ン
へ
の
消
費
者
の
信
頼
を
取
り
戻

し
、
資
源
を
無
駄
使
い
せ
ず
地
域
の
環
境
保
全
に
貢
献
す

る
「
あ
ん
し
ん
」
産
地
を
形
成
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
こ
の
取
り
組
み
を
全
国
発
信
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

2004・1月号i地崩匂

-

ム

顔
の
見
え
る
関
係
が
基
本

仮
想
市
場
「
産
直
朝
市
」
で
は
、
か
つ
て
の
縁
日
や
朝

市
で
地
域
の
住
民
が
自
家
作
物
や
手
づ
く
り
の
品
を
持
ち

寄
っ
て
交
換
や
売
買
し
て
い
た
よ
う
に
、
既
存
の
流
通
に

は
乗
ら
な
か
っ
た
隠
れ
た
地
域
の
逸
品
、
住
民
の
知
恵
を

生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
対
象
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

一
般
の
消
費
者
、
観
光
客
な
ど
各
需
要
層
も
参
加
で
き
、

地
域
産
物
の
正
し
い
情
報
や
食
文
化
な
ど
を
広
く
伝
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
地
域
認
証
」
は
、
安
全
、

環
境
へ
の
優
し
さ
を
基
準
と
し
て
、

産
地、

産
地
外
総
参

加
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
よ
う
に
産
地
に
お
け

る
「
顔
の
み
え
る
関
係
」
が
基
本
に
な
り
、
そ
の
点
で
有

機
農
産
物
や
食
品
ト
レ
ー
サ
ピ
リ
テ
ィ

1
に
お
け
る
第
三

者
認
証
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
交
流

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
生
産
者
・
消
費
者

も
情
報
交
換
で
培
わ
れ
る
お
互
い
の
信
頼
感
が
、
安
全
な

生
産
を
促
す
の
で
あ
る
。

i
一
あ
ん
し
ん
サ
ボ

l
タ
l
と
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

・
1
4
が
シ
ス
テ
ム
下
支
え

シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
の
が
「
あ
ん
し
ん
サ
ボ
l
タ
1
」

と
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
産
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
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成
す
る
あ
ん
し
ん
サ
ポ

1
タ
l
は
、
納
得
で
き
た
産
物
を

A
A
A産
直
朝
市
に
推
薦
す
る
。
一

方
、
産
地
外
か
ら
公

募
さ
れ
た
「
あ
ん
し
ん
評
価
委
員
」
は
、
生
産
者
・
サ
ポ

l
タ
l
が
推
薦
し
た
産
物
を
安
全
度
・
環
境
配
慮
度
・
生

産
履
歴
の
開
示
度
・
お
い
し
さ
度
な
ど
を

A
A
A
基
準
に

基
づ
い
て
評
価
す
る
。
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
生
産
履

歴
を
開
示
し
て
産
直
朝
市
で
販
売
さ
れ
る
。

ま
た
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
安
全
性
と
環
境
へ
の
貢
献
度

の
割
合
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
生
産
者
、

サ
ボ

l
タ
I
、
消
費
者
に
付
与
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
な

い
地
域
資
源
と
交
換
し
た
り
試
食
会
へ
参
加
で
き
る
。
な

お
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
産
直
朝
市
が
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
た
め
に
循
環
活
用
さ
れ
る
が
、
通
貨
や
モ
ノ
と
定
率生産者から生産履歴を聞き取るあんしんサポーター

で
交
換
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

現
在
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
流
通
実
験
の

途
中
で
は
あ
る
が
、
産
直
朝
市
の
モ
デ

ル
が
持
続
発
展
し
て
い
く
た
め
の
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
楽

し
く
自
発
的
に
参
加
を
促
す
仕
組
み
と

し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

-隠顎・・R朝国圃

商品に添付されたラベルから商品の生産情
報を携帯電話で確認

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
も
の
に
地
域

産
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

l
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
。
地
域
の
生
産
物
、
サ
ー
ビ
ス

情
報
を
開
示
す
る
追
跡
コ

l
ド

(
A
A
A
コ
l
ド
)
を
標

準
化
す
る
も
の
で
、
生
産
者
は
認
証
後
に
サ
イ
ト
か
ら
コ

ー
ド
を
取
得
し
、
商
品
ラ
ベ
ル
に
添
付
す
る
。
消
費
者
は

w
e
b
サ
イ
ト
、
商
品
ラ
ベ
ル
や
カ
タ
ロ
グ
に
表
示
さ
れ

た
コ

l
ド
か
ら
も
生
産
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
対
応
登
録
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
生 生産者に工コポイン卜進呈 (このときは物々交換)

産
者
が
商
品
情
報
や
生
産
履
歴
の
登
録
を
パ
ソ
コ
ン
や
カ

メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
か
ら
簡
単
に
入
力
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

工

期
待
さ
れ
る
効
果

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
得
ら
れ
る
地
域
振
興
効
果

に
つ
い
て
触
れ
る
と
、

一
、
I
T
を
活
用
し
た
地
域
産
品
評
価
・
認
証
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
意
欲
が
高
ま
る
。

一
、
活
動
を
通
じ
産
地
に
お
け
る
交
流
が
深
ま
る
。

一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
よ
っ
て
、
関
連
事
業
に
お

け
る
起
業
や
雇
用
の
促
進
な
ど
地
域
の
経
済
的
刺
激
効
果

が
創
出
さ
れ
る
。

一
、
既
存
の
流
通
で
は
排
除
さ
れ

て
い
た
も
の
の
販
売
が
可
能
と
な

る
こ
と
で
、
生
産
者
の
収
益
が
増

え
る
ー
な
ど
で
あ
る
。

A
A
A
産
直
朝
市
は
、
非
営
利

活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら

運
営
費
を
上
回
る
収
益
は
地
域
に

還
元
さ
れ
る

一
方
、
出
品
す
る
生

産
者
は
安
全
な
生
産
物
の
販
売
に

よ
っ
て
収
益
を
上
げ
、
環
境
に
優

し
い
生
産
を
持
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
今
後
い
か
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
が

行
政
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

話血路匂2004・1月号

-
A
A
A
産
直
朝
市
プ
ロ
ジ
ェ
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l
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ー
ジ
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e 
岩
手
県
水
沢
市

地
域
情
報
の
発
信

水
沢
市
が
導
入
し
た
個
人
認
証
用
の

I
C
カ
l
ド
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

l
ド
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
上
下
や
裏
表
の
制

限
が
無
く
、
財
布
や
カ

l
ド
ケ
l
ス
に
入
れ
た
ま
ま
で
も

所
定
の
位
置
に
か
ざ
す
だ
け
で
デ
l
タ
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
非
接
触
型
で
あ
る
。

市
民
公
募
に
よ
っ
て

「
Z
カ
l
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
た

こ
の
カ

l
ド
は
、
当
時
の
最
新
の
技
術
を
用
い
た
カ

I
ド

で
あ
っ
た
。

一
方
、
情
報
K
I
O
S
K
端
末
は
、
電
子
的
な
窓
口
と

し
て
の
役
割
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
に
親
し

み
ゃ
す
い
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
、
無
人
運
転
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

l
、
操
作
性
の
向
上
に
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
に
仕
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
自
動
電
源
オ
ン
・
オ
フ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
運
用
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
監
視
・
制

御
や
自
動
メ
ニ
ュ
ー
削
除
の
機
能
を
備
え
て
い
る
。
こ
の

機
能
に
よ
り
、

一
つ
の
サ

ー
バ
ー
に
異
常
が
発
生
し

た
場
合
で
も
、
他
の
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

大
切
な
個
人
情
報
が
記
載

さ
れ
た
証
明
書
を
取
り
扱

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
取

り
忘
れ
た
時
の
た
め
に
画

面
を
操
作
し
な
い
状
態
が

一
定
時
間
続
い
た
場
合
に

は
、
発
行
し
た
証
明
書
を

自
動
的
に
取
り
込
む
機
能

も
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に

ーー
一ー

…ー一一ー---~ 

on 

… 

・・圃圃圃=-
・・===-
・・-
一ー
一ー一ー

•• 

ー
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
• 
操
作
性
の
向
上
に
も
配
慮

I
J
-固
と
連
携
し

・1-独自
の

l
C
力

l
ド
サ
ー
ビ
ス

水
沢
市
は
、
岩
手
県
南
内
陸
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

面
積
約
九
十
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
六
万

一
千

人
の
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
ま
ち
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
住

基
カ

l
ド
を
活
用
し
た
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
、
独
自
の

I
C
カ
I
ド
と
情
報
K

I
O
S
K
端
末
を
導
入
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
で
は
住
基
カ

l
ド
の
独
自
利
用
領
域
を
活
用
し
た
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
。
現
在
、
市
役
所
、

市
立
図
書
館
、
市
立
病
院
な
ど
市
内
八
ヵ
所
に
情
報
K
I

O
S
K
端
末
を
設
置
。
特
に
市
役
所
で
は
、

三
百
六
十
五

日
利
用
で
き
、
休
日
な
ど
の
証
明
書
な
ど
の
即
日
交
付
に

も
対
応
し
て
い
る
。

水
沢
市
が
進
め
て
い
る

I
C
カ
l
ド
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
は
、

「市
民
に
対
し
て
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
か
、
そ
し
て
、
使
っ
て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
何

か
」
と
い
う
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

財
政
的
に
単
独
で

I
T
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
。
そ
こ
で
、
い
い
意
味
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
施
策
を
利

用
し
な
が
ら
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

h
F

一
住
星
力

l
ド
利
用
の

-
1
4
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

水
沢
市
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
四
年
度
に
旧
郵

政
省
(
現
総
務
省
)
の
テ
レ
ト
ピ

ア
構
想
の
地
域
指
定
を
受
け
た
こ

と
が
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
C

A
T
V
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

進
み
、
九
年
度
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
モ
デ
ル
市
役
所
展
開
事
業
協

力
自
治
体
の
指
定
を
受
け
た
あ

と
、
十

一
年
度
か
ら
は
、

「都
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
成
果
展
開
事

業
」
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
一
環
と
し
て
開
発
・
導
入
し
た

の
が
、
独
自
の

I
C
カ
l
ド
を
利

用
し
た
情
報

K
I
O
S
K
端
末

だ
。
当
時
と
し
て
は
、
全
国
初
の

試
み
で
あ
っ
た
。

岩
手
県
水
沢
市

政
策
監
理
室

• 佐
麓
勝
己

成人保健サービス

時 J遁議

公的個人認証サーピス

保存用カードとして利用

ノ /

i身分箆明書として活用j

10 2004・1月号泊地~ω



触
れ
た
こ
と
の
な
い
人
で
も

簡
単
に
操
作
で
き
る
よ
う
十

五
イ
ン
チ
の
液
晶
大
型
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
を
採
用
し
、
音
声

ガ
イ
ド
や
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
テ
ン
キ
ー
操
作
用

ハ
ン
ド
セ
ッ
ト
も
備
え
て
い
る
。

昨
年
八
月
下
旬
か
ら
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
が
登
場
し

た
が
、
水
沢
市
は
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
と
、
新
規
に
開
発
し

た
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
の
住
基
カ

l
ド
の
独
自
利
用
領

域
を
活
用
し
た
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
十
三
年
度
に
州
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
の

「

I
C
カ
I
ド
標
準
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
事
業
」
の
実
験

自
治
体
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
実
証

実
験
を
実
施
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
平
行
し
て
移
行
の
た
め

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
Z
カ
l
ド
か
ら
住
基
カ

l
ド
に

移
行
す
る
に
当
た
り
、
現
行
と
比
較
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
き
た
。

・

ム

シ
ス
テ
ム
の
慨
要

水
沢
市
で
は
、
従
来
か
ら

Z
カ
l
ド
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
利
用
を
可
能
に
す
る

方
針
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、

I
C
カ
l
ド
標
準

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
証
明
書
な
ど
自
動
交
付
と
救
急

活
動
支
援
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

地域情報の発信特集

住基カード交付申請受付

(上)と車椅子による利用

利
用
に
関
し
て
実
証
実
験
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

I
C
カ
l
ド
標
準
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
利
用
は
、

I
D
と

パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
方
法
と
、

I
C
カ

ー
ド
と
暗
証
番
号

(
I
C
カ
l
ド
リ
ー

ダ
が
あ
る
場
合
)
に
よ
る
方
法
の
両
方
を
利
用
で
き
る
。

水
沢
市
の
十
五
年
十
二
月
十
日
現
在
の
住
基
カ

l
ド
申

込
者
数
は
、

コ一
千
二
百
二
十
四
人
で
あ
る
。
当
初
七
千
枚

を
準
備
し
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り
早
期
に
人
口
の
約
五

O
%
に
当
た
る
三
万
人
の
市
民
へ
の
住
基
カ

l
ド
の
交
付

を
目
指
し
て
い
る
。
他
の
先
進
自
治
体
の
状
況
や
Z
カ
ー

ド
の
利
用
状
況
か
ら
推
計
す
る
と
、
こ
の
目
標
の
達
成
に

よ
り
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

住
基
カ

l
ド
交
付
申
請
者
の
ほ
ほ

一
O
O
%
の
方
が
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
し
て
お
り
、
ま
た
最
近
は
、
市
民

か
ら
住
基
カ

l
ド
の
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
に
所
得
証
明
書
の

自
動
交
付
や
金
融
機
関
と
の
提
携
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
追

加
や
充
実
を
求
め
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た

I
C
カ
l
ド
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
利
便
性
や
安

全
性

へ
の
理
解
が
浸
透
し
て
き
で
い
る
証
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

・

ム

シ
ス
テ
ム
の

3
市
広
崎
利
用
を
横
討

I
C
カ
l
ド
標
準
シ
ス
テ
ム
は
、
周
辺
自
治
体
と
共
同

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
節
減
と
公
共
施
設
の
広

域
利
用
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
住

民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
共
同
利
用
す
る

各
市
の
住
基
カ

l
ド
普
及
促
進
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
の
事
業
は
、
現
在
、
水
沢
市
を
含
む
三
市
で
そ
の

可
能
性
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
十
五
年
度
の
実
証
実
験

サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
、
遠
隔
テ
レ
ビ
行
政
相
談
シ
ス
テ
ム
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
が
市

役
所
の
窓
口
に
来
な
く
て
も
、
住
基
カ

l
ド
で
本
人
確
認

を
行
っ
た
う
え
で
、
個
人
情
報
な
ど
に
関
連
す
る
相
談
を

行
え
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
将
来
的
に
は
、
各
家
庭

に
行
政
の
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
様
の

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
の
際
の
分
庁
舎
聞
の
遠
隔
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
た
め
の
ツ

1
ル
と
し
て
も
そ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

・

ム

民
間
企
業

N
P
O
と
も
提
携
へ

住
基
カ

l
ド
は
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
と
と
も
に
、
住
民

と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
行
政
(
将
来
は
民
間
企
業
、

N

P
O
な
ど
)
を
結
ぶ
有
効
か
つ
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の

一
つ

で
あ
り
、
電
子
自
治
体
の
推
進
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
市
民
に
住
基
カ

l
ド
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
は
行
政
が
提
供
す
る
電
子

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
行
政
は
事

務
の
効
率
化
な
ど
に
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
時
点
で
は
、
行
政
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
あ
る
が
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

水
沢
市
以
外
の
事
業
者
ら
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
金
融
機
関
や
他
の

自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

i以凶;o2004・1月号11 
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山
形
県
白
鷹
町

家
と
都
内
飲
食
眉
を
仲
人

ー
ー
生
産
者
と
消
費
者
の
"
人
間
関
係
“
を
フ
ォ
ロ
ー

地
域
情
報
の
発
信

l
T
で

山
形
県
南
部
中
央
に
位
置
す
る
白
鷹
町
は
、
東
部
は
白

鷹
丘
陵
、
西
部
は
朝
日
山
系
、
中
央
を
最
上
川
が
流
れ
る
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
人
口
二
万
人
足
ら
ず
の
町
で
あ

る
。
最
上
川
沿
い
に
は
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
米

作
を
中
心
に
リ
ン
ゴ
や
ト
マ
ト
、
酪
農
に
よ
る
生
乳
生
産

が
行
わ
れ
て
お
り
、
水
田
や
果
樹
園
が
広
が
る
平
坦
地
や

棚
田
が
多
い
山
際
の
風
情
か
ら
、
平
成
十
四
年
に
は
農
林

水
産
大
臣
賞
で
あ
る
「
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
最
優
秀
賞
」
を

受
賞
し
た
。

ヱ

情
報
化
を
切
り
口
に
ま
ち
づ
く
り

一
方
、
か
つ
て
最
上
川
の
舟
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た

町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
情
報
化
」
を
切
り
口
と
し
た

「情

報
の
湊
町
」
を
目
指
し
、
七
年
の
テ
レ
ワ
l
ク
セ
ン
タ
ー
設

置
と
十

一
年
度
の
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

に
よ
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
、
全
国
に
先
駆

け
て
先
進
的
事
業
を
展
開
し
て
い
る
町
で
も
あ
る
。

白
鷹
町
の
情
報
化
事
業
に
よ
り
、
町
の
情
報
化
の
基
礎

と
素
地
は
あ
る
程
度
整
っ
た
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

「
こ
の
情
報
基
盤
を
有
効
に
活
用
す
る
手
法
や
情
報
化
に

よ
る
豊
か
さ
や
便
利
さ
な
ど
を
住
民
が
享
受
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
が
整
う

こ
と
に
な
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
参
加
型
の
新
た

な
事
業
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
I
T
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
を
進
め

て
い
る
自
治
体
は
数
多
く
あ
る
が
、
行
政
が

一
方
的
に
施

策
を
展
開
し
住
民
が
そ
の
フ
レ
ー
ム
に
合
わ
せ
て
い
く
と

い
う
形
で
は
成
功
事
例
に
は
至
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
住
民

自
ら
が
発
案
し
、
展
開
す
る
事
業
構
成
を
目
指
し
て
、

「住
民
参
加
型
」
の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
挑
戦
を

始
め
る
た
め
に
、
当
時
山
形
大
学
工
学
部
情
報
工
学
科
教

授
(
現
東
京
工
学
院
大
学
)
で
あ
っ

た
上
林
憲
行
氏
を
中
心
に
産
官
学
の

連
携
に
よ
る
研
究
会
が
発
足
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
「
情
報
都
市
構
想
」

と
い
う
の
は

一
朝

一
夕
に
は
成
り
立

た
な
い
う
え
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど
に
な
じ
み
の
薄
い
農
業
従
事
者

や
高
齢
者
が
参
加
す
る
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
そ
こ
で
、

I
T
を
中
心

山
形
県
白
鷹
町
「
お
す
そ
わ
け

c
o
m
」
団
長

}

側
工
イ
ガ
ア
ル
代
表
取
締
役
社
長

4

12 

に
据
え
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
身
近
で
、
関
心
が
持
て

る
テ
l
マ
を
提
案
し
た
い
と
考
え
た
。

2004・1月号

伊
藤
淳
子

-

ム

農
家
に
眠
る
「
安
心
」
で
「
お
い
し
い
」
野
菜

「
農
家
で
生
産
し
て
い
る
野
菜
や
果
物
は
市
場
で
売
る

た
め
に
は
規
格
が
あ
り
、

『規
格
外
』
と
な
っ
た
も
の
は

廃
棄
処
分
と
な
る
ら
し
い
」

あ
る
と
き
、
上
林
先
生
の

一
言
か
ら
、
規
格
外
の
野
菜

や
果
物
を
販
売
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
の
構
想
が

持
ち
あ
が
っ
た
。

一
般
的
に
、
農
業
を
生
計
の
中
心
に
据
え
て
い
る
農
家

で
は
、
消
費
者
ニ

l
ズ
な
ど
無
関
係
に
、
農
協
が
高
く
買

っ
て
く
れ
る
も
の
を
い
か
に
効
率
的
に
生
産
す
る
か
に
努

力
し
て
い
る
と
い
う
ケ
l
ス
が
少
な
く
な
い
。
農
協
に
買

い
上
げ
て
も
ら
う
た
め
に
は

一
定
の
規
格
が
あ
り
、
形
が

悪
か
っ
た
り
、
育
ち
過
ぎ
て
い
た
り
す
る
と
売
れ
な
い
。

ま
た
、
市
場
に
出
て
か
ら
消
費
者
の
手
に
渡
る
ま
で
の
時

間
を
考
え
る
と
、
本
当
に
お
い
し
い
完
熟
も
の
な
ど
は
な

か
な
か
既
存
の
流
通
に
乗
ら
な
い
。
そ
の
う
え
白
鷹
町
で

は
専
業
農
家
が
激
減
し
、
ほ
と
ん
ど
兼
業
農
家
と
な
っ
た

た
め
、
少
量
多
品
種
生
産
が
主
と
な
り
、
家
庭
菜
園
の
延

長
の
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」
の
あ
る
野
菜
づ

く
り
、
果
物
づ
く
り
を
し
て
い
る
農
家
が
多

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
農
家
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

「
余
っ
た
も
の
を
売
り
た
い
」
と
い
う
ニ

l
ズ

よ
り
も
、
「
丹
精
込
め
て
作
っ
た
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
の
方
が
勝
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、
「
規
格
外
の
農
産
物
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」

j説誠治

農家の軒先で茄で立ての「秘伝豆jを
ご馳走になる
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と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
「
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
農
作
物

の
お
す
そ
わ
け
」
へ
と
コ
ン
セ
プ
ト
が
シ
フ
ト
し
た
。

ヱ

農
家
の
人
と
な
り
を
情
報
提
供

昨
今
、
農
薬
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
「
食
の

安
全
」
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

実
際

の
と
こ
ろ
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
何
が
、
ど
う
安
全
な
の

か
と
い
う
情
報
は
分
か
ら
な
い
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
な

ど
も
話
題
で
は
あ
る
が
、
農
薬
の
種
類
や
配
布
団
数
を
明

示
す
る
よ
り
は
、
農
家
の
人
と
な
り
を
知
っ
て
も
ら
う
ほ

う
が
信
頼
感
が
増
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
「
お
す
そ

わ
け
・

c
o
m」
で
は
ま
ず
、
生
産
者
と
消
費
者
の
出
会
い

の
場
、
お
見
合
い
会
場
で
あ
り
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン

バ
ー
は
仲
人
で
あ
る
と
考
え
た
。

白
鷹
町
で
は
す
で
に
八
年
前
か
ら

「し
ら
た
か
平
成
蔵

人
考
』
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
る
。
会
員

を
募
り
、
田
ん
ぼ
を
借
り
、
会
員
皆
で
米
を
作
り
、
酒
蔵

の
タ
ン
ク
を
借
り
、
酒
を
仕
込
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

プ
ロ
の
百
姓
・
プ
ロ
の
杜
氏
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
季
節

ご
と
の
生
産
・
製
造
過
程
は
逐

一
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
情
報
と

し
て
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
リ
ア
ル
で

も
バ
ー
チ
ャ
ル
で
も
そ
の
作
業
に
参
加
で
き

る
。
「
美
味
い
酒
が
飲
み
た
い
」
と
い
う

一
心

で
過
酷
な
農
作
業
に
挑
み
、
汗
を
流
し
た
あ
と

の
直
会
(
な
お
ら
い
H

交
流
慰
労
会
)
の
た
め

に
、
東
京
は
も
と
よ
り
、
関
西
か
ら
参
加
す
る

人
も
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
ノ
ウ

ハ
ウ
の
上
に
、
白
鷹
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

フ
ル
に
活
用
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
が

「
お
す
そ
わ
け
・
c
o
E
と
な
っ
た
。

-

ム

旬
の
農
産
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
へ

お
す
そ
わ
け
・

c
o
mに
お
け
る
具
体
的
な
作
業
は
、
ほ

と
ん
ど
が
ア
ナ
ロ
グ
に
進
行
し
て
い
る
。
白
鷹
町
の
生
産

者
を
と
り
ま
と
め
る
太
田
荘

一
郎
"
隊
長
“
に
対
し
て
、

伊
藤
淳
子
"
団
長
“
は
渋
谷
を
拠
点
に
都
内
近
郊
の
飲
食

庖
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
定
期
的
に
試
食
会

を
行
い
、
試
食
会
に
来
ら
れ
な
い
飲
食
庖
関
係
者
に
は
試

食
用
サ
ン
プ
ル
を
送
る
。
ま
ず
は
食
べ
て
み
て
も
ら
い
、

「
お
い
し
い
」
と
言

っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
白
鷹
町
の
農

業
の
現
場
の
視
察
や
、
地
酒
や
地
元
の
料
理
を
堪
能
し
て

も
ら
う
。
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
語
り
合
っ
て
、
「
顔
の
見

え
る
関
係
」
を
つ
く
り
た
い
。

白
鷹
フ
ァ
ン
の
杉
浦
孝
昭
(
タ
レ
ン
ト
の
お
す
ぎ
さ
ん
)

さ
ん
も
、
試
食
会
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介

し
て
く
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
「
人
間
関

係
」
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
ツ

l
ル
な
の
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
く
、
関
東
地

方
で
は
有
名
な
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
鎌
倉
ニ
ュ

l
ジ

ャ
l
マ
ン
の
社
長
、
工
場
長
が
町
を
視
察
し
て
く
れ
た
。

リ
ン
ゴ
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
契
約

が
結
ば
れ
、
季
節
限
定
の
洋
菓
子

が
完
成
。
折
り
し
も
農
薬
問
題
な

ど
で
風
評
被
害
の
巻
き
添
え
に
遭

っ
て
い
た
果
樹
栽
培
農
家
の
み
な

ら
ず
、
町
全
体
が
活
気
を
帯
び
た
。

渋
谷
に
あ
る
、
そ
ば
レ
ス
ト
ラ

ン
天
保
で
は
白
鷹
町
の
地
酒
を

「
天
保
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
て
く
れ
た
。

農家のみごとなあけびにひ'っ くり。
鎌倉ニュージャーマンの高野社長

単
純
に
農
産
物
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
買
い
手
側

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
活
か
せ
る
食
材
を
提
供
す
る
こ

と
が
「
仲
人
」
と
し
て
は
な
に
よ
り
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。

生
産
者
も
ま
た
、

「
消
費
者
の
顔
が
見
た
い
」

し

「
声
が

聞
き
た
い
」
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
洋
菓
子
作
り
に
は
す
っ
ぽ
い
リ
ン
ゴ
が

い
い
が
、
市
場
で
は
甘
い
リ
ン
ゴ
ば
か
り
で
あ
る
」
と
い

う
鎌
倉
ニ
ュ

l
ジ
ャ

1
マ
ン
の
話
に
、
「
甘
い
リ
ン
ゴ
し

か
売
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
農
家
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
元
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
足
元
の
雑

草
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
東
京
で
は
非
常
に
珍
重
さ
れ
た

り
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
価
値
を
見
出
す
こ
と
も
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
側
も
飲
食
庖
側

も
頻
繁
に
見
る
環
境
に
な
い
人
が
多
い
た
め
、
少
し
ず
つ
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
し
た
り
、
構
成
を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し

た
り
、
ま
だ
ま
だ
完
成
に
は
ほ
と
遠
い
。
そ
の
中
で
、
旬

の
食
材
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
飲
食
店
で
は
「
何
が
、
い
つ
、

ど
の
く
ら
い
収
穫
で
き
て
、
い
く
ら
で
買
え
る
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
知
り
た
い
が
、
農
作
物
カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
な

も
の
を
用
意
し
て
る
農
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
、

白
鷹
町
の
旬
の
農
産
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
に
も
取
り
掛

か
っ
て
い
る
。

お
す
そ
わ
け
・

c
o
mは
ま
だ
何
も
完
成
さ
れ
て
い
な
い

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
完
全
に
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
"
刺
激
“
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。
今
後
も
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
な
く
、
小
さ
な
出
会
い
と
信
頼
関
係
に
基
づ
く
交
流

と
新
し
い
産
直
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。

辿政~i強2004・1月号13 
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。
千
葉
県
大
原
町

地
域
情
報
の
発
信

メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
付
き
カ
ー
ド
で

商
眉
街
が
活
性
化

ー

l
カ
I
ド
持
た
な
い
人
に
は
一

大
原
中
央
商
庖
街
は
千
葉
県
房
総
半
島
の
太
平
洋
に
而

し
た
人
口
約
二
万
千
人
の
小
さ
な
町
に
あ
り
、
以
前
か
ら

茂
原
市
、
千
葉
市
へ
の
買
い
物
客
の
流
出
が
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
出
庖
規

制
が
緩
和
さ
れ
、
商
庖
街
と
は
異
な
る
場
所
に

一
千
ぱ
の

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
が
四
席
、
合
計
六
千
ぱ
の
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
が
進
出
し
た
。

・

ム

ゼ
口
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
構
築

平
成
八
年
以
前
、

当
組
合
は
組
合
ス
タ
ン
プ
事
業
を
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
各
底
に
よ
る
多
種
類
の
チ

ッ
プ
・
紙
カ
ー
ド
な
ど
が
は
ん
ら
ん
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
実
情
を
打
破
し
、
組
合
主
導
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
カ

l
ド

シ
ス
テ
ム
を
始
め
る
目
的
で
、

六
年
度
に
中
小
商
業
活
性

化
基
金
助
成
事
業
「
ポ
イ
ン
ト
ヵ

l
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
に

関
す
る
調
査

・
計
画
策
定
事
業
」

に
取
り
組
ん
だ
。

そ
し
て
、
組
合
員

・
消
費
者
の
意
識
調
査
の
結
果
を
見

て、

「
ポ
イ
ン
ト
カ

l
ド
導
入
の
可
能
性
あ
り
」
と
判
断

し
、
次
年
度
の
七
年
度
に
同
助
成
事
業
の

「
カ
l
ド
シ
ス

斉
配
信
シ
ス
テ
ム
で

大
原
中
央
商
庖
街
協
同
組
合
カ
ー
ド
事
業
部

部
長

・

竹
久
定
孝

テ
ム
導
入
に
閲
す
る
事
業
設
計
・
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
」

を
行
い
、
八
年
四
月
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
ア
イ
メ

ツ
セ
カ

l
ド
使
用
の

『ほ
ら
や
っ
さ
カ

l
ド
』
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
「
ほ
ら
や
っ
さ
」
と
は
大
原
は
だ
か
祭

り
で
神
輿
を
担
ぐ
時
の
掛
け
声
で
あ
る
。

し
か
し
シ
ス
テ
ム
導
入
を
決
め
た
当
時
は
、
カ
ー
ド
と

機
械
は
選
定
し
て
い
た
も
の
の
ソ
フ
ト
が
無
く
、
ゼ
ロ
か

ら
独
自
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
七
年
は

カ
l
ド
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
ヵ

l
ド
加
盟

庖
へ
の
参
加
の
促

進
、
カ
ー
ド
会
員
の

募
集
と
三
つ
の
要
件

を
同
時
に
ク
リ
ア
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
忙
な

一
年
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
さ
か

の
ぼ
る
四
年
に
は
、

商
品
券
の
裏
に
パ

l

14 

コ
ー
ド
を
印
刷
し
、

パ
ソ
コ
ン
で
商
品
券
台
帳
を
管
理
す

る
日
本
初
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
使
用
の

『大
原
共
通

商
品
券
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
全
く
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
自

信
が
カ

l
ド
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
た
と
思
っ
て

い
る
。

2004・1月号辿域電''0

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
に
よ
る

『ほ
ら
や

っ
さ
カ
ー

ド
』
は
他
の
カ

l
ド
で
は
ま
ね
の
出
来
な
い
特
徴
が
あ
る
。

ま
ず
、
カ
ー
ド
に
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
カ
ー
ド
に
は
、
商
品
の
買
い
上
げ
金
額
に
応
じ
て
加

算
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
か
、
プ
リ
ベ
イ
ド
式
に
よ
る
電

子
マ
ネ
l
機
能
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。

組
合
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
通
常
二
十
二
文
字

(最
高
六

十
六
文
字
)

で
表
示
さ
れ
、
ヵ

1
ド
を
使
用
す
る
た
び
に

数
値
と
組
合
情
報
が
書
き
換
え
ら
れ
る
。

・

ム

行

政

警

察

観

光

情

報

も

提

供

こ
の
二
十
二
文
字
の
組
合
情
報
は
ス
タ
ー
ト
当
時
、
新

し
好
き
の
大
原
町
の
町
民
性
に
後
押
し
さ
れ
、
か
な
り
の

話
題
に
な
っ
た
。
以
下
、
情
報
の
内
容
の

一
部
を
紹
介
す

ヲ
@
井
、「×
日
午
後
×
時
宝
さ
が
し
。
大
原
海
水
浴
場
に
集
ま

ほらやっさカード

ろ
う
」
「

×
月
×
日

1
×
日
は
当
た
り
が

見
え
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
を
開
催
し
ま

す
」
「

×
月
×
日
よ

カード端末機

り
×

x
日
ま
で
春
の

交
通
安
全
運
動
で

す
」
「

×
月
×

日
は
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ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
日
。
い
つ
も
き
れ

い
な
大
原
町
に
」

以
上
の
よ
う
に
、
組
合
情
報
の

他
に
警
察

・
行
政

・
観
光
協
会
の

情
報
も
表
示
。
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン

ト
残
高
を
確
認
す
る
た
び
に
常
に

新
し
い
情
報
が
表
示
さ
れ
る
の

で
、
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
楽
し
み

と
情
報
を
得
ら
れ
る

『最
新
の
話

題
の
カ

l
ド
』
と
評
価
さ
れ
、
現

在
で
は
町
外
の
会
員
も
含
め
二
万

枚
を
突
破
、
新
規
会
員
も
絶
え
る

こ
と
が
な
い
。
事
務
局
は
申
込
書

を
受
け
取
り
新
規

・
再
発
行

(
五
百
円
の
手
数
料
が
必
要
)

を
チ
ェ

ッ
ク
し
、

一
人
に
つ
き

一
枚
限
定
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
カ
ー
ド
導
入
前
に
比
べ
売
り
上
げ
は
二
割
も

伸
び
て
い
る
。

， 1.州 0，
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商
庖
街
お
こ
し
の
目
玉
に
抽
選
会

確
実
に
大
原
町
に
棋
付
い
た
カ

l
ド
も
情
報
の
発
信
手

段
と
し
て
考
え
た
場
合
、
大
き
な
欠
点
が
見
つ
か
っ
た
。

カ
l
ド
を
所
有
し
て
い
な
い
人
、
常
に
携
帯
し
て
い
な
い

人
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
は
カ

l
ド
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
こ
の
情
報
を
何

と
か
外
に
出
せ
な
い
か
」
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
通
信
手

段
を
研
究
し
た
結
果
、
思
い
付
い
た
の
が
ド
コ
モ
の
ク
イ

ッ
ク
キ
ャ
ス
ト

(旧
ポ
ケ
ベ
ル
)
の
採
用
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
新
た
な
事
業
と
し
て

「商
庖
街
デ
ジ
タ
ル

一
斉

配
信
シ
ス
テ
ム
』
が
構
築
で
き
た
。

し
か
し
既
存
の
シ
ス
テ
ム
は
情
報
を
送
る
た
び
に
上
書

個底用表示機

き
さ
れ
、
複
数
の
情
報
を
同
時

に
流
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
商
庖
街
の
街
頭

四
カ
所
と
カ

l
ド
加
盟
六
十
庖

の
庖
内
に
設
置
さ
れ
た
表
示
機

に
各
商
庖
や
グ
ル
ー
プ
の
複
数

の
情
報
を
好
き
な
時
間
に
送
信

可
能
で
し
か
も
予
約
が
で
き
る

よ
う
に
ソ
フ
ト
を
構
築
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
従
来
の
カ
ー

ド
情
報
に
比
較
し
、

三
十
七
文

字

(
最
高
百
四
十
人
文
字
)
と

よ
り
多
く
の
文
字
数
が
表
示
さ

れ
、
し
か
も
文
字
が
流
れ
て
目
に
つ
き
ゃ
す
い
た
め
、
情

報
の
伝
達
が
よ
り
確
実
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
現
在
で
は
共
通
商
品
券
、
カ
ー
ド
機
能
で
あ

る
二
十
二
文
字
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・
ポ
イ
ン
ト

・
プ
リ
ベ
イ

ド
、
商
庖
街
デ
ジ
タ
ル

一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ

せ
て
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の

一
つ
に
、
商
庖
街
恒
例
の
抽
選
会
が
あ
る
。
こ
の

抽
選
会
こ
そ
組
合
事
業
を
駆
使
し
た
他
で
は
ま
ね
の
で
き

な
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
お
客
様
が

一
回
抽
選
す
る
た
め

支
払
う
の
は
何
と
現
金
五
千
円
、
し
か
し
先
着
三
百
本
が

一
時
間
ほ
ど
で
完
了
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
が
あ
る
。

ま
ず
、
お
客
様
は

一
回
抽
選
を
す
る
た
め
に
現
金
ま
た
は

大
原
共
通
商
品
券
五
千
円
を
支
払
う
。
使
用
す
る
抽
選
機

も
直
径

一
m
の
透
明
ア
ク
リ
ル
製
の
中
が
見
え
る
大
型
の

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
し
て
出
て
く
る
玉
は
直
径
八
m

も
あ
る
。
特
賞
は

一
万
円
の
プ
リ
ベ
イ
ド
入
金
、

一
等
は

五
千
円
の
プ
リ
ベ
イ
ド
入
金
と
五
百
ポ
イ
ン
ト
、

二
等
の

ハ
ズ
レ
で
も
五
千
円
の
プ
リ
ベ
イ
ド
入
金
と
百
ポ
イ
ン
ト

を
進
呈
し
て
い
る
。

市
民
吹
奏
楽
団

「大
原
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
定

期
演
奏
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
演
奏
会
の
開
催

情
報
を
デ
ジ
タ
ル
表
示
器
で
知
っ
た
と
い
う
人
が
相
当
数

あ
っ
た
。
こ
の
例
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
商
庖
街
を

訪
れ
る
お
客
様
の
ほ
と
ん
ど
が
表
示
機
か
ら
流
れ
る
情
報

を
見
て
お
り
、
以
前
の
よ
う
に

「イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い

る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
人
が
格
段
に
減
少
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
す
べ
て
成
功
し
て
い
る
と
は
呈-守
え

な
い
。
つ
ま
り
イ
ベ
ン
ト
の
質
も
顕
著
に
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ヱ

商
庖
街
を
文
化
発
信
基
地
に

当
組
合
は
常
に
新
し
い
機
械
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
手
段
で
あ
る
と
い
う
の
が

わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
だ
。
カ
ー
ド
事
業
は
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
た
め
の
手
段
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
単
な
る
値
引
き
の

延
長
で
し
か
な
い
。
常
に
お
客
様
の
立
場
で
考
え
、

予
算

を
含
め

一
年
間
の
商
庖
街
イ
ベ
ン
ト
を
綿
密
に
計
画
し
、

実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

大
原
に
視
察
に
来
ら
れ
る
団
体
の
大
部
分
は

「カ
l
ド

を
始
め
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
い
る
た
め
に
、
大
原
の

カ
l
ド
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
伝
え
る
と
、
驚
か
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
。

今
後
は
商
庖
街
の
空
き
庖
舗
を
利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
そ
こ
で
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
地
域
通
貨
と
商
庖
街
の
機
能
を
上
手
に

連
携
さ
せ
、
商
庖
街
を
文
化
生
活
情
報
の
発
信
基
地
と
位

置
付
け
て
い
き
た
い
。

泊泊=t1!i2004・1月号15 
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群
馬
県
太
田
市

ー

l
災
害
時
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
補
完
の

M
時
間
放
送

地
域
情
報
の
発
信

先
日
、
東
京
都
在
住
の
若
い
女
性
の
方
が
こ
ん
な
話
を

し
て
く
れ
た
。
「
国
道
4
0
7
号
を
走
り
続
け
利
根
川
を

渡
る
と
故
郷
の
金
山
、
赤
城
山
が
見
え
、
太
聞
市
に
入
る
。

ふ
と
前
の
車
を
見
る
と

「7
6
・
7
M
H
z
エ
フ
エ
ム
放

¥
i
l
l
/

送
』
の
ス
ッ
テ
カ

l
が
目
に
と
ま
り
、

山鴨

川

/

た
め
し
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て

謂

ι
沼

/

み
る
と
、
今
走
っ
て
い
る
道
路
の

。-h
F
7
h
Eド
J

味
、
川
叶
バ
企
-
b咋

一
交
通
情
報
が
流
れ
て
き
た
。
市
街

K
J
r門
Aa
.例
¥

地
方
面
は
や
や
渋
滞
、
ま
た
、
太
田

re色、
y
w
¥
市
、
大
泉
町
な
ど
の
天
気
予
報
や
イ

/
仙
川
ー
し
¥

ベ
ン
ト
の
情
報
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
近

所
の
お
腐
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
こ
の
ご
主
人
が
商
庖
街
の

イ
ベ
ン
ト
の
お
話
を
し
て
い
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
身
近

な
放
送
を
し
て
い
る
の
か
、
不
思
議
な
思
い
が
し
た
」
。

情
報
化
社
会
が
話
題
と
な
り
、
何
年
が
た
つ
だ
ろ
う
か
。

人
と
人
と
の
意
思
の
疎
通
を
図
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
は
、

I
T
化
の
進
展
に
よ
り
日
進
月
歩
を
遂
げ
て

い
る
。
し
か
し
、
い
か
に
文
明
の
機
器
が
進
歩
し
て
も
、

情
報
が
私
達
の
周
囲
に
は
ん
ら
ん
し
、
本
当
に
必
要
な
情

報
を
、
速
く
、
安
く
、
正
確
に
入
手
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
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十
ワ
ッ
ト
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
が
、
ま
だ
放
送
エ
リ
ア

は
狭
く
、
経
営
な
ど
の
関
係
か
ら
ど
こ
の
局
で
も
人
手
も

お
金
も
余
り
掛
け
ら
れ
ず
少
人
数
で
運
営
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
従
っ
て
、
情
報
を
ど
う
効
率
よ
く
集
め
ら
れ
る

か
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
取
材
や
番
組
制
作
に
人
員

が
割
け
ず
支
援
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い

る
局
も
多
い
。

側
お
お
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
(
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ー

ム
・
エ
フ
エ
ム
太
郎
)
で
は
、
社
員
七
人
、
契
約
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
十
三
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
十
人
余
り
の
ス
タ

ッ
フ
で
番
組
制
作
、
放
送
に
当
た
っ
て
い
る
。
当
社
は
、

十
年
十
月
十
日
太
田
市
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
放
送
を

開
始
し
、
今
年
五
周
年
を
迎
え
た
。
放
送
エ
リ
ア
は
太
田

市
お
よ
び
大
泉
町
、
尾
島
町
、
新
田
町
、
薮
塚
本
町
、
周

辺
の
四
町
で
二
十
六
万
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。
資
本
金

は

一
億
千
二
百
万
円
、
出
資
比
率
は

一
市
四
町
で
三

O
%、

企
業
が
五
O
%
、
団
体
お
よ
び
個
人
が
二

O
%
に
な
っ
て

い
る
。
全
国
的
に
み
る
と
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
五
五
%
占

め
て
い
る
。
リ
ス
ナ
l
の
年
齢
は
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
く
、
し
か
も
、
放
送
局
が
自
治
体
単
位
で
認
可
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の
多
い
市
町
村
を
は
じ
め

国
・
県
の
出
先
機
関
、
文
化
団
体
な
ど
と

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

!

-

地
域
に
密
着
し
た

・
1
4
情
報
提
供
が
基
本

F
M
放
送
と
い
う
と
音
楽
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
エ
フ
エ
ム
太
郎
で
は
放
送
内

容
を
次
の
四
点
を
柱
と
し
て
い
る
。

そ
の

一
つ
は
、
地
域
に
密
着
し
た
情
報

を
住
民
に
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て

2004・1月号jj詰誠治
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二
ι

b
悦
お
お
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

久
J

4

代
表
取
締
役
社
長

・

岩

田

博

之

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
こ
の
様
な
要
望
に
応
え
る
た

め
、
平
成
四
年

一
月
に

F
M
放
送
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、

十
二
月
に
は
第

一
号
局
と
し
て
「
F
M
い
る
か
(
函
館
市
)
」

が
放
送
を
開
始
し
、
以
来
十
年
に
な
る
。
現
在
、
全
国
で

百
六
十
七
局
に
な
っ
て
い
る
。
制
度
発
足
当
時
は
三
百
局

ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
電
波
事
情
と
経

営
難
の
た
め
か
、
現
在
二
百
程
度
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ヱ

人
手
を
掛
け
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、

一
つ
の
市
町
村
の

一
部
区
域

(
隣
接
す
る
場
合
は
そ
の
区
域
)
と
さ
れ
て
い
る
。
出
力

は
発
足
当
初

一
ワ
ッ
ト

で
、
地
形
条
件
に
も
よ
る

が
せ
い
ぜ
い
半
径
二
1
三

回
程
度
し
か
聴
こ
え
ず
、

広
告
の
獲
得
や
自
治
体
、

企
業
か
ら
の
出
資
を
受
け

る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
七
年
に
十

ワ
ッ
ト
、
十
二
年
に
は
二

スポレク祭ちひ.っ子のど自慢大会の中継



地域情報の発信特集

い
る
。
最
新
の
行
政
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
放
送
エ
リ
ア
内
、

そ
し
て
そ
の
周
辺
ま
で
含
め
た
地
域
の
話
題
、
生
活
や
娯

楽
情
報
、
観
光
情
報
、
交
通
、
タ
ウ
ン
情
報
、
天
気
予
報
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
例
え
ば
、
産
業
関
係
で

は
、
地
元
企
業
の
新
車
発
表
会
の
企
画
、
新
庖
舗
の
紹
介
、

企
業
の
感
謝
祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
放
送
、
さ
ら
に
、
地

方
選
挙
の
開
票
速
報
を
は
じ
め
花
火
大
会
、
小
中
学
生
の

オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ル

l
ズ
を
は
る
か
小
笠
原
諸
島
か
ら
放
送

し
た
り
、
東
京
ド
l
ム
か
ら
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
実

況
中
継
、
地
域
の
お
祭
り
の
企
画
や
放
送
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。つ

目
は
、
非
常
災
害
時
情
報
伝
達
基
地
と
し
て
の
役

割
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
出
力
は
小
さ
い
が

そ
の
分
エ
リ
ア
に
合
わ
せ
て
自
由
な
放
送
が
で
き
る
。
こ

の
利
点
を
生
か
し
二
十
四
時
間

一
切
の
番
組
の
枠
を
取
り

払
い
、
全
時
間
を
災
害
に
振
り
向
け
ら
れ
る
の
で
、
阪
神

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
多
く
の
放
送
局
が
生
ま
れ
た
。
震

災
時
に

一
日
中
災
害
関
連

の
情
報
を
発
信
続
け
た
実

績
を
持
っ
た
局
も
あ
る
。

エ
フ
エ
ム
太
郎
で
は
、

太
田
市
お
よ
び
周
辺
凶
町

を
は
じ
め
、
消
防
組
合
、

電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
水

道
な
ど
と
災
害
緊
急
放
送

の
協
定
を
結
び
、
地
震
や

台
風
状
況
、
火
災
情
報
、

交
通
事
故
、
停
電
、
電
話

の
不
通
な
ど
の
情
報
を
具

体
的
に
場
所
や
状
況
な
ど

を
繰
り
返
し
放
送
し
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
流
す
情

報
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
ク
ロ
的
な
の
で
こ
の
弱
点
を
補
う
立

場
に
あ
り
、
こ
の
た
め
二
十
四
時
開
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
不
慮
の
災
害
に
備
え
、
市
庁
舎
、
消
防
本
部
か
ら

直
接
放
送
が
で
き
る
設
備
や
市
庁
舎
の
屋
上
に
予
備
ア
ン

テ
ナ
も
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
常
時
携
帯
ラ
ジ
オ
を

百
台
備
え
て
い
る
。

ヱ

情
報
力
強
化
へ
他
局
と
補
完
協
定

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
経
営
的
に

小
規
模
の
た
め
情
報
収
集
力
や
発
信
体
制
が
弱
く
、
自
力

で
ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
し
報
道
す
る
と
い
う
マ
ン
パ
ワ
l
に

欠
け
て
お
り
、
地
域
の
災
害
に
対
し
て
ど
う
い
う
情
報
を

集
め
て
い
く
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
た
め

に
は
放
送
局
と
行
政
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
が
日
常
か
ら
情

報
交
換
や
訓
練
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
情
報
交
換
や
放
送
の
役
割
を

相
互
に
補
完
し
合
う
た
め
県
域
放

送
や
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局
と
災
害
時
に
番
組
放
送
、
情
報

提
供
、
機
材
や
人
材
を
応
援
す
る

な
ど
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
十

二
年
に
起
き
た
尾
島
町
日
進
化
工

の
工
場
爆
発
事
故
で
は
、
社
員
二

人
を
現
地
に
派
遣
し
社
員
全
員
で

被
害
や
道
路
状
況
の
放
送
に
あ
た

っ
た
が
、
多
く
の
リ
ス
ナ
ー
か
ら

「す
っ
ぽ
い
味
の
雨
が
降
っ
て
い

る
が
濡
れ
て
も
大
丈
夫
か
。
井
戸

水
は
飲
め
る
か
。
停
電
、
電
話
は

地域イベントに子どもも参加

い
つ
復
旧
す
る
の
か
。
け
が
人
は
ど
こ
に
収
容
さ
れ
て
い

る
か
」
な
ど
相
次
い
で
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
、
な
か
な
か
情
報
が
集
め
ら
れ
な
い
と
い
う
苦
い

経
験
を
し
て
い
る
。

・

ム

毎
週

3
時
間
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
番
組

三
つ
目
は
、

「
お
と
な
り
ラ
ジ
オ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
市

民
の
方
に
で
き
る
だ
け
多
く
参
加
を
い
た
だ
き
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
歩
む
放
送
局
を
目
指
し
て
い
る
。
お
祭
り
や
街

角
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
毎
日
八
十
人
程

の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
番
組
制
作
や
リ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
番
組
主
催
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
や
釣
り
大
会
も
実
施
し
て
い
る
。

凶
つ
目
は
、
こ
の
放
送
エ
リ
ア
内
に
は
た
く
さ
ん
の
外

国
人
の
方
が
生
活
し
て
お
り
(
太
田
市
五
%
、
大
泉
町

一

五
%
)
、
開
局
以
来
毎
週
日
曜
日
に
三
時
間
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
番
組
を
放
送
中
で
あ
る
。
日
本
に
来
て
、
自
国
語
の

放
送
が
聴
け
る
と
い
う
こ
と
で
人
気
番
組
に
な
っ
て
い

る
。
日
曜
日
に
は
た
く
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
方
が
ラ

ジ
カ
セ
や
ギ
タ
ー
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
く
る
。
十
五
分
程

度
交
通
ル

l
ル
、
ご
み
の
出
し
方
、
税
金
、
教
育
、
医
療

な
ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
誕
生
し
た
経
過
、

立
地
条
件
、

出
資
者
、
開
局
の
主
た
る
目
標
な
ど
が
異
な
る
の
で
、

一

律
に
は
い
か
な
い
が
、
各
々
の
局
が
地
域
の
特
色
を
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
経
営
の
安
定
に
も
つ
な
が

り
、
地
域
の
情
報
受
発
信
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

;j以誠治2004・1月号17 
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集

。
富
山
県
福
光
町

音
楽
支
援
イ
ベ
ン
ト
ザ
イ
ト
で

若
年
層
を
固
い
込
み

ー

l
県
墳
を
越
え
広
域
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ユ

• 

平
成
十
五
年
二
月
二
日
、
県
境
を
挟
ん
で
隣
り
合
う
富

山
県
福
光
町
と
金
沢
市
と
の
恒
例
の
親
睦
イ
ベ
ン
ト
「
金

福
ゆ
か
り
の
集
い
」
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
交
流
促
進
を

目
ざ
す
「
k
i
n
p
u
k
u・
c
o
m」
(
金
福
ど
っ
と
こ
む
)

が
、
金
沢
市
長
、
福
光
町
長
ら
の
テ

l
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー

プ
ン
し
た
。
目
的
は
、
双
方
の
聞
に

I
T
を
使
っ
た
情
報

と
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
流
入
口
や
物
流
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

・

ム

こ
の
ま
ま
で
は
商
庖
街
が
消
え
る

福
光
町
は
富
山
県
南
西
部
の
中
山
間
に
位
置
す
る
人
口

二
万
人
余
り
の
小
さ
な
町
。
故
周
恩
来
氏
と
親
交
を
持
ち

日
中
国
交
回
復
に
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
故
松
村
謙
三
氏

の
出
身
地
で
あ
り
、
棟
方
志
功
氏
が
疎
開
先
と
し
て
創
作

活
動
に
励
ん
だ
土
地
で
も
あ
る
。
今
か
ら
二
十
数
年
前
に

は
先
進
的
な
近
代
化
事
業
を
行
い
、
全
国
か
ら
視
察
が
絶

え
な
い
元
気
な
商
庖
街
を
持
つ
福
光
町
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
昨
今
の
地
元
商
庖
街
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
空
き
庖
舗

が
目
立
つ
あ
り
さ
ま
。
中
心
部
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

福
光
町
街
中
に
ぎ
わ
い
|

T
事
業
推
進
室
長

福
光
町
商
工
会
理
事

・

野

村

守

ー
も
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
町
か
ら
商

庖
街
が
消
え
て
し
ま
う
。
何
と
か
街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
し
た
い
。
そ
ん
な
危
機
感
か
ら
、
十
三
年
度
に
官
民

一

体
で
地
域
総
合
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
「

e
l
f
u
k
u
3・c
o

m」
(
い

l
ふ
く
さ
ん
ど
っ
と
こ
む
)
を
誕
生
さ
せ
、
情

報
に
満
ち
撮
れ
る
ま
ち
「
ユ
ピ
キ
タ
ウ
ン
ふ
く
み
つ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

I
T
の
利

便
性
を
融
和
さ
せ
、
ま
ち
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
努
力

を
続
け
て
い
た
。

十
四
年
、

I
T
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
「

e

l
f
u
k
u
3・
c
o
m
」
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
じ
め

数
々
の
賞
を
受
賞
。
そ
れ
を
機
に
全
国
的
な
先
進
事
例
と

し
て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、

実
体
経
済
と
し
て
顕
著
な
効
果
を
生
む

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
っ
た
。

-
I

一lTで
癒
し
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
を
結
ぶ

そ
ん
な
折
、
ふ
る
さ
と
財
団

e
ふ
る
さ
と
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
へ
の
応
募
を
き
っ
か
け
に
、

I
T
で
は
金
沢
最
先

18 

端
と
言
わ
れ
て
い
た
金
沢
市
片
町
商
庖
街
振
興
組
合
(
石

田
正
俊
理
事
長
)
と
の
共
同
サ
イ
ト
構
築
を
目
指
す
こ
と

と
な
っ
た
。
県
境
を
ま
た
い
で
隣
り
合
わ
せ
と
は
い
え
、

新
聞
も
テ
レ
ビ
視
聴
域
も
違
い
、
互
い
の
情
報
が
な
か
な

か
入
っ
て
こ
な
い
金
沢
と
福
光
の
間
で
、

I
T
と
い
う
手

段
を
使
っ
て
交
流
入
口
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

福
光
は
癒
し
系
で
片
町
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
系
、
そ
れ

ぞ
れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
相
互
補
完
で
き
る
方
法
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ

っ
た
。
元
来
、
金
沢
と
福
光
は
江
戸
時
代
は
同
じ
加
賀
藩

と
し
て
人
と
物
の
行
き
来
が
大
変
盛
ん
で
あ
り
、
共
に
助

け
合
っ
て
き
た
仲
だ
っ
た
た
め
話
し
合
い
は
ス
ム
ー
ズ
に

2004・1月号泊凪~'0

進
ん
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
商
業
の
活
性
化
、
中
心
市
街
地

支
援
の
観
点
が
強
い
こ
と
か
ら
、

I
T
を
用
い
た
地
元
経

済
活
性
化
を
研
究
課
題
と
し
て
い
た
金
沢
大
学
経
済
学
部

飯
島
泰
裕
助
教
授
と
ゼ
ミ
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
当
推
進
室
と
片
町
商
庖
街

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
(
宮
谷
隆
之
委
員
長
)
、
加
え

て
金
沢
大
学
飯
島
ゼ
ミ
、
福
光
町
の

T
M
O
ま
ち
づ
く
り

会
社
ふ
く
み
つ
光
房
、
そ
し
て
行
政
(
金
沢
と
福
光
)
に

よ
る
産
官
学
民
が
協
力
す
る
県
境
を
ま
た
い
だ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
l
ム
が
完
成
し
た
。

ど
の
よ
う
な
手
段
が
有
効
か
。
金
沢
、
福
光
双
方
で
数

十
回
行
わ
れ
た
会
議
は
毎
回
深
夜
に
お
よ
ん
だ
。
ど
こ
に

で
も
あ
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
も
誰
も
見
て
く
れ
な

い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
若
年
層
を
引
き
付
け
る
キ
ラ
l
コ
ン

テ
ン
ツ
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
の
基
礎
調
査
を
経
て
金
沢
大
学
の
学
生
ら
が

提
案
し
た
の
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
音
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票
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

る
と
片
町
商
庖
街
の
各
所
に
設
置
さ
れ
た
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
で
自
動
的
に
定
期
に
流
れ
る
と
い
う
ご
褒
美
が

付
く
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
た
金
沢
大
学
の
学
生
た
ち

が
引
き
続
き
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
掲
載
無
料
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
半
年
で
掲
載
バ
ン
ド
も
二
倍
の
三
十
パ
ン

ド
と
な
っ
て
い
る
。

楽
応
援
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
そ
の
運
営
過
程
を
通
し
て
若

年
層
を
誘
い
だ
す
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

・

ム

金
大
生
が
動
画
音
楽
サ
イ
ト
を
開
発
運
営

そ
し
て
、
当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
商
業
コ
ン
テ
ン
ツ

に
関
し
て
福
光
側
は
、

e
l
f
u
k
u
3・c
o
m
と
の
デ
ー

タ
ブ
リ

ッ
ジ
、
片
町
側
は
新
た
に

e
l
k
a
t
a
m

a
c
h
-
-
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
構
築
し
、
さ
ら

に
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
コ
ラ
ム
形
式
の
記
事
配
信
は

共
同

D
B
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
本
事
業
ボ

1
タ
ル
に
排
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

H
T
M
L
方
式
で
は
な
い
こ
の
よ
う
な
仕

組
み
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
情
報
提
供
者
か
ら
更
新
さ
れ
、
毎
日
数
件

の
新
鮮
な
情
報
が
加
わ
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。

ト
ッ
プ
ベ

l
ジ
を

く
と
飛
び
込
ん
で
く

る
の
は
、

音
楽
コ
ン

ム
」
。
現
在
、

金
沢、

福
光
近
郊
で
活
躍
中

の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
の
演
奏
が
動
画
と

し
て
見
ら
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
が

ん
ば
る
若
者
た
ち
を

支
援
し
て
い
こ
う
と

い
、
?
も
の
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
バ
ン
ド
に
投

アン:1. ，， *-いです.い~んc

編u例・.. ・ぺ.し危H.， 
・--ケ市魯の-

....・-y，，<ζ<.・"ぺ・.，"・・.....
グッドデザイン賞も受賞した地域ポータル

ま
た
、
こ
の
サ
イ
ト

運
営
の
お
か
げ
も
あ
っ

て
福
光
の
貸
し
ス
タ
ジ

オ

「
ス
タ
ジ
オ
ベ
ル
」

の
利
用
度
が
格
段
に
向

上
し
、
ま
た
ス
タ
ジ
オ

運
営
の
た
め
に
新
た
な

雇
用
も
生
ま
れ
、

若
者

た
ち
が
集
う
ス
タ
ジ
オ

ベ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
緩
や

か
で
は
あ
る
が
音
楽
サ

イ
ト
と
し
て
の
認
知
度
の
向
上
と
と
も
に
経
済
効

果
は
起
き
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ヱ

合
併
控
え

l
T
を
有
効
活
用
へ

さ
て
、

音楽コンテンツ fkinpuku.comJの トップページ

一
方
の
商
業
コ
ン
テ
ン
ツ
。
商
品
の
流

通
と
し
て
は
、
十
月
末
の
時
点
で
五
十
ア
イ
テ
ム

を
超
え
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
商
庖
街
に
実
際
の

売
り
上
げ
事
例
と
し
て
紹
介
で
き
る
ま
で
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
物
流
の
観
点
か
ら
す
る
と
量
的

に
は
脆
弱
で
、
そ
の
効
果
が
十
分
に
上
が
っ
て
い

る
と
は
い
い
難
い
。
原
因
と
し
て
考
え
う
る
の
は
、

双
方
そ
れ
ぞ
れ
の
入
力
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
た
め
、

H
P

上
で
の
見
せ
方
の
統

一
性
が
取
れ
て
い
な
い
点
、
ま
た
、

需
要
と
提
供
情
報
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
や
商
品
情
報
の
表
現
能

力
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

福
光
サ
イ
ド
の
ユ
ー
ザ
ー
は
片
町
だ
け
で
な
く
金
沢
全
域

の
情
報
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
だ
。

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
人
物
紹
介
、
ス
ポ

ッ
ト
紹
介
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

当
推
進
室
と
片
町
商
庖
街
事
務
局
に
よ

っ
て
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、

W
E
B
上
で
の
デ

l
タ
入

力
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
今
後
は
情
報
提
供
者
を
増
や

し
、
情
報
提
供
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
課
題
の

一

つ
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
あ
っ
て
地
方
の
活
性
化
は
、
交

流
入
口
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
。
今
回
は
、

若
者
層
を
中
心
と
し
た
バ
ン
ド
活
動
交
流

促
進
に
よ
る
新
た
な
交
流
人
口
の
増
加
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
よ
る
交
流
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
さ

ら
に
文
化
、
人
材
の
多
面
的
な
交
流
を
目
ざ
す
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
ん
な
交
流
の
中
か
ら
、
物
流
な

ど
の
経
済
効
果
も
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

今
で
は
、
地
域
ポ

1
タ
ル
と
し
て

一
つ
の
モ
デ
ル
に
な

り
つ
つ
あ
る

「
e
l
f
u
k
u
3
・
c
o
m
」
、
そ
し
て
こ
の

「金
福
ど
っ
と
こ
む
」
を
持
つ
福
光
町
。
こ
の
二
つ
の
サ

イ
ト
構
築
に
よ

っ
て
、
商
業
者
の
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、
商
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
提
供
者
ら
の
情

報
リ
テ
ラ
シ

l
は
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。
来
年
十

一
月

に
は
広
域
八
町
村
の
合
併
を
控
え
て
い
る
。
I
T
は
良
き

ふ
る
さ
と
創
り
の
た
め
の
大
き
な
手
段
で
あ
り
、
よ
り
よ

い
合
併
に
寄
与
し
て
行
く
た
め
に
も

I
T
を
使
っ
た
わ
れ

わ
れ
の
挑
戦
は
続
く
。

泌総~2004・1月号19 
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兵
庫
県
香
田
町

値
を
再
認

ー

l
田
舎
発
の
情
報
が
都
市
を
変
え
地
方
を
変
え
る

「
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
予
想
外
の
反
響
に
、

か
故
郷
を
見
る
目
も
変
わ
っ
て
き
た
」

筆
者
が
代
表
を
務
め
る
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

「
シ
フ

ト
ア
ッ
プ
か
す
が
」
の
活
動
を
紹
介
す
る
地
元
紙
の
記
事

に
、
柳
田
さ
ん
は
そ
ん
な
言
葉
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
幼
稚

園
の
教
諭
を
定
年
退
職
後
、
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
に

参
加
、
毎
週
の
よ
う
に
田
舎
の
様
子
を
写
真
に
撮
り
、
シ

フ
ト
ア

ッ
プ
か
す
が
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
田

舎・

t
v
」
に
送
っ
て
く
れ
て
い
る
。
彼
女
は
あ
る
時
、

「焼
き
ガ
キ
」
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
。
渋
柿
を
甘
く
食
べ
る

昔
な
が
ら
の
知
恵
だ
。
焼
き
ガ
キ
づ
く
り
は
十
年
ぶ
り
と
、

冒
頭
の
記
事
に
あ
る
。
そ
う
、
彼
女

は
、
焼
き
ガ
キ
を
紹
介
し
た
く
て
リ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
の
で
は
な
い
。
田

舎・

t
v
と
い
う
場
が
先
に
あ
り
、
そ

れ
を
利
用
し
て
何
か
を
伝
え
た
い
と

考
え
た
結
果
、
自
ら
の
中
で
眠
っ
て

い
た
焼
き
ガ
キ
を
十
年
ぶ
り
に
掘
り

起
こ
し
た
の
だ
。
「伝
え
る
」
と
い

う
行
為
が
、
自
ら
の
価
値
を
再
認
識

さとちゃん、おばあちゃんです。

い
つ
し

めっきり冷えこんで、

近所でも風邪をひいとってん人が多なった.

おばあちゃんは大丈夫やし、

'L~èせんでええからな。

あんたこそ、気をつけるんやで.

シ
フ
ト
ア
ッ
プ
か
す
が
代
表

• 小
橋
田
彦

さ
せ
て
い
る
。
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
か
す
が
が
取
り
組
む
ま
ち

お
こ
し
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
し
た
事
例
だ
。

-

ム

日
々
の
暮
ら
し
が
コ
ン
テ
ン
ツ

シ
フ
ト
ア

ッ
プ
か
す
が
は
現
在
、
兵
庫
県
氷
上
郡
春
日

町
を
拠
点
に
、

二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
会
員
お
よ
そ

二
十
人
で
活
動
し
て
い
る
。
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
と
は
、

車
の

ギ
ア
を
入
れ
替
え
る
操
作
。
当
団
体
の
運
営
理
念
に
「
I

T
を
活
用
し
て
地
域
を
加
速
す
る
」
が
あ
る
が
、
文
化
や

産
業
や
自
然
な
ど
、
す
で
に
走
っ
て
い
る

「地
域
」
と
い

う
車
を、

I
Tと
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
加
速
し

ょ
う
と
い
う
わ
け

こむいだ教えたげた、

婦木さんとこのま話、酉と黒豆枝豆のセットやけど、

今週末までの受付らしいさかいむ.

まだゃったら、

今のうちに頼んどきな.

累豆の枝豆、

こむいだの村祭りのときも、

寄り合いで出とったけど、

こんもりあったんが、あっちゅうまに亮り電別1や.

地元のもんがあれだけおいしい言うて

食べるんやから、ゃっ(;fり月l陥じゃいな.

おばあちゃんメ ール。登録したニック

ネームでn乎びかけてくれる

だ
。
I
T
の
エ
ネ

ル
ギ
l
と
は
、
す

な
わ
ち
情
報
の
持

つ
力
。
情
報
が
人

と
人
、
地
域
と
世

界
を
つ
な
ぎ
、
相

互
作
用
が
人
々
の

意
識
を
変
革
し、

20 

新
し
い
時
代
を
創
る
。

2004・1月号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
す
べ
て
の
人
に
武
器
と
な
る
情
報

を
発
信
す
る
機
会
を
与
え
た
。
と
は
い
え
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
時
代
を
振
り
返
る
な
ら
、
情
報
の
多
く
は
都
市
発
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
映
画
の
予
告
編
し
か
り
、
ニ
ュ
ー

ス
映
像
し
か
り
。
こ
れ
で
は
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
社
会
と
同

じ
。
だ
か
ら
ぼ
く
た
ち
は
、
田
舎
発
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創

造
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
二
十
世
紀
が
都
市
発
の
情
報

で
大
量
消
費
社
会
を
広
め
た
な
ら
、

二
十

一
世
紀
は
凹
舎

発
の
情
報
で
、
持
続
可
能
な
、
自
然
に
根
差
し
た
価
値
観

を
全
国
に
広
め
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
。

こ
う
し
て
、
地
域
内
の
情
報
化
に
先
立
っ
て
都
市
住
民

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
シ
フ

ト
ア
ッ
プ
か
す
が
の
活
動
を
ユ
ニ
ー
ク
に
し
た
か
も
し
れ

な
い
。
田
舎
・t
v
に
お
い
て
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
け
ん
か

も
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
し
、
近
所
の
駄
菓
子
屋
も
コ
ン
テ
ン
ツ
。

焼
き
ガ
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
ツ
バ
メ
の
巣
立
ち
ゃ
畑
を
耕
し

て
い
て
出
て
き
た
見
虫
だ
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。
ど
こ
か

遠
い
未
来
で
は
な
く
、
今
こ
こ
に
あ
る
日
常
こ
そ
都
市
住

民
の
共
感
を
得
る
力
に
な
る
と
い
う
発
見
が
、
活
動
の
出

発
点
に
な
っ
て
い
る
。

・

ム

温
も
り
こ
そ
が
商
品
の
価
値

田
舎
・t
v
の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
に
、
な
り
き
り
メ
ー

ル

「
田
舎
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
あ
る
。
利
用
者
が
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
れ
ば
、
あ
た
か
も
自
分
に
田
舎
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
よ
う
な
感
覚
で
メ

l
ル
が
届
く
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
寒
く
な
っ
た
ら
風
邪
を
ひ
い
て
い
な
い

か
心
配
し
て
く
れ
る
し
、
近
く
の
土
手
に
花
が
咲
き
始
め

た
ら
そ
れ
を
報
告
し
て
も
く
れ
る
。
あ
る
い
は
、

「
フ
キ

迫鴻~1!ì
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ノ
ト
ウ
が
採
れ
た
ん
や
け
ど
、

送
っ
た
げ
よ
か
」
と
、
旬

-・
1
4
例
え
ば
「
里
山
ウ
ォ

l
ク
デ
イ
」

の
山
菜
を
案
内
し
て
く
れ
る
。
「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
優
し

ー
一

さ
に
涙
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
」
な
ん
て
感
想
が
読
者

か

ら

届

日

々

の

暮
ら
し
を
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
て
届
け
る
。
そ
の

く
の
が
嬉
し
い
。

延
長
線
上
に
位
置
付
け
、
こ
の
十

一
月
に
地
元
の

一
集
落

世
間
で
は
「
顔
の
見
え
る
野
菜
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
を
巻
き
込
ん
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。
「里

け
れ
ど
、
ぼ
く
た
ち
は

「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う

こ

と

な

山

ウ

ォ

l
ク
デ
イ
」
と
い
う
。
都
市
部
の
人
々
を
農
村
に

ら
信
じ
よ
う
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
採
っ
た
も
の
な
ら
安

招
き
、
自
由
に
歩
き
回

っ
て
も
ら
う

一
日
。
い
わ
ば
、

一

心
だ
」
と
い
う
、
い
わ
ば

「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
品
質
」
こ

そ

日

里
帰
り
体
験
だ
。
観
光
パ
ス
を
し
た
て
て
農
産
物
収
穫

本
質
だ
と
考
え
て
い
る
。
野
菜
に
人
の
顔
が
見

1
7
1

』・l
E

に
行
く
と
い
っ
た
ツ
ア

1
で

・・・司

・iJf
g
i
F
P
-
J
'
t

』

aa-----
・}

え
る
の
は
、
単
に
写
真
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
司

勺

必

よ

/

‘
園

都

も
な
け
れ
ば
、
決
ま
っ
た
コ

そ
の
人
が
日
々
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
、
ど
の

?
ιfJ
，
f
L

縄・・1
1
ス
を
歩
い
て
も
ら
う
名
所

-

UMγ1yiト
汁
圃
・
た

よ
う
な
考
え
方
で
野
菜
を
育
て
て
い
る
の
か
分

p
v「け
い
い
十
l

E

E
U

し

ラ
j
l
で
も
な
い
。
受
け
付

画
明
リ
L

「
i
l
l
lよ
圃
圃
・
・
圃

圃
布
子

1

か
つ
て
こ
そ

「顔」

だ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
メ

1

臨
叩
W
一

h----
晴
川
け
を
済
ま
せ
た
観
光
客
は
、

園

a

-一+占
的
事
品

E
E-
-日
シ

ル
の
登
録
者
は
、
ま
だ
七
百
人
そ
こ
そ
こ
。
そ

J
ん
M

一

a・
・
・

圃
当
町

地
図
を
片
手
に
、
集
落
内
を

F
J

』

一

.

.

.

.

.

 
聞
圃
イ
と

れ
で
も
、

今
朝
採
れ
た
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
案
内
す

4
1
1
1

“・・-Z
自
分
の
思
う
ま
ま
歩
く
。
集

る
と
、

「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
う
だ
い
」
と

t
j
J
汁

l
i
-
H
落
内
に
は
何
軒
か
の
協
力
民

i

、

1
1
いい

圃

ウ
や

夕
方
に
は
何
セ

ッ
ト
か
の
注
文
が
入
る
。
こ
の

I
E

h
r
-
-
J.1

・固
F

園
山
史

家

が
あ
り
、
そ
こ
に
立
ち
寄

.，
v

iぃ
.
1
1
いい

』
聞
闘
嗣

圃

里

歴

時
読
者
は

「商
品
」
を
購
入
し
て
い
る
の
で
は

圏

r~
4昌嗣
圃

れ
ば
、

縁
側
で
お
茶
を
飲
ん

な
い

。
「
ふ
る
さ
と
」

i
h

だ
り
、

昼
寝
を
し
た
り
、
き

の

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

の

温

な

粉

を

ひ

い

た

り

、

あ

る

い

は

一
緒
に
し
め
純
を
な

も
り
を
求
め
て
い
る
。

っ
た
り
、

五
右
衛
門
風
呂
を
沸
か
し
た
り
で
き
る
。

こ
う
し
た
積
み
重
ね
が

当
日
は
親
子
連
れ
や
カ

ッ
プ
ル
な
ど
お
よ
そ
百
五
十

消
費
者
意
識
を
変
革

人
が
集
落
を
訪
れ
、
の
ん
び
り
と

一
日
を
過
ご
し
て

し

、

棚

に

並

ぶ

商

品

と

く

れ

た

。

し
て
で
は
な
く
、

生
活

感
の
中
で
生
み
出
さ
れ

た
作
物
へ
と
生
産
物
が

と
ら
え
な
お
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
、
ぼ
く
た
ち

は
願
っ
て
い
る
。

里山ウオークデイでのひとこま。民家の方への感謝

は地域通貨で払う

こ
の
取
り
組
み
は
、
都
市
部
の
人
々
に
対
し
て
は
、

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
体
験
を
通
じ
て
生
活
を
見
直
し
て
も

ら
う
目
的
を
持
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
田
舎
の
人
々
に

対
し
て
も
、
日
常
の
価
値
を
再
発
見
す
る
き

っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
事
実
、
集
落
内
で
唯

一
残
っ
て
い
た
灰
小
屋
の
あ
る
家
の
主
人
は
、
そ
れ

ま
で

「壊
さ
な
い
か
ん
な
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の

日
に
向
け
て
立
看
板
で

「灰
小
屋」

と
案
内
し
た
と
た
ん
、

「こ
れ
は
文
化
遺
産
や
」
と
ち
ょ
っ
と
誇
ら
し
げ
だ
っ
た
。

都
市
の
人
々
へ
の
訴
え
を
田
舎
の
人
々
の
意
識
変
革
に
つ

な
げ
る
。
田
舎
・t
v
と
共
通
し
た
手
法
だ
。

ヱ

丹
渡
ブ
ラ
ン
ド
に
頼
ら
ず

シ
フ
ト
ア
ッ
プ
か
す
が
の
活
動
拠
点
は、

「丹
波
地
方」

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
丹
波
と
い
え
ば
、

自
然
豊
か
で
産
物
も
美
味
し
い
と
こ
ろ
と
し
て

一
定
の
評

価
を
得
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し

ぼ
く
た
ち
は
ま
ち
お
こ
し
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
う
し

た
ブ
ラ
ン
ド
に
は
頼
ら
な
い
と
決
意
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を

一
般
名
称
で
「田
舎
・t
v
」と
し
た
の
も
そ
れ
ゆ
え
だ
。

ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
の
は
、
結
局
は
今
の
消
費
生
活
を
前
提

に
し
た
発
想
で
あ
り
、
そ
れ
に
頼
っ
て
い
て
は
田
舎
は

一

商
品
の
ま
ま
で
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
都
市
部
の
人
々

の
意
識
を
変
え
る
力
を
持
て
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

故
郷
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
泥
の
つ
い
た
野
菜
が
箱
詰

め
で
届
い
た
時
、
そ
れ
が
嬉
し
い
の
は
、

「ブ
ラ
ン
ド
」

の
た
め
だ
ろ
う
か
?

青
々
し
た
草
原
で
子
ど
も
た
ち
と

遊
ぶ
時
、
そ
れ
が
気
持
ち
い
い
の
は

「ブ
ラ
ン
ド
」
の
た

め
だ
ろ
う
か
?
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
ぼ
く
た

ち
の
結
論
。
ぼ
く
た
ち
が
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、

ブ
ラ
ン
ド
で
も
っ
て
現
在
の
消
費
社
会
に
「
ウ
ケ
る
」
も

の
を
届
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
心
の
底
に
あ
る
、
人
間
と

し
て
の
本
性
に
訴
え
か
け
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が

で
き
た
と
き
、
ぼ
く
た
ち
は
こ
O
世
紀
型
の
消
費
社
会
を

変
革
し
、
本
当
の
意
味
で
の

「地
方
の
時
代
」
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
信
じ
て
い
る
。

j卑語句2004・1月号21 



⑨ 

定
期
代
ロ
万
円
ナ
リ
!
の
ま
ち
の
魅
力

本
業
の
落
語
に
加
え
て

T
V
リ
ポ
ー

タ
ー
を
し
て
い
る
関
係
で
、
日
ご
ろ
か
ら

日
本
の
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
都
会
生
ま
れ
の
都
会

育
ち
で
す
か
ら
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
恥
を

か
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

東
北
地
方
に
取
材
に
行
っ
た
と
き
の
こ

と
。
地
元
の
方
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
あ
の
山
は
鉄
鉱
石
で
も
採
れ
る
ん
で

す
か
?
」

「
い
い
え
、
普
通
の
山
で
す
よ
。
ど
う

し
て
?
」

「
だ
っ
て
、
山
全
体
が
赤
く
錆
び
て
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
あ
は
は
。
あ
れ
は
た
だ
の
紅
葉
で
す

よ
L-先

日
、
長
野
県
の
軽
井
沢
に
取
材
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

ご
承
知
の
通
り
軽
井
沢
は
日
本
有
数
の

リ
ゾ
ー
ト
地
で
、

一泊
落
た
洋
館
ふ
う
の
別

荘
も
数
多
く
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む

観
光
客
の
人
気
も
根
強
い
所
で
す
。

今
回
の
取
材
の
テ
l
マ
は
、
そ
う
い
う

軽
井
沢
に
移
住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
と

い
う
話
題
で
し
た
。

家
族
揃
っ
て
軽
井
沢
に
引
っ
越
し
て
、

お
父
さ
ん
は
朝
晩
は
る
ば
る
東
京
ま
で
通

勤
と
い
う
。
軽
井
沢

1
東
京
間
が
約

一
時

間
。
確
か
に
時
間
的
に
は
通
勤
圏
内
と
言

え
ま
す
が
、
定
期
代
は
実
に

一
ヵ
月
十
二

万
円
!
そ
れ
を
全
額
自
己
負
担
し
て
ま

で
移
住
す
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

そ
の
交
通
費
を
住
宅
に
回
し
て
都
内
の

便
利
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
め
ば
い
い
の
に

と
、
私
は
強
く
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と

は
い
え
、
高
い
ロ

1
ン
で
家
を
建
て
て
ま

で
そ
こ
に
移
り
住
も
う
と
い
う
の
で
す
か

ら
、
魅
力
が
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
い
ざ
軽
井
沢
の
魅
力
を
探
す

つ
も
り
で
見
渡
し
て
み
て
も
、
魅
力
ど
こ

ろ
か
、
逆
に
条
例
に
し
ば
ら
れ
た
窮
屈
さ

や
不
便
さ
ば
か
り
が
目
に
付
き
ま
す
。
他

の
地
域
な
ら
ば
当
然
あ
る
は
ず
の
も
の

が
、
こ
こ
に
は
無
い
の
で
す
。
軽
井
沢
に

無
い
も
の
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

高
い
建
物
。
深
夜
営
業
の
庖
。
二
十
四

時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
脂
。
パ
チ
ン
コ
庖
。
繁
華
街
の
呼
び
込

み

(そ
れ
以
前
に
繁
華
街
)
。
華
や
か
な

ネ
オ
ン
。
キ
ア
バ
ク
ラ
。
風
俗
庖
。
ラ
ブ

ホ
テ
ル
。
な
ん
と
楽
し
み
の
少
な
い
場
所

な
の
で
し
ょ
う
!
私
に
は
と
て
も
魅
力

的
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

ル
』
こ
ろ
が
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、

そ
の
環
境
を
心
地
良
く
感
じ
始
め
て
い
る

自
分
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

理
由
も
少
し
だ
け
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し

た
。
「
こ
ん
な
静
か
な
場
所
の
何
が
魅
力

な
ん
だ
ろ
う
?
」
と
思
っ
た
、
そ
の

「静

け
さ
」
そ
の
も
の
が
き
っ
と
魅
力
な
ん
で

す
ね
。
静
か
で
自
然
豊
か
な
暮
ら
し
を
求

め
る
人
が
移
り
住
み
、
そ
し
て
そ
の
通
り

落
語
家

一
立
川
談
笑

快
適
に
暮
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

極
端
な
例
え
で
言
え
ば
、
猫
好
き
な

住
民
と
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
の
住
民
と
の
関
係

を
調
整
し
て
疲
れ
る
よ
り
、

「
ん
じ
ゃ
い

っ
そ
の
こ
と
猫
好
き
だ
け
の
町
を
作
っ
ち

ゃ
え
」
っ
て
い
う
発
想
が
あ
っ
て
も
い
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
様
な
人
の
多
様

な
ニ

l
ズ
を
す
べ
て
混
ぜ
込
ん
で
灰
色
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
り
、

「
ウ
チ
は
青
い
街

で
す
」
と
か

「黄
色
い
村
で
す
」
な
ん
て
宣

言
し
て
も
ら
う
方
が
、
住
む
人
も
訪
れ
る

人
も
か
え
っ
て
気
が
楽
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

軽
井
沢
に
移
住
し
て
年
目
に
し
て
、

思
い
が
け
ず
諦
め
て
い
た
子
宝
に
恵
ま
れ

た
と
い
う
ご
夫
婦
が
お
し
ゃ
っ
て
ま
し

た
。「

こ
こ
は
本
当
に
私
た
ち
に
合
っ
た
と

こ
ろ
な
ん
で
す
」

な
る
ほ
ど
。
で
も
交
通
費
十
二
万
は
高

い
よ
な
あ
・
:
。



地
の

山梨県内に長期滞在した大学生・短大生が卒業し県外へ移住して
も、山梨のファンで居続け、広報マン (広報ウーマン)として口コ
ミで県をPRしてもらうことを目的に、知事がメ ッセンジャーを認定。
講座の受講7割以上、リポート提出など交付条件は厳し く、メッセ
ンジャーになれるのは7割程度だ。「住んでいる自分たちが誇りを
持てないところに、人は来ないJというビジターズ・インダストリ
ーの考え方による企画であり、対象を学生に限定したメッセンジャ
ー制度の創設は、全国初であるという

フィルムコミッション ・滋賀県
観光と地域振興に役立てようと、古い町並みや
古戦場跡などを抱える滋賀県では市 ・町と協力
しその魅力を紹介しており、 02年4月「滋賀ロケ
ーションオフ ィス」を設立。口ケの適地の情報
提供やロケハンの案内、撮影手続きの協力など
を行い、「利家とまっ紀行jや映画、CMなど02年
度で77件の映像制作を支援し、地域情報発信に
貢献している。また、県民を中心に700人を超え
るサポーターがエキストラとして↑高力
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電子町内会 ・岡山市
電子町内会は、 HPなどで広く町内会活動や地域情報
を発信するとともに、電子会議室を利用して会員が
相互に意見交換し、市民情報化と地域コミュ二ティ
ーの活性化を進めていこうというもの。現在、市内
で28町内会 (会員1，157人)が電子町内会に参加し、
会員による活発な情報交換が行われており、一方市
では電子町内会に新たにパブリックコメント、アン
ケ 卜といった市政参画の場を設けるなど市民と協
働したまちづくりに取り組んでいる。地域の問題や
悩み事の自主解決、新たな活動の芽生えなどの効果
が徐々に現れているという

商底街をご案内

おかみさんパスツアー
かえす

.仙台市ー喬町四丁目商居街華絵洲会
商都と呼ばれるほど商業が盛んな仙台市も、全
国の商!吉街と同様、環境は厳しい。そんな中、
転勤族にまちを知り、つながりをもってもらお
うと、四丁目商I吉街のおかみさんたちがバスツ
アーの企画から運営までを手がけ、好評だ。市
内の美術館やリサイクルプラザ、健康増進セン
合一巡りなどのツアーを経験した転勤族の奥さ
んの大半が、参加後は手芸サークルなど参加し、
連帯感を深めている。日ごろ、「とっつきにく
いまち」といわれるイ山台のイメージアップにも
一役買っている

商I吉衝でのティータイム



ジュニア映画制作 ・川崎市

新百合ヶ丘駅周辺の「芸術の町j構

想に基づき、川崎市では95年から
[しんゆり。芸術フェスティバル」を

開催。その一つにKAWASAKIしんゆ

り映画祭・ジュニア映函制作ワーク

ショ ップがあり、今年5回目を迎え
る。ジュニア映画制作は公募で集ま

った市内の中学生が指導を受け映画

づくりに挑戦するもので、昨年は8人
の中学生が初めてドキュメンタリー

を手がけた。「夏休みのエトセトラ」

では女子中学生の監督が同じ女子中

学生3人の私生活を追い、等身大の
中学生像を表現。ノーベル貨の小柴

昌俊さんや元プロ野球選手村田兆治

さんへの取材も実現

取材風景 (上)とビデオの編集風景

村田兆治さんへのインタビュー (左)

電脳みやしろで動画配信 ・鳩玉県富代町

住民のための年中無休の電子役場である公式HPI電脳みやしろJ上で、町内の身近な出来事を
動画で配信する「みやしろ30秒ニュース」や市民活動の情報交換の場として無料で利用できる
「電脳公民館Jなどを提供。また、文化・スポーツ講座や無料相談などの情報をHP..上で何時でも
検索できる宮代情報チャンネルなど、インターネ ットを活用した町民との双方向情報通信サー
ビスを積極的に展開している

・電脳みやしろ http泊vww.lown.miyashiro.sailama.jp/



日本まんなか共和国 ・福井、厳阜、三量、滋賀の4県
日本の真ん中を占める 4県は以前から県境を越えた連携を進めてきた

が、お互いの経済・文化などの交流と情報の発信をさらに強化すること

を目的に、2000年度に共和国が発足。文化・観光・環境・陶磁器の交

流・ IT戦略への連携した対応など10分野を重点的に連携を進めることに

しており、「文化首都

事業Jを推進するた
め各県が毎年持ち回

りで首都を設置する。

昨年文化首都だった

福井県の小浜市では

さまざまな交流事業

を実施。地方分権の

流れの中で、補完・

刺激し合いながら自

立に向け21世紀の地

域づくりを目指す

沖縄情報誌「ちゃんぷるーj

.東京都/ライフスタイル

研究所発行

人を真ん中に置いた沖縄の政

治・経済・文化を網羅する総合

情報誌を目指し、昨年7月に創
刊。本物の沖縄を沖縄在住の人

が取材するグローカル (グロー

バルとローカル)な話題のほ

か、伝統とモダンを追う特集、

沖縄の知恵と技の紹介、地域

へのおせっかいと題したま

ちおこし実践レポート、移

住者たちの声など、雑誌を

通して地域おこしの人材

育成につなげたい、と意

気込んでいる



トピックス• 

ー
村

1
グ
ル
メ
列
車
が

大
分
を
快
走

• 大分市• 
一
村
一
品
に
ヒ
ン
ト

国
鉄
時
代
か
ら
、
お
得
意
の
団
体
企
画

で
あ
る

「
ワ
イ
ン
列
車
」
、
「
俳
句
列
車
」

な
ど
車
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
メ
イ
ン
と
し
、

列
車
そ
の
も
の

を
楽
し
む
旅
を

提
供
し
て
い
た

が
、
団
体
列
車

そ
の
も
の
が
時

代
の
ニ

l
ズ
に

追
い
つ
か
ず
、

や
む
な
く
規
模

の
縮
小
を
迫
ら

て
も
地
元
と
協
力

し
て
イ
ベ
ン
ト
を

九州旅客鉄道 (株)

大分支社総務企画課• 営業担当課長代理

甲斐裕問

成
功
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
。
当
初
は

地
元
に
話
を
持
ち

か
け
て
も
、
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
企
画

自治体と共同でマスコミに盛大な PR 

と度につ方ま観はたと
こもなてのま光あが勘
ろ足る絶自な客る --， 違
、を 」 対治らのも良い
や運とプ体な集 m いも
つん、ラにい客ふ素さ
とだ何スと地がて材れ

れ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
ス
タ
ッ
フ

が
地
域
密
着
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
当
社
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

が
生
か
さ
れ
な
い
か
を
考
え
あ
ぐ

ね
て
い
た
時
、
現
大
分
支
社
長
か

ら
「
行
き
着
く
と
こ
ろ
地
域
を
巻

き
込
ま
な
け
れ
ば
、
鉄
道
の
独
り

相
撲
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
受
け
、

思
い
付
い
た
の
が
、
大
分
県
が
全

国
的
に
提
唱
し
て
い
た

「
一
村

一

品
運
動
」
で
あ
る
。
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
に
あ
ふ
れ
で
い
る
別
府
・
湯
布
院
と
、

「
佐
賀
関
町
の
関
あ
じ

・
関
さ
ば
、

臼
杵
の

ふ
ぐ
、
中
津
の
は
も
」
の
食
材
等
々
、
レ

ベ
ル
も
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。

食
材
と
観
光
と
列
車
の
旅
を

ミ
ッ
ク
ス

地
方
の
市
町
村
で
力
を
入
れ
て
い
る
食

材
と
観
光
、
列
車
の
旅
を
ミ

ッ
ク
ス
さ
せ

る
。
そ
し
て

一
番
肝
心
な
の
は
何
と
言
つ

の
思
い
で
第

一
回

目
の
グ
ル
メ
列
車
運
転
が
実
現
で
き
た
。

す
し
列
車
が
大
ヒ
ッ
ト

記
念
す
べ
き
第

一
回
は
平
成
十
二
年
の

「佐
伯
す
し
列
車
」
で
あ
る
。
続
け
て
二

回

H
は
「
津
久
見
ま
ぐ
ろ
列
車
」
、
三
回

日
が
「
臼
杵
ふ
ぐ
列
車
」
と
立
て
続
け
に

毎
月
出
発
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
募
集

は
プ
レ
ス
発
表
を
行
い
、
新
聞
の
記
事
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
効
果
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、

翌
日
か
ら
屯

話
が
鳴
り
止
ま
ず
、
定
員
の
二
百
五
十
人

が
あ
っ
と
言
う
問
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
地
元
も
歓
迎

一
色
の
も
て
な

し
で
、
お
客
さ
ま
は
魅
力
あ
る
グ
ル
メ
と

相
ま
っ
て
大
満
足
な

一
日
を
過
ご
し
、
そ

れ
が
ま
た
口
コ
ミ
で
広
が
る
な
ど
反
響
は

す
さ
ま
じ
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
話
が
各
自
治
体
へ
も
伝
わ
り
、

「朝
地

午
列
車
、
豊
後
高
田
か
き
列
車
、
蒲
江
伊

勢
え
び
列
車
、
中
津
は
も
列
車
」
等

、々

食
通
を
う
な
ら
せ
る
幅
広
い
種
類
の
グ
ル

メ
列
車
が
誕
生
し
た
。
今
で
は
年
間
約
十

一
本
、
約
千
八
百
人
も
の
方
々
を
ま
ち
に

送
り
込
ん
で
い
る
。

食
材
の
ま
ち
が
観
光
の
ま
ち
に

「
こ
れ
ま
で
小
さ
な
ま
ち
に
沢
山
の
お

客
さ
ま
が
訪
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
再
び
ま
ち
に
来
て

く
れ
る
の
は
実
に
う
れ
し
い
」
と
、
あ
る
村

の
観
光
課
長
。
こ
れ
ま
で
は
、
食
材
を
都

会
に
流
通
さ
せ
る
だ
け
だ
っ
た
産
業
も
次

第
に
、
グ
ル
メ
の
町
と
有
名
に
な
る
に
つ

れ
、
観
光
産
業
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

地
域
の
発
展
な
く
し
て
当
社
の
発
展
も

望
め
な
い
。
こ
の
ポ
リ
シ
ー
か
ら
生
ま
れ

た

「
一
村

一
グ
ル
メ
列
車
」
。
こ
れ
か
ら

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
の
期
待
を
背
に

さ
ら
に
快
走
を
続
け
た
い
。

辿ゆ~~2004・1月号27 

J
R
九
州
大
分
支
社
は
、
日
本
を
代
表

す
る
温
泉
観
光
地
別
府
や
湯
布
院
の
あ
る

九
州
東
部
に
位
置
し
、
直
営
十
五
駅
、
委

託
駅
五
十
駅
を
管
轄
す
る
支
社
で
あ
る
。

民
営
化
発
起
か
ら
の
理
念
で
あ
る

「地
域

密
着
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、
全
力
で
ま

ち
お
こ
し
の
ア
イ
デ
ア
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
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e 
大
分
県

H
P
通
じ

内
・
濁
舛
情
報
を
相
互
発
信

ー
ー
留
学
生
O

B
や
県
人
会
員
が
サ
ポ
ー
ト

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
手
段
と
交
通
手

段
の
飛
躍
的
な
発
達
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
国
境
を
越

え
た
交
流
は
日
を
追
っ
て
頻
繁
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

と
と
も
に
地
方
自
治
体
に
お
け
る
国
際
交
流
も
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

大
分
県
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
地
域
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
交
換
や
日
韓
共
催
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
大
分
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
て
き
た
。

ヱ

県
内
に

2
干

5
百
人
の
留
学
生

平
成
十
二
年
四
月
に
は
、
外
国
人
留
学
生
が
学
生
数
の

半
分
を
占
め
る
と
い
う
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
が
別

府
市
に
開
学
。
こ
れ
を
契
機
に
留
学
生
数
は
増
加
の

一
途

を
た
ど
り
、
現
在
で
は
二
千
五
百
人
以
上
の
留
学
生
が
県

内
の
大
学
に
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
人
口
当
た
り
の
留

学
生
数
で
見
る
と
、
東
京
都
に
次
い
で
全
国
第
二
位
と
な

り、

今
や
、
留
学
生
は
県
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

本
県
の
事
業
と
し
て
も
、
毎
年
、
海
外
移
住
者
子
弟
留

大
分
県
企
画
文
化
部
国
際
交
流
課

.

主事

・

阿
南
大
輔

学
生
や、

海
外
技
術
研
修
員
、
自
治
体
協
力
交
流
研
修
員

い
ろ
い
ろ
な
固
か
ら
の
訪
問

な
ど
を
海
外
か
ら
受
入
れ
、

団
等
も
多
い
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

本
県
に
お
け
る

国
際
交
流
の
機
会
は
、

以
前
と
比

べ
て
格
段
に
増
加
し
、

世
界
中
の

国

・
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
外
国

人
が
大
分
を
訪
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
県
内
で
暮
ら
し
た
研
修
員
や

留
学
生
た
ち
も
、

「
去
る
者
は

で
帰
国
後
は
徐
々
に
連
絡
が
途
絶
え
が
ち

日
々
に
疎
し
」

28 

交
流
プ
ラ
ザ
」
「お
お
い
た
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
三

つ
か
ら
成
る
。

海
外
地
域
情
報
プ
ラ
ザ
は
、
海
外
か
ら
の
情
報
を
集
積

し
て
県
民
へ
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
情
報

区
分
は
、
経
済
・
社
会
情
勢
に
関
す
る
情
報
、
地
域
活
性

化
に
関
す
る
情
報
、

国
際
交
流
・
協
力
に
関
す
る
情
報
、

そ
の
他
の
四
つ
に
分
か
れ
る
。

海
外
地
域
情
報
の
提
供
者
は、

J
E
T青
年
、
海
外
技

術
研
修
員
、
留
学
生
各
O
B
ら
本
県
と
関
係
あ
る
外
国
人

や
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
、
日
本
人
留
学
生
、
在
外

の
大
分
県
人
会
な
ど
海
外
で
活
動
す
る
県
出
身
者
な
ど
で

あ
る
。

2004・1月号;j峰崎i0

で
あ
っ
た
。
交
流
を
通
じ
て
培

っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
彼

ら
が
帰
国
し
た
後
も
何
ら
か
の
形
で
保
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
企
画
し
た
の

が
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を
通
じ
た
海
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「お
お
い
た
国
際
情
報
プ
ラ
ザ
」
の
構
築
で
あ
る
。

-十
p
は

3
つ
で
構
成

「お
お
い
た
国
際
情
報
プ
ラ
ザ
」
は
、
日
英
二
カ
国
語

の
ホ

l
ム
ベ

I
ジ
で
、

「海
外
地
域
情
報
プ
ラ
ザ
」「
情
報

日
英
二
ヵ
国
語
で
の

投
稿
が
可
能
で
、
英
語

の
情
報
は
日
本
一訪問
に
翻

訳
し
て
掲
載
し
、
日
本

語
で
の
情
報
は
概
要
を

英
訳
し
て
英
語
ペ
1
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

情
報
交
流
プ
ラ
ザ

は
、
県
民
が
海
外
の
人
々
や
外
国
人
と
直
接
に
情
報
や
意

見
を
交
換
す
る
ベ

l
ジ
で
、
日
本
語

・
英
語
混
在
の
国
際

交
流
掲
示
板
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。

お
お
い
た
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
大
分
県
の
情
報
を

海
外
に
発
信
す
る
た
め
の
ベ

1
ジ
で
、
県
内
の
新
し
い
ニ

ュ
ー
ス
の
紹
介
と
県
内
市
町
村
、
海
外
県
人
会
、
国
際
交

流
団
体
へ
の
リ
ン
ク
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「おおいた国際情報プラザJ
のチラシ、英語面。裏面は日

本語になっている

-十
年間で
2
万
の
ア
ク
セ
ス

さ
ら
に
、

「
お
お
い
た
国
際
交
流
メ
ン
バ

ー
シ
ッ
プ
」
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の
登
録
ベ

l
ジ
も
設
け
、
登
録
し
た
人

に
は
、
メ

l
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
、

県
内
の
情
報
を
定
期
的
に
届
け
る
こ
と

と
し
た
。

こ
の
お
お
い
た
国
際
交
流
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
例
え
ば

海
外
で
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
そ

こ
に
住
む
登
録
者
に
安
否
の
確
認
や
状

況
の
報
告
な
ど
を
求
め
る
と
い
っ
た
活

用
策
も
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
帰
国
す
る
外
国
人
や
青
年
海

外
協
力
隊
な
ど
で
海
外
に
赴
任
す
る
日

本
人
に
は
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
の
ア
ド
レ

ス
を
記
載
し
た
り
「
大
分
フ
レ
ン
ド
シ

ツ
プ
カ

l
ド
」
を
渡
し
、
お
お
い
た
国
際
情
報
プ
ラ
ザ
の

特
派
員
"
大
分
サ
ボ

l
タ
l
“
と
な
っ
て
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

お
お
い
た
国
際
情
報
プ
ラ
ザ
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
は
、
平

成
十
五
年

一
月
の
開
設
後
、
ア
ク
セ
ス
数
も
順
調
に
推
移

し
、
十

一
月

一
五
日
現
在
で
す
で
に
二
万
件
を
突
破
。
お

お
い
た
国
際
交
流
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
登
録
者
も
二
百

人
近
く
に
上
っ
て
い
る
。
な
お
、
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
の
運
営
管

理
は
、
伽
大
分
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。

-T十青
年
海
外
協
力
隊
も
情
報
提
供

「
お
お
い
た
国
際
情
報
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
た
こ
と
に

よ
り
、
海
外
の
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
県
内
、
海
外
の
市
民
や
外
国
人
の
相

互
的
な
情
報
交
換
が
活
発
化
す
る
と
い
う
効
果
が
現
わ
れ

は
じ
め
た
。

フラジル県人会から報告された新年会の様子

海
外
地
域
情
報
プ

ラ
ザ
に
提
供
さ
れ
る

情
報
と
し
て
は
、
例

え
ば
、
海
外
の
大
分

県
人
会
か
ら
の
現
地

の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ

ツ
ク
ス
の
紹
介
、
青

年
海
外
協
力
隊
や
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
隊
員
か
ら
の

現
在
進
行
中
の
国
際

協
力
の
様
子
の
報
告
、

海
外
技
術
研
修
員
の

O
B
か
ら
は
帰
国
後

の
地
域
振
興
の
進
行
状
況
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

情
報
が
集
ま
っ
た
。
而
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
地
元
の
サ
ッ

カ
ー
チ
l
ム
「
大
分
ト
リ
ニ

1
タ
」
に
所
属
し
て
い
た
ア

ン
ド
ラ
ジ

l
ニ
ャ
選
手
が
、
帰
省
先
の
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
家

族
と
過
ご
す
様
子
を
送
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
の
開
設
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
た
の
が
、

海
外
県
人
会
と
の
情
報
交
換
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
現
地

情
報
は
、
フ
ァ
ク
ス
や
郵
送
を
通
じ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
貴
重
な
情
報
も
公
開
す
る
範
囲
が
限
ら
れ
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
提
供
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
開
設
後
は
、
ホ

ー
ム
ベ

l
ジ
を
通
し
て
県
人
会
か
ら
の
情
報
が
迅
速
か
っ

数
多
く
届
き
、
ま
た
、
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
が
県
民
と
県
人
会
と
を

つ
な
ぐ
貴
重
な
媒
体
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
交
流
掲
示
板
の
利
用
も
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
県
内
の
国
際
交
流
を
テ

l
マ
と
し
た
掲
示
板
が
な
か
っ

た
だ
け
に
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
や
友

達
探
し
、
語
学
教
師
の
募
集
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生

ま
れ
、
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

・

ム

外
国
人
留
学
生
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

創
立
四
年
目
を
迎
え
る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
で

は
、
今
年
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
卒
業
し
て
故
国
へ
帰
っ

て
い
く
。
そ
の
留
学
生
た
ち
に
大
分
サ
ボ
l
タ
!
と
し
て
、

世
界
中
か
ら
の
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の

ホ
1
ム
ペ

l
ジ
を

一
層
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
今
後
は
こ
の
ベ

l
ジ
の
留
学
生
支
援
関
係
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
本
県
が

十
三一
年
度
に
実
施
し
た
「
大
分
県
外
国
人
留
学
生
生
活
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
六
七
・
六
%
も
の
留
学
生
が
主
な

生
活
情
報
源
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
お

り
、
留
学
生
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
支
援
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
留
学
生
に
第
二
の
家
族
を

紹
介
す
る
セ
カ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
事
業
や
中
古
の
家

具
や
家
電
を
あ
っ
せ
ん
す
る
リ
ユ
!
ス
物
品
提
供
事
業
の

手
続
き
も
こ
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
上
で
可
能
に
し
、
安
心
し

て
大
分
で
勉
強
で
き
る
環
境
さ
つ
く
り
の
た
め
の
情
報
も
掲

載
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
が
県
民
と
海
外
の
人
々
を

よ
り
結
び
つ
け
、
大
分
県
の
国
際
交
流
が
ま
す
ま
す
活
発

化
し
、
世
界
と
の
草
の
根
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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地
域
情
報
の
発
信。
熊
本
県
人
吉
球
磨
地
域

映
像
制
作
で
地
燭
の
人
・
も
の
を
再
発

ー
ー
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
手
作
り
の
番
組
発
信

わ
が
人
吉
球
磨
地
域
は
、
熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
、

人
吉
市
と
球
磨
郡
の
十
市
町
村
か
ら
成
る
人
吉
盆
地

一
帯

で
あ
る
。
総
面
積
千
五
百
三
十
七
平
方
キ
ロ
の
う
ち
八

三
%
が
山
林
で
、
人
口
約
十
万
五
千
人
の
地
域
で
あ
る
。

歴
史
的
に
は
中
世
文
化
の
寺
社
仏
閣
な
ど
が
多
数
温
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
で

「九
州
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
、
地
域

の
中
央
を
流
れ
て
い
る
日
本
三
大
急
流
の
球
磨
川
や
温

泉
、
ま
た
、
地
場
産
業
の
代
表
格
で
あ
る
球
磨
焼
酎
は
全

国
的
に
も
有
名
で
あ
る
。

ヱ

二
つ
の
目
的

さ
て
、
当
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
は
、
「
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
」
と
い
う
固
か
ら
の
指
定
を

受
け
、
県
と
地
元
市
町
村
の
出
資
で
十
億
円
の

基
金
を
創
設
、
そ
の
果
実
で
広
域
ソ
フ
ト
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
事
業
の

一
つ
が
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る

「
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
に
よ
る
地
域
情
報
発
信

で
あ
る
。

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
養
成
の
目
的
は
、
組
合

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

企
画
課
長

・

永
井
雄

が
ソ
フ
ト
事
業
の
柱
と
し
て
い
た
「
情
報
化
の
推
進
」
と

「
人
材
育
成
」
と
の
こ
つ
で
あ
る
。
住
民
自
ら
が
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
持
ち
、
自
ら
企
画
、
取
材
、
構
成
お
よ
び
編
集

を
行
い
、
住
民
手
づ
く
り
の
番
組
を
制
作
し
た
り
地
元
で

し
か
撮
れ
な
い
旬
の
リ
ポ
ー
ト
・
情
報
を
C
A
T
V
、
民

放
お
よ
び

C
S放
送
な
ど
の
各
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
直
接

発
信
す
る
こ
と
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
番
組
を
制
作

す
る
に
当
た
っ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
今

地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
企
画
力
、
広
報
力
及
び

8月企画会議 (人吉市)
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構
想
力
な
ど
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ヱ

ま
ず
行
政
臓
員
を
対
象
に
養
成

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
養
成
は
、
平
成
八
年
度
よ
り
始
ま

っ
た
。
今
ま
で
、
映
像
に
よ
る
情
報
発
信
は
放
送
局
か
映

像
制
作
会
社
へ
の
外
部
委
託
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
に
か
く
番
組
制
作
と
い
う
の
は
プ
ロ
だ
け
の
世
界
の
も

の
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
住
民
主
体
で
好
き
な
も
の
を

好
き
な
よ
う
に
制
作
し
て
発
信
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
に

魅
力
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
予
算
を
確
保
す
る
に
は
住
民

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
説
明
し
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
話
し
合
い
の
結
果
、
情

報
化
時
代
に
対
応
し
た
人
材
育
成
事
業
「
映
像
制
作
実
践

講
座
」
と
名
を
変
え
て
理
解
を
求
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
予
算
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
、
八
年
度
か
ら
十
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
は
市
町
村

職
員
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
ず
行
政

職
員
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
き
理
解
者
と
し
て
、

ま
た
核
と
な
っ
て
各
市
町
村
の
住
民
へ
輸
を

広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
三
年

間
で
各
市
町
村
か
ら
三
人
、
合
計
四
十
五
人

が
養
成
さ
れ
た
。
講
座
で
は
、
カ
メ
ラ
技
術

の
向
上
と
い
っ
た
技
術
論
で
は
な
く
、
企
画

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
受
講
者
に
は
訴
え

続
け
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
い
ず
れ

も
個
性
豊
な
作
品
が
多
く
、
熊
本
市
内
の

C

A
T
V
に
て
放
映
し
た
。

十

一
年
度
に
熊
本
国
体
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
人
吉
球
磨
が
取
り
組
ん
で
い
る
住

2004・1月号泊凪~i!)
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民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
活
動
を
国
体
で
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
県
の
国
体
事
務
局
主
催
で
全
県
民
対
象
に
住
民

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
講
座
を
開
催
。
こ
の
国
体
で
養
成
さ
れ
た

地
元
お
よ
び
組
合
に
よ
る
行
政
の
各
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
「
人
吉
球
磨
新
発
見
伝
」
と
い
う
三
十
分
番
組
づ
く
り

に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
。
番
組
制
作
に
当
た
っ
て
は
、

毎
月
住
民
と
行
政
職
員
と
の
合
同
企
画
会
議
を
聞
き
、
お

互
い
の
企
画
や
身
近
な
情
報
を
持
ち
寄
り
、
番
組
の
構
成

を
詰
め
る
作
業
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
会
議
は
、
そ
れ
以

来
ず
っ
と
毎
月
続
け
て
い
る
。

ヱc
S
で
も
全
国
放
映

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
十
二
年

度
に
は
県
内
の
民
放
が
進
め
て
い
た
地
域
密
着
型
の
情
報

番
組
づ
く
り
構
想
の

一
環
と
し
て
、
毎
週
金
曜
日
に
十
五

分
の
枠
で
「
新
発
見
伝
く
ま
も
と
」
と
い
う
県
内
情
報
番

組
を
人
吉
球
磨
を
キ

l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
始
ま
り
、

翌
年
ま
で
百
回
の
放
送
を
数
え
た
。
そ
の
後
、
十
四
年
度

に
は

C
A
T
V
で
「
人
吉
球
磨
新
発
見
伝
」
と
い
う
十
五

分
番
組
を
放
送
し
た
。
そ
の
際
、
情
報
が

一
部
の
市
町
村
に

偏
ら
な
い
よ
う
担
当
を
決
め
持
ち
回
り
の
制
作
と
し
た
。

ま
た
、
十
五
年
度
は
、
「
南
の
園
か
ら
、
ど
ぎ
や
ん
で

す
か
」
と
い
う
十
五
分
の
番
組
を
C
A
T
V
か
ら
C
S
放

送
に
切
り
替
え
、
全
国
に
放
映
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
十
三
年
度
に
は
、
市
町
村
職
員
の
人
事
異

動
な
ど
に
よ
る
活
動
の
低
下
が
表
れ
た
た
め
、
本
当
の
意

味
で
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
養
成
が
急
務
と
感
じ
民
間

人
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
、
十
七
人
を
養
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
住
民
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
取
材
活
動
に
よ
っ
て
足
元
を
見
直
し
た

結
果
、
地
域
に
あ
る
す
ば
ら
し
い
人
、
も
の
を
再
発
見
し

た
り
掘
り
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
住
民
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
聞
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
つ
く
ら
れ
、
市
町
村

の
枠
を
越
え
て
住
民
と
行
政

が
同
じ
目
線
で
お
互
い
協
力

し
合
え
る
体
制
が
整
っ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
住
民
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
活
動
の
現
場
を
ぜ
ひ
見

て
み
た
い
と
全
国
か
ら
テ
レ

ビ
局
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
、
情
報
系
の
大
学
の
先

生
・
学
生
お
よ
び
ジ
ャ

l
ナ

11月号収録風景 (人吉市)

リ
ス
ト
ら
多
く
の
方
々
が
人
吉
球
磨
に
来
訪
さ
れ
、
交
流

に
よ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
的
に
広
が
り
、
新
し

い
動
き
が
出
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画

し
成
果
が
顕
著
な
と
こ
ろ
が
、
山
江
村
で
あ
る
。
こ
の
村

で
は
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
十
五
人
が
「
マ
ロ
ン
テ
レ
ビ
」

を
設
立
。
手
づ
く
り
で
番
組
を
毎
月
制
作
し

C
A
T
V
で

放
映
し
た
り
、
ふ
る
さ
と

P
R
の
ド
ラ
マ
を
作
り
民
放
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
放
映
し
て
い
る
。
「
テ
レ
ビ
は
見

る
も
の
で
は
な
い
、
出
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
驚
い
た
こ
と
に
、
昨
年
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
一
人
が
村
長
に
選
ば
れ
、
村
の
情
報
化
に
さ
ら
に
弾
み

が
つ
い
た
。
昨
年
十
月
に
は
「
山
江
村
民
て
れ
び
」
と
い

う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
を
開
局
す
る
と
と
も
に
活
動

の
拠
点
施
設
と
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
手
掛
け
、

ま
す
ま
す
地
域
に
活
力
と
魅
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

・

ム

地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ

次
に
目
標
と
課
題
を
い
く
つ
か
羅
列
し
て
み
る
と
、

①

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
民
間
人
か
ら
の
養
成
②
そ
の
活
動

の
P
R
と
活
動
拠
点
の
整
備
、
活
動
に
対
す
る
運
営
資
金

の
確
保
③
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
地
域
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
④
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
活
動
に
よ
る
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
番
組
づ
く
り
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
で
な
く
、
地
域
づ
く
り
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
地
域
を
変
え

る
新
た
な
原
動
力
と
な
り
う
る
人
材
と
し
て
さ
ら
な
る
活

動
を
期
待
し
た
い
。
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⑪ 

東
京
都
世
田
谷
区

地
時
情
報
の
発
信

0'1 

--
y コ圃

-
iIiI週

ー

l
中
高
生
が
ま
ち
の
情
報
誌
づ
く
り

東
京
都
世
田
谷
区
の
中
高
生
が
、
ま
ち
の
情
報
誌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
伽
世
田

谷
区
都
市
整
備
公
団
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
区
内
に
在
住
、
在
学

す
る
中
高
生
に
よ
る

「
世
田
谷

T
e
e
n
s
編
集
部
」
が
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
五
年
前

の
平
成
十

一
年
七
月
。
区
内
の
す
べ
て
の
公
立
中
学
校
と
高
校
の

一
部
に
"
ま
ち
の
お
も

し
ろ
情
報
誌
を
つ
く
ろ
う
“
と
編
集
委
員
募
集
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
、
興
味
を
持
っ
た

中
高
生
が
集
ま
っ
た
。

-

ム

申
高
生
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
が
狙
い

仕
掛
け
人
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
・

行
政
・
企
業
の
中
間
に
立

っ
て
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
平
成
四
年
四
月

に
設
立
さ
れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
第

一
歩
と
し
て
、

自
分
の
住
む
ま
ち
ゃ
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
区
民
向
け
の
啓

発
事
業
で
あ
る

「世
田
谷
ま
ち
つ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
や

親
子
で
ま
ち
を
探
検
す
る

「親
子
C
i
t
yア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
ま

ち
づ
く
り
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
は
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
親
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
中
高
生
に
も
な
る
と
、
ま
ち

がづ
考く
えり
てに
い関
る心
こを
と持
をつ
表機
現会
すが
る少
場な
もく

ちもよをににそよとい吸にな
に自つ与参もこうのうい大いま
興分てえ画までに認感上人こた
味の、るすち、会識覚げもと
を住少こるづ中ろをがよ 意 、中
持むしと機く高子持なう見さ高
までに会り生 2ついとをら 生

毎月1回開かれる編集会議
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て
も
ら
い
、
中
高
生
の
声
を
社
会
に
伝
え
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
中
高
生
に
よ
る
雑
誌
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

・

ム

ま

ち

を

歩

い

て

自

ら

企

画

取

材

編

集

第

一
期
生
と
し
て
参
加
し
た
中
高
生
は
三
十
人
ほ
ど
。

最
初
は
、
ま
さ
に
手
探
り
の
状
態
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
内

容
の
雑
誌
に
す
る
か
、
ど
ん
な
テ

l
マ
に
す
る
か
は
す
べ

て
中
高
生
に
任
せ
ら
れ
た
。
プ
ロ
の
編
集
者
を
招
い
て
、

雑
誌
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
り
し
た
が
、
何
か
ら

始
め
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時

「同
世

代
の
中
高
生
か
ら
意
見
を
も
ら
お
う
」
と
意
見
が
出
さ
れ
、

さ
っ
そ
く
投
稿
募
集
の
チ
ラ
シ
を
作
り
、

学
校
な
ど
で
配

布
し
た
。
そ
の
狙
い
は
見
事
に
当
た
り
、
多
く
の
記
事
や

イ
ラ
ス
ト
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
同
世
代
に
関

心
が
高
い
テ

l
マ
を
絞
り
込
み
、

「
マ
ン
ガ
」
「
ゲ
l
ム
」

「
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
」

「ま
じ
め
な
話
」
「
音
楽
」
の
五
つ
の

チ
l
ム
が
で
き
あ
が
っ
た
。
編
集
会
議
は
、
基
本
的
に
月

一
回
、
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
特
集
の
内
容
や
取
材
方
法
、

各
チ

l
ム
の
進
行
状
況
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
「
D
a
t

a
で
見
る
川
代
の

L
i
f
e
」
の
企
画
で
は
、
各
自
担
当

す
る
分
野
に
関
連
す
る
質
問
を
考
え
、
児
童
館
や
中
高
生

が
多
く
集
ま
る
場
所
を
回
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。

マ
ン
ガ
チ

l
ム
や
ま
じ
め
な
話
チ
l
ム
は
座
談
会
を
開
催

し
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
チ

l
ム
は
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら
取

材
を
進
め
た
。
ゲ
ー
ム
チ

l
ム
は
、
ゲ

l
ム
ソ
フ
ト
の
制

作
会
社
を
訪
問
し
、
ゲ
ー
ム
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
や

ス
タ

ッ
フ
の
仕
事
の
様
子
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
ゲ

ー
ム
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
中
高
生
に
と
っ
て
参
考
に

な
る
情
報
を
収
集
し
た
。
締
め
切
り
が
近
づ
く
と
、

学
校

2004・1月号泌泊~'0
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中高生の集めた情報が満載「世田谷のぶつぎり」

地域情報の発信特集

行
事
や
試
験
勉
強

の
合
間
を
縫
っ

て
、
徹
夜
で
原
稿

を
書
き
上
げ
る
こ

と
も
あ
り
、
何
度

も
校
正
を
繰
り
返

し
た
。
そ
し
て
、

平
成
十

二
年
三

月
、
つ
い
に

「世

田
谷
の
ぶ
つ
ぎ

活
動
三
年
目
と
も
な
る
と
、
編
集
委
員
が
各
方
面
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
画
す
る
機
会
が
増
え
、
区
主
催
の

「青
少
年

育
成
の
つ
ど
い
」
で
の
活
動
内
容
の
発
表
や
討
論
会
の
企

画
・
進
行
、
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。
さ
ら
に
、
い
ろ

い
ろ
な
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た
り
、
東
京
都
模

範
青
少
年
団
体
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
編

明
・部
一
事

集
部
の
活
動
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
社
会

T
ha

的
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

J
;

さ
て
、
今
年
度
の
編
集
部
は
、
十
三
人
の

b
u

…¥

編
集
委
員
で
活
動
し
て
い
る
。
昨
年
か
ら
引
が
・

3

き
続
き
参
加
し
て
い
る
人
や
受
験
の
た
め

一

剛
凶
閉

年
"
休
部
“
し
て
再
び
活
動
を
始
め
た
人
も
咽
晶
司

い
る
。
ま
た
、
中
に
は
、

高
校
卒
業
後

も

フ

耐

『

オ
ロ

l
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
中
高
生
に
ア
ド
パ
同
嗣
日

イ
ス
を
し
て
い
る
人
も
い
る
。
今
回
は
、
編

一1
1

集
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
l
マ
性
を
持
っ
た
企
画
を
練
っ
て

い
る
。
中
高
生
が
社
会
の

ル
l
ル
を
守
れ
て
い
る
か

と
い
っ
た
内
容
の
討
論
会

や
中
高
生
が
求
め
る
居
場

所
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

な
ど
、
社
会
の

一
員
と
し

て
の
あ
り
方
を
じ
っ
く
り

深
く
掘
り
下
げ
た
内
容
に

な
り
そ
う
だ
。
雑
誌
は、

現
在
の
と
こ
ろ
A
五
判
の

三
、
四
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の

有
償
の
も
の
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

2001年発行の「せたがやの釜めし」

り
」

(
B
五
版
・

八
十
八
ペ
ー
ジ
・

部
二
百
円
)
が
出
来
上
が
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
世
田

谷
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
ぶ
っ
た
切
り
に
な
っ
て
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
中
高
生
に
よ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
は
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、

当
初
四
千
部
を
印
刷
し
た
が
、

全
国

か
ら
の
問
い
合
せ
も
多
く
、
追
加
で
千
部
を

増
刷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

-

ム

社
会
的
に
も
認
知
さ
れ
た
活
動
に

翌
年
度
に
は
、
続
編
と
な
る
「
世
田
谷
の
ぶ

つ
ぎ
り
弐」
、
三
年
目
と
な
る
十
三
年
度
は、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

l
形
式
の
シ
リ
ー
ズ
版
と
し

て、

「せ
た
が
や
の
釜
め
し
」

(
"
同
じ
釜
の
飯

を
食
う
“
"
た
く
さ
ん
の
具
(内
容
)
が
て
ん
こ

も
り
“
と
い
う
意
味
)
全
三
号
を
発
行
。
昨
年

度
は
、
同
区
の
中
で
も
若
者
に
人
気
の
下
北
沢

に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
た
フ
リ
l
ペ
ー
パ
ー
「
シ

モ
キ
タ
ノ
カ
ン
ヅ
メ
」
を
発
行
す
る
に
至

っ
た
。

zqMZX日までお宮1¥:¥1診が罪広守 口ま @
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域
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性
化
セ
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タ
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編
集
委
員

・

高
偏
光
晴
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公
共
組
織
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
兵
庫
県
と
の
共
催
で
昨
年
十
月
二
十
八
日
、
神
戸
市
の

神
戸
朝
日
ホ
l
ル
に
お
い
て
「
地
織
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
川
兵
庫
」
を
開
催
し
た
。

総
務
省
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
日
経
・
産
経
・
神
戸
新
聞
各
紙
と
地
織
づ
く
り
団

体
全
国
協
議
会
の
後
鑓
を
受
け
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
l
顧

客
志
向
の
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
i
」
と
題
し
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

一
一
般
市
民
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

行
政
関
係
者
、

地
時
間
競
争
の
時
代

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
商
業
開
発
研

究
所
レ
ゾ
ン
所
長
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
西
川
り
ゅ
う
じ
ん

h

氏
が
「
地
域
活
性
化
の
マ

l
ケ

テ

‘

.

イ
ン
グ
戦
略
」
と
題
し
て
基
調
講
.
，

演
を
行
っ
た
。

aF

西
川
氏
は
、
民
間
企
業
の
競
争

4

原
理
を
例
に
「
こ
れ
か
ら
は
行
政
部
門

に
お
い
て
も
、
地
域
間
競
争
の
時
代
に
入

り
、
勝
ち
組
と
負
け
組
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
、
行
政
機
関
の
変
革
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、
先
の
見
え
な
い

今
日
に
お
い
て
も
、
客
観
的
に
生
活
者
の

ニ
l
ズ
を
し
っ
か
り
と
ら
え
て
、
そ
れ
を

活
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
成
功
し
て
い
る

と
し
て
、
日
産
自
動
車
の
再
建
プ
ロ
セ
ス

や
六
本
木
ヒ
ル
ズ
、
湯
布
院
な
ど
の
戦
略

を
紹
介
し
た
。
最
後
に
「
地
域
間
競
争
に

勝
ち
残
る
た
め
に
は
、
地
域
に
潜
在
す
る

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
な
ど
さ
ま
ざ

v

ま
な
資
産
を
最
大
限
に

'wr
ぽ
活
用
す
る
こ
と
が
大
切

胃・

4

ドレ

宇
可
-
別
で
あ
る
」
と
熱
っ
ぽ
く

・
司
川
町
語
り
、
「
夢
を
持
ち
つ
づ

司
西
け
て
地
域
を
元
気
に
し

て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

企
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
学
ぶ

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

こ
の
あ
と

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
蔭

山
武
人
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
に
、
ネ

ス
レ
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
取
締
役
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
金

子
み
ど
り
氏
、
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
創

造
都
市
研
究
科
助
教
授
の
永
田
潤
子
氏
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
宝
塚

タ
l
事
務
局
長
の
森
綾
子
氏
、
岩
手
県
滝

沢
村
村
長
の
柳
村
純

一
氏
に
、
西
川
り
ゅ

う
じ
ん
氏
を
交
え
て
「
企
業
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
学
ぶ
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」

と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

P
O
セ
ン

-T
コ一こ
o

'
7
4
'
e

、4

，，
冒
頭
、
蔭
山
氏
か
ら
公
共
組
織
に
今
な

ぜ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
の
か
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
問
題
提
起
が
な

さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
永
田
氏
か
ら
公
共
組
織
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
考
え
方
は
、
欧

米
各
国
の
「
N
P
M
H
ニ
ュ

l
パ
ブ
リ
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
端
を
発
し
た
行
政

改
革
の
理
念
で
、
民
間
企
業
の
経
営
管
理

手
法
を
行
政
機
関
に
も
応
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
組
織
や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
図

る
も
の
と
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
柳
村
氏
は
N
P
M
を
ベ

ー
ス
に
し
た
総
合
計
画
の
策
定
、

I
S
0

9
0
0
1
の
認
証
取
得
、
住
民
と
の
直
接

対
話
な
ど
、
滝
沢
村
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
「
行
政
は
経
営

で
あ
り
、
も
っ
と
住
民
の
目
線
で
物
事
を

見
る
組
織
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

森
氏
は
、

N
P
O
に
お
い
て
も
地
域
社
会

が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
常
に
考
え
て
い

る
こ
と
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
な

ど
を
語
り
、
「
"
食
べ
て
い
け
る
N
P
O
“
が

あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

金
子
氏
は
ネ
ス
レ
ブ
ラ
ン
ド
の
理
念
に

触
れ
た
う
え
で
、
「
地
方
都
市
、
地
方
公

共
団
体
を

一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
捉

え
、
差
別
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
」
と
提

言。

ま
た
、
自
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
で
あ
る
「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
イ
ン
サ
イ

ト
」
を
紹
介
し
、

「ニ

l
ズ
の
把
握
よ
り

も
、
そ
の
後
の
深
い
分
析
が
重
要
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。

西
川
氏
は
当
日
多
く
の
行
政
関
係
者
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
変
わ
る

部
分
と
変
わ
ら
な
い
部
分
を
見
極
め
な
が

ら、

一
人
ひ
と
り
信
念
を
持
っ
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
会
場
に
エ

l
ル
を
送
っ
た
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
企
画
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

副
参
事

・

山
辺
健
仁
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企画主導型で効率的-効果的サービスを提供
一加州サ二一ベール市の行政評価制度に見る一

一
九
九
六
年
、

三
重
県
が
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
以
来
、
行

政
評
価
制
度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
説
明
責
任
や
透

明
性
の
確
保
、
効
率
的
な
行
政
運
営
、

職
員
の
意
識
改
革
の
た
め
と
い
っ
た
目

的
で
導
入
さ
れ
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に

は

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

一
方、

総
合
計
画
や
予
算
と
十
分
に
連
携
す
る

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
職
員

の
理
解
不
足
、
外
部
か
ら
の
視
点
導
入

な
ど
課
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
て
い
る
。

今
回
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
機
関

に
対
し
政
策
目
標
を
掲
げ
さ
せ
、
そ
の

達
成
度
合
い
を
継
続
的
に
計
測
、
公
表

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
G
P
R
A
(
述

邦
政
府
業
績
成
果
法
|
九
三
年
制
定
)

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ
l
ベ
l
ル
市
の
事
例

を
日
本
と
の
違
い
か
ら
紹
介
し
た
い
。

【
企
画
主
導
型
と
財
政
主
導
型
】

岡
市
の
行
政
評
価
は
七
十
年
代
後
半

ま
で
遡
る
。
元
来
、
支
払
っ
た
税
金
が

い
か
に
有
効
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
住

民
の
関
心
が
高
い
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
応
え
る
た
め
、
市
民
に
身
近

で
あ
る
警
察
と
消
防
部
門
か
ら
同
市
の

評
価
制
度
が
始
ま
り
、
今
で
は
全
庁
へ

と
拡
大
し
て
い
る
。
評
価
制
度
は
岡
市

計しきな評なれ政束画で多るる価定系の画いるをり期画 二 こス号の
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政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
予
算
が
検
討

さ
れ
る
「
企
画
主
導
型
」
で
あ
る
と
い

え
る
。
そ
し
て
施
策
の
成
果
は
次
の
政

策
や
予
算
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
サ
イ

ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
計
画
の
中

心
と
な
る
総
合
計
画
や
長
期
の
財
政
計

画
は
毎
年
、
住
民
ニ

l
ズ
を
調
査
し
、
ロ

ー
リ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
い

っ
た
ん
作
成
さ
れ
れ
ば
五
年
目
の
見
直

し
ま
で
手
を
加
え
な

い
団
体
が
多
い
日
本

と
違
い
が
あ
り
、
シ

ス
テ
ム
の
有
効
性
確

評価結果は、各四半期、各年次でまとめられホーム
ページで公開されている

保
の
た
め
の

一
つ
の

条
件
と
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

【
人
事
へ
の
通
勤
】

岡
市
で
評
価
結
果

は
、
四
半
期
報
告
と

年
次
報
告
と
い
う
形

で
議
会
に
報
告
さ
れ
、
市
民
に
公
開
さ

れ
て
い
る
。
成
果
指
標
に
達
し
な
い
場

合
は
、
議
会
で
説
明
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
処
遇
の
而
に
お
い
て

も
管
理
職
は
、
評
価
指
標
の

一
O
%
以

上
を
達
成
し
た
場
合
は
ボ
ー
ナ
ス
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
達
し
な

か
っ
た
場
合
は
サ
ラ
リ
ー
カ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
カ
ッ
ト
に
と
ど

ま
ら
ず
、
成
績
不
良
か
ら
解
雇
に
至
つ

た
者
も
十
人
ほ
ど
い
る
と
い
う
。
こ
う

し
た
信
賞
必
罰
は
、
雇
用
背
景
も
違
う

こ
と
か
ら
日
本
の
自
治
体
の
直
接
参
考

と
は
な
ら
な
い
が
、
成
果

・
能
力
主
義

が
日
本
の
公
務
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る

今
日
、
行
政
評
価
制
度
が
人
事
に
も

一

定
の
役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

{
議
会
の
績
割
】

次
に
議
会
の
果
た
す
役
割
の
述
い
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
岡
市
で
は
市

政
執
行
の
責
任
者
は
議
会
の
任
命
を
受

け
る
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
っ

て
お
り
(
自
ミ
ミ
は
議
員
の
う
ち
か
ら

互
選
さ
れ
、

一
年
交
替
と
な
っ
て
い
る
)
、

議
会
は
市
民
の
要
望
に
応
え
る
形
で
計

画
、
成
果
指
標
、
予
算
な
ど
の
作
成
に

関
与
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
得
ら
れ

た
評
価
結
果
に
つ
い
て
、
予
算
、
次
期

計
画
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
主
体

的
に
関
与
し
て
い
る
。
日
本
で
は
透
明

性
確
保
の
た
め
第
三
者
機
関
の
評
価
を

導
入
す
る
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
る
が
、

岡
市
に
そ
れ
は
な
い
。
岡
市
議
会
が
成

果
指
標
の
設
定
か
ら
評
価
ま
で
の
透
明

性
と

一
定
の
緊
張
感
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
日
本
の
地
方
議
会
と
は

大
き
く
違
っ
て
い
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事

・

清
水
施
情
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アーテイスト誘致で市街地を活性化
-第2のNY.SOHO地区目指すー

【ア
l
ト
・
ロ
フ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
】

ア
ー
ト
・
ロ
フ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
(
以
下
N
Y
)
か
ら
北
へ

約
六

0
キ
ロ
に
位
置
す
る
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ

l
郡
ピ

l
ク
ス
キ
ル
市
(
人
口

約
二
万
二
千
人
、
面
積
約
十

一
・
七
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
が
取
り
組
む
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
誘
致
し
て
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
と
す
る
市
街
地
活
性
化
策

で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
然
発
生

的
に
集
ま
り
有
名
に
な
っ
た

N
Y
の
S

O
H
O
地
区
と
異
な
り
、
行
政
主
導
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
町
を
創
り
出
そ
う
と

す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郡
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
お
り
、

郡
内
の
市
町
村
で
同
様
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
市
街
地
の
空
洞
化

が
問
題
と
な
っ
て
久
し
い
が
、
今
回
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
誘
致
に
特
化
す
る
こ

と
で
こ
の
問
題
の
解
決
を
試
み
た
ピ
ー

ク
ス
キ
ル
市
を
訪
問
し
、
(
い
ご
】
刊

冨
包
同
戸
町
長
。
吋
の
百
円
N

℃
恒
三
井
氏
、

(
V
E
B宮円

。同

(
U
O
B
B
2
2
(
商
工
会
議
所
)
の

富
。
ロ
ミ
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

【
空
洞
化
・
治
安
悪
化
防
止
が
狙
い
】

十
五
分
あ
れ
ば

一
回
り
で
き
る
、
こ

じ
ん
ま
り
し
た
市
街
地
は
、
築
約
百
年

、
三
階
建
て
の
建
物
が
並
ん
で
い
る
。

郊
外
に
大
型
庖
舗
が
進
出
し
た

一
九

七
0
年
代
後
半
か
ら
、
市
街
地
の
小
売

庖
は
衰
退
、
人
が
流
出
し
、
空
き
庖
舗

や
空
き
住
居
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
治
安
が
悪
化
し
、
市

街
地
に
人
が
常
住
す
る
必
要
性
を
市
が

感
じ
始
め
た
こ
ろ
、
商
工
会
議
所
が
基

と
な
る
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
。

市
は
、
制
作
・
発
表
の
場
が
あ
れ
ば

のア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
そ
こ

で
生
活
す
る
、
郊
外
に

形
成
さ
れ
た
商
業
地
域

を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
に

も
な
ら
な
い
と
い
っ
た

点
か
ら
興
味
を
持
っ
た
。

ま
た
、

N

Y
近
郊
で
、

家
賃
や
駐
車
場
代
は

N

Y
の
約
三
分
の

一
と
い

う
地
理
的
優
位
性
か
ら
需
要
も
見
込
め

る
と
考
え
た
。
市
民
感
情
的
に
も
、
既

存
の
建
物
を
利
用
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
、
人
口
の
急
増
に
つ
な
が
ら
ず

新
た
な
社
会
資
本
整
備
の
た
め
増
税
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由

か
ら
、
特
に
反
対
も
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
誘
致
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

{
第
三
者
が
入
居
判
断
】

市
は
、
ゾ

l
ニ
ン
グ
法
に
よ
り
芸
術

家
地
区
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
添
っ
た
も
の
だ
け
に
建
築
許
可

を
出
し
、
市
街
地
の
建
物
を
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
制
作
活
動
を
行
い
な
が
ら
生
活

す
る
場
(
ア

l
ト
・
ロ
フ
ト
)
へ
の
改

装
を
進
め
た
。
地
区
内
の
財
産
所
有
者

は
、
回

5
E
g印
町
出

u
g〈
ゆ

E
g門
口
町
可

FE

(
B
I
D
)
を
設
立
、
地
区
を
改
善
す
る

た
め
に
使
わ
れ
る
税
を
不
動
産
税
に
上

乗
せ
し
、
約
お
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
区
で
約

叩
万
ド
ル
を
負
担
し
た
。
彼
ら
は
、
空
き

圃
圃
・
圃
聞
こ

一
庖
舗
や
空
き
住
居

E
E
-
-
町圃・・・・・
田
副

ト

-

圃
聞

3
u
一

の
ま
ま
不
動
産
税

園
田
一
t
↓

一
を
納
付
し
続
け
る

酒
唱
咽

み
り

一
よ
り
、
多
少
税
の
負

配
H
M

‘j
f

階

一

町
副
町
四
日

一
担
を
し
て
も
、
地
区

圏
咽
圏
値
1
f

一
を
改
善
す
る
こ
と

t
p炉
畠

-Z
一

で
入
居
者
が
増
え
、

圃
圃
・
圃
圃
・
圃
ギ
次

一

四
圃
司
ι園
山町町民

一
家
賃
収
入
を
得
る

崎
川
団
川
同
わ
い
」

方
が
有
利
と
判
断

し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
徴
収
は
市

が
代
行
し
、

B
I
D
に
交
付
し
て
い
る
。

並
行
し
て
、
市
は
、
州
と
郡
の
補
助
を

受
け
、
市
有
地
に
民
間
の
開
発
業
者
と

ア
l
ト
・
ロ
フ
ト
を
建
築
し
た
。
ま
た
、

入
居
資
格
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
定
義
、
そ
の
基
準
に
従
い
、

市
臓
員
、
不
動
産
屋
、
芸
術
家
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
芸
術
家
証
明
委
員
会
が
、

入
居
の
可
否
を
判
断
す
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
た
。
主
に
納
税
記
録
を
基
に
、
収

入
が
芸
術
活
動
に
よ
る
も
の
か
と
い
っ

た
点
か
ら
判
断
し
て
い
る
。
ゾ

l
ニ
ン

グ
法
の
地
区
設
定
や
B
I
D
の
設
立
は
、

ア
メ
リ
カ
各
都
市
で
市
街
地
活
性
化
策

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
い
う
職
業
に
特
化
し
た
点
、

そ
れ
に
伴
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
定
義
し

入
居
資
格
を

一
律
に
し
た
点
、
入
居
判

断
を
オ
ー
ナ
ー
で
は
な
く
第
三
者
機
関

が
行
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

【
週
末
に
は
4
5
5
千
人
の
観
光
客
】

取
り
組
み
の
結
果
、
八
年
間
で
約
百

五
十
人
が
移
住
、
近
年
、
画
材
屋
や
カ

フ
ェ
な
ど
も
で
き
始
め
て
い
る
。
ま
た
、

市
芸
術
協
会
が
作
品
発
表
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
や
企
画
を
実
施
し
て
き
た
結
果
、

週
末
に
四
、
五
千
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
市
は
改
装

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
問
い
合
わ
せ
へ

の
応
対
を
、
商
工
会
議
所
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

ア
ー
ト
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

こ
と
か
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
定
義
を

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
入

居
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
芸
術
活
動
を

し
な
か
っ
た
り
、
転
借
し
た
場
合
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
が
今
後
の
課
題

の
よ
う
で
あ
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課

副
参
事

・

沼
田
麻
美
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地方行財政関連施策解説
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平
成
同
年
度

地
域
政
策
の
動
向
か
ら

総
務
省
お
よ
び
財
団
法
人
地
減
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
五
年
十
月
、
「
市
町
村
の
活
性
化
新
規
施
策
2
0
0事
例
(
平
成
十
五
年
度
地
織
政
策
の
動
向
)
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
総
務
省
が
全
市
町
村
を
対
象
に
実
施
し
た
「
平
成
十
五
年
度
地
滅
政
策
の
動
向
調
査
」
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
の
新
規
施
策
三
千
七
百
八
十
七
事
例
の
申

か
ら
、
代
表
的
、
先
進
的
な
事
例
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
当
惑
報
告
書
は
、
側
地
峨
活
性
化
セ
ン
夕

l:(電話
O
=
T五ニ
O

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
当
譲
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
事
例
の
い
く
つ
か
を
鍍
粋
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
代
表
的
、
先
進
的
、
特
徴
的
な
施
策

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
総
務
省
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
事
例
を
推
薦
、
推
奨
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
附
言
す
る
。

「
焼
き
そ
ば
の
ま
ち
ょ
こ
て
」
全
国
宣
言
事

業
・
横
手
や
き
そ
ば
職
人
養
成
講
座
事
業

産
業
経
済
部
商
業
観
光
課

(電
話
)
0
1
8
2
(3
2
)
2
1
1
1

日
本
全
体
が
長
引
く
景
気
低
迷
の
中
、
横
手
市
に
お
い

て
も
中
心
商
庖
街
か
ら
賑
わ
い
が
失
わ
れ
、
市
と
し
て
の

活
気
が
失
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
横
手
市
を
全

国
に
広
く

P
Rす
る
と
と
も
に
横
手
市
民
に
活
気
を
取
り

戻
す
方
策
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ

の

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
特
色
の
あ
る
「
横
手
や
き
そ
ば
」

を

P
Rす
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
拡
大
さ
せ
横
手
市
の
商

業

・
観
光
活
動
の
振
興
発
展
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

P
R
と
し
て
は
、
や
き
そ
ば
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
を
作
成

し
て
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、
ほ
ほ
同
時
期
に
や
き
そ
ば

に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
開
始
し
た
静
岡
県
富
士
宮
市
と
協

力
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
横

手
や
き
そ
ば
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
要
請
も

多
く
な
っ
た
が
、
現
状
の
態
勢
の
ま
ま
で

は
対
応
が
困
難
と
な
り
、
次
の

二
つ
の
事

業
を
立
ち
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず

一
つ
目
は
、

『「
焼
き
そ
ば
の
ま
ち
ょ

こ
て
」
全
国
宣
言
事
業
』
で
あ
る
。
特
色
あ

る
「
横
手
や
き
そ
ば
」
に
注
目
し
、
物
産

・

観
光
に
お
け
る
新
た
な
要
素
と
し
て
位
置
付

け
、
全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
り
、
横
手
市
の
宣
伝
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
で
は
、
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し

「横
子
や
き
そ
ば
」
の
調
理
販
売

で横ゃ
あ 二 手パ
るつ市ン
。自のフ
全は宣レ
園、伝ツ
各 「 とト
地横なの
の手つ配
イやて布
ベきいな
ンそるど
トば 。を
で職 lr 

l 暖る飲ばは すす後横ばを一人 つ
が簾 「 食を、本るる継手職 P 扇養 て
当云横庖版市講もこ者市人 R 手成 お
h 」手 で売内座のと育内のすゐ誹
九のや構しでのでを成の 養るさ崖

;C Zきご雪詰 2員長語22そ 事
ば業おパばれるそに 。と進のぴそL-L- に
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り
、
受
講
生
は
横
子
や
き
そ
ば
の
歴
史
や
調
理
実
技
、
接

客
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
、
最
終
試
験
に
合
格
す
る
と
横
手

や
き
そ
ば
職
人
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
十
三
年
度
は
五
人
、
十
四
年
度
は
八
人
が
認
定
を

受
け
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍

し
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
要
請
に
十
分
対
応
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
に
実
施
す

る
本
講
座
で
誕
生
す
る
や
き
そ
ば
職
人
が
加
わ
る
こ
と

で
、
参
加
.袈
請
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
し
、
市
内
庖
舗
の
後
継
者
育
成
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

安
信
川
・
語
科
川
ア
ド
プ
卜
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

生
活
環
境
部
環
境
政
策
課

(
電
話
)
0
5
4
(
2
2
1
)
1
2
5
5

安
倍
川

・
葉
科
川
ア
ド
ブ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は
、
環

境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
安
倍
川
・

葉
科
川

河
川
敷
な
ど
の
散
乱
ご
み
を
取
り
除
き
、
美
し
い
河
川
を

創
出
す
る
と
と
も
に
環
境
学
習
に
生
か
し
た
り
、
川
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
で

あ
る
。

安
倍
川
・
藁
科
川
河
川
敷
な
ど
を

一
定
区
間
に
分
け
、

区
間
ご
と
に
団
体
・
事
業
者
・
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
・

家
族
・
個
人
を
募
り
、
河
川
敷
な
ど
と
縁
組
す
る
こ
と
に

よ
り
、
参
加
者
自
身
の
意
思
と
責
任
の
も
と
環
境
美
化
活

動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
二
年
目
を
迎
え
た
平
成
十
五
年

八
月
末
現
在
、
十
四
区
間
を
対
象
区
間
と
し
て
設
定
し
、

八
十
団
体
約
七
千
人
が
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。

事
業
効
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
安
倍
川
・
藁
科
川
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
安
倍
川
・
藁
科
川
の
環
境
が
美
し
く
保
た
れ
る

だ
け
で
な
く
、
流
域
に
住
む
人
々
を
は
じ
め
、
市
民
の
河

川
環
境
の
保
護
意
識
が
高
ま
る
。

②
活
動
状
況
を
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
附
な
ど
で
周
知
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
・
空
き
缶
な
ど
の
投
げ
捨
て
を
減
ら
し
、

散
乱
ご
み
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

③
市
民
が
行
政
に
関
わ
っ
て
い
く
意
識
が
高
ま
り
、
市
民

参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る
「
協
働
」
の
視
点

に
立
っ
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

※
安
倍
川

・
誌
科
川
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
関

し
て
は
、
静
岡
市
環
境
政
策
課
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
上

38 
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¥
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に
て

公
開
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
回
収
の
対
象
と
な

ら
な
い
不
法
投
棄
物
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の

回
収
方
法
や
処
理
時
に
お
け
る
所
管
部
署
な
ど
と
の
連
携

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対

象
を
多
方
面
に
拡
充
し
て
い
く
中
で
、
関
係
機
関
と
の
協

力
体
制
の
整
備
や
支
援
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

2004・1月号泌凪~i!ì

シ
ル
バ
ー
・
チ
ヤ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
運
曽

福
祉
保
健
部
民
生
児
童
課

(
電
話
)
0
0
7
3
(
4
2
)
3
2
8
0

綾
部
市
の
平
成
十
四
年
度
末
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
高
齢
化
率
は
二
九
・

二
%
で
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
地
域
の
児
童
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
伴
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
行
事
な
ど
が
簡
素
化
・
廃
止
に

な
り
、
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ
あ
う
姿
も

少
な
く
な
っ
て
き
た
。

シ
ル
バ
ー
・
チ
ヤ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
中

で
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
家
族
や
子
ど
も
た
ち
が
孤
立
し
、
結
び
つ
き
の
な
い

地
域
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。
子
育
て
の
支
援
は
、
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
、
行
政
の
役
割
、
そ
の
う
ち
何
と
か
、

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
考
え
、
行
政
、
地
域
の
関

係
者
に
呼
び
か
け
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
「
地
域
の
連
携

や
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
高
齢
者
と
子
ど
も
が
ふ

れ
あ
い
、
お
互
い
に
交
流
す
る
こ
と
で
地
域
社
会
を
も
う
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度
考
え
、
顔
を
会
わ
せ
れ
ば
あ
い
さ
つ
や
会

話
が
弾
ん
で
い
た
良
き
時
代
を
取
り
戻
そ
う
」

と
の
発
想
か
ら
、
地
域
の
子
ど
も
と
高
齢
者
が

ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ル
バ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
タ
リ

l
精
神
に
よ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
旧
幼
稚
園
舎
を
使
っ
て
、

定
期
的
に
小
学
生
と
ふ
れ
あ
い
を
持
ち
、
子
育

て
支
援
を
実
施
し
た
り
、
宅
老
所
と
放
課
後
学

級
を
合
体
さ
せ
た
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。当

市
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、
高
齢
者
(
個

人
・
団
体
を
問
わ
ず
)
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
児
童

の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

一

年
間
に
十
回
以
上
実
施
し
た
場
合
に
、
そ
の
事
業
費
な
ど

の
補
助
を
行
う
「
綾
部
市
シ
ル
バ
ー
-
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ

ス
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、

一
回
当
た
り
五
千
五
百
円

(
上
限
年
額
三
十
万
円
)
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

直
方
市
高
次
森
林
機
能
モ
デ
ル
林
造
成
事
業

生
活
経
済
部
農
業
振
興
課

(
電
話
)
0
9
4
9
(
2
5
)
2
1
6
1

直
方
市
の
東
部
に
あ
っ
て
、
福
智
山
ダ
ム
に
隣
接
す
る

市
有
林
(
約
十
五
・
六
加
)
は
、

雲
取
山
頂
(
六
百
七

m)

の
下
部
に
位
置
し
、
ス
ギ
四
ト
三
年
生
の
林
分
や
、
ス
ギ

と
広
葉
樹
の
混
交
林
、

カ
シ
・
シ
イ
な
ど
の
広

葉
樹
林
か
ら
な
る
。
以

前
は
、
薪
炭
林
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
林
分

で
あ
り
、
林
内
に
は
江

戸
時
代
後
期
の
炭
焼
き

窯
跡
が
多
数
あ
る
。

こ
の
市
有
林
を
森
林

環
境
教
育
お
よ
び
体
験

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
入
り
込
み
の
た
め

の
林
内
整
備
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
森
林
学

習
歩
道
な
ら
び
に
休
憩
施
設
を
整
備
し
、
炭
焼
き
窯
を
設

置
(
復
元
)
し
て
、
森
林
環
境
教
育
活
動
及
び
体
験
活
動

な
ど
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
九
州
大
学
農
学
部
・
九
州
工
業
大
学
と
共
同
で
、

適
正
な
森
林
施
業
・
管
理
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

炭
焼
き
体
験
の

一
環
と
し
て
の
広
葉
樹
林
の
整
理
伐
や
下

刈
り
・
枝
打
ち
・
間
伐
な
ど
の
森
林
管
理
へ
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
森
林
利
用
・
観
察
へ
の
学
童
の
参
加
を
促
し
、

こ
れ
ら
活
動
を
主
体
と
し
た
森
林
環
境
教
育
の
拠
点
と
し

て
活
用
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
に
は
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
を
活
用

し
て
、
市
内
の
二
小
学
校
の
児
童
百
二
十
人
に
よ
る
森
林

体
験
活
動
を
実
施
し
、
間
伐
や
発
生
材
を
利
用
し
た
遊
具

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

今
後
も
他
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
参
加
を
促
す
と

と
も
に
、
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
炭
焼
き
体
験
や
木
て
講

座
、
森
林
作
業
体
験
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
る
予

定
で
あ
る
。
既
に
、
地
域
総
合
整
備
事
業
債
事
業
に
よ
り

一
部
歩
道
の
整
備
や
広
場
整
備
な
ど
は
実
施
済
み
で
あ

り
、
観
察
施
設
・
説
明
板
な
ど
の
設
置
お
よ
び
薪
炭
材
採

取
を
兼
ね
た
森
林
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
ゃ

住
民
に
よ
る
学
習
体
験
活
動
な
ど
の
中
で
整
備
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
活
動
に
よ
り
、
直
接
的
に
は
ダ
ム
サ
イ
ト
の
荒

廃
林
地
の
機
能
回
復
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
大
学
と
共
同
で

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
術
的
な
成
果
も
期
待
で
き
、
将

来
的
に
は
他
の
地
域
へ
の
応
用
も
可
能
に
な
る
。

泊~'02004・1月号39 
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雑
誌
で
身
近
な
ま
ち
の

歴
史
人
を
紹
介

• 合
わ
せ
て
町
家
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
実
施

奈
良
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
大
和
高

田
市
。
古
く
か
ら
難
波

・
大
和

・
伊
勢
を

結
ぶ
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
中
南
和

地
域
の
中
核
拠
点
「
商
都
た
か
だ
」
と
し

て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
ま
た
、

近
年
は
大
阪
都
市
固
か
ら
約
三
十
分
と
い

う
交
通
至
便
な
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
な
っ

て
い
る
。

今
回
訪
問
し
た
「
夢
咲
塾
」
は
、
こ
の

大
和
高
田
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
ひ

と
づ
く
り
」
を
通
じ
て
、
夢
の

E

あ
る
未
来
を
創
造
す
る
こ
と
を
珂

目
的
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
ボ

a

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。

岡

市
主
格

g
OBが
一

立
ち
ま
げ
A
m
h

r

も
と
も
と
夢
咲
塾
は
、
市
民

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
道

を
新
し
く
開
拓
し
て
い
こ
う

寸

と
、
平
成
七
年
に
市
が
開
講
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
勉
強
会
「
大
和
高
田
市
夢
咲
塾
」

の
卒
塾
生
有
志
と
そ
の
賛
同
者
で
組
織
化

さ
れ
、
結
成
当
初
は
「
夢
咲
塾
O
B
の
会
」

と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

市
主
催
の
夢
咲
塾
は

一
期
二
年
で
、

一

年
目
を
ま
ち
づ
く
り
の
学
習
と
グ
ル
ー
プ

間
交
流
に
、

二
年
目
を
塾
生
自
ら
が
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
活
動
に
当
て
ら
れ

て
い
た
が
、

二
年
間
で
は
自
分
た
ち
の
活

動
が
ち
ょ
う
ど
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
時
期

に
卒
塾
を
迎
え
て
し
ま

う
と
い
う
思
い
が
塾
生

た
ち
の
中
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
二

期
生
が
卒
塾
す
る
十

一

年
七
月
に
、
「
ま
ち
づ

く
り
に
卒
業
は
な
い
」

と

一
期
・

二
期
の
卒
塾

生
有
志
で

O
B
の
会
を

お話を伺った夢咲塾のみなさん

圃圃圃圃園19事面・圃-・:::IJJ園圃圃圃・
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立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
設
立
当
初
の
会

員
は
二
十
人
。
そ
の
後
、

三
期

・
四
期
の

卒
塾
生
も
会
に
加
わ
っ
た
。

現
在
の
「
夢
咲
塾
」
と
い
う
会
の
名
称

は
、
市
主
催
の
夢
咲
塾
が
四
期
生
修
了
を

も
っ
て
事
業
に
区
切
り
を
つ
け
た
こ
と
か

ら
、
十
五
年
四
月
に
そ
の
名
称
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
あ
る
。
会
員
は
、
現
在
二
十

七
人
と
な
り
、
自
営
業
、
建
築
家
、
主

婦
、
会
社
員
、
公
務
員
と
実
に
多
種
多

様
な
構
成
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
発
揮
し
な
が
ら
、
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
提
案
し
、

実
践
し
て
い
る
。

.
、
消
刀
f
f

町
並
み
を
生
か
し
イ
ベ
ン
ト

J

仇
除
、

旧
夢
咲
塾
の
時
代
か
ら
意
欲
的
に
行
っ

て
い
る
の
が
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
市
や
各
商
庖
街

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
出
庖
し
て
夢
咲
塾
の

存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
を
メ

ー
ン
に
実
施
し
て
い
た
が
、
会
の
名
称
が

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
自
分
た

ち
の
活
動
の
意
図
を
伝
え
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
へ
と
移

行
し
て
い
る
。

毎
年

月
に
開
催
さ
れ
る
市
の
四
大
祭

り
の

一
つ
「
高
岡
御
坊
ま
つ
り
」
で
は
、

「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

・
イ
ン
・
大
和
高
田
」

を
実
施
し
て
い
る
。
御
坊
ま
つ
り
は
、

一

六
O
O年
に
建
立
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物

で
あ
る
専
立
寺
を
中
心
に
、
か
つ
て
商
都

と
し
て
栄
え
た
大
和
高
田
の
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
、
商
庖
街
や
市
民
ら
が
中
心
に

な
っ
て
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
、
専
立
寺
の
山
門
や
江
戸
時

代
後
期
か
ら
残
る
町
家
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
、
通
り
の
空
き
地
に
氷
の
彫
刻
や
子
供

た
ち
の
絵
を
巻
い
た
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
灯

ろ
う
を
並
べ
て
幻
想
の
世
界
を
演
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
町
家
の

一
軒
を
借
り
て
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
「
町
家
コ
ン
サ
ー

ト
」
も
開
催
。
こ
れ
ら
は
、
歴
史
的
建
物
が

軒
を
連
ね
る
大
和
高
田
の
町
並
み
の
良
さ

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。

歴
史
的
町
並
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
場
合
、
町
並
み
保
全
や
民
家

の
活
用
の
た
め
に
、
そ
の
民
家
の
住
民
や

市
民
の
理
解
、
協
力
な
く
し
て
は
実
現
で

き
な
い
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
際
も
、
メ
ン

バ
ー
が
各
民
家
に
趣
旨
を
説
明
し
て
協
力

40 2004・1月号泊法=t:ω
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を
お
願
い
し
な
が
ら
、
照
明
器
具
を
セ
ツ

テ
イ
ン
グ
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
こ
ぎ
つ

け
て
い
る
。
過
去
二
回
の
実
施
で
は
歴
史

的
町
並
み
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
各
新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

着
実
に
夢
の
発
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

、つだ
。

こ
の
ほ
か
、
大
和
高
田
の
歴
史
・
文
化

を
探
索
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の

試
み
と
し
て
、
十
凶
年
か
ら
「
高
田
夢
ま

ち
ウ
ォ

l
ク
」
を
開
催
。
ゆ
か
り
の
人
物

と
関
連
す
る
場
所
を
専
門
家
の
解
説
つ
き

で
巡
る
と
い
う
も
の
で
、
五
月
に
実
施
さ

れ
た
第
二
回
目
は
、
源
義
経
の
恋
人
、
静

御
前
の
伝
承
の
地
を
散
策
し
た
。
病
を
患

っ
た
御
前
が
、
生
母
、
磁
野
禅
尼
の
故
郷

で
あ
る
こ
の
地
を
頼
り
、
亡
く
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
記
念
碑
や
塚
跡
が
残

っ
て
い
る
。

参
加
し
た
市
民
か
ら
は
、
「
知
っ
て
い

る
つ
も
り
の
わ
が
ま
ち
が
こ
れ
だ
け
ロ
マ

ン
に
溢
れ
、
歴
史
あ
る
ま
ち
だ
っ
た
と
は

驚
き
だ
」
「
昔
の
姿
が
な
く
、
案
内
板
し

か
な
い
の
が
残
念
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
夢
咲
塾
の
メ
ン
バ
ー
も
、

身
近
に
素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
や
歴
史
的

資
源
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に

生
か
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
諜
題
と
し
て
実
感
し
て

お
り
、
今
後
も
テ

I
マ
を
変
え
て
開
催
し

て
い
く
と
の
こ
と
。
郷
土
の
歴
史
に
触
れ

な
が
ら
、
ど
ん
な
ま
ち
の
魅
力
が
再
発
見

で
き
る
の
か
楽
し
み
で
あ
る
。

雑
誌
、
ジ

の
舎
と
き
紹
介

こ
の
高
田
夢
ま
ち
ウ
ォ

l
ク
は
、
夢
咲

塾
が
発
刊
し
て
い
る
夢
づ
く
り
マ
ガ
ジ
ン

「
ど
り
い
む
」
が
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

ど
り
い
む
の
発
刊
は
、
市
民
へ
の
情
報
提

供
と
し
て
始
め
た
事
業
で
、
大
和
高
田
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
見
つ
め
直
し
再
発
見

す
る
こ
と
で
、
新
旧
の
住
民
に
地
元
へ
の

愛
着
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
と
同
時
に
、
こ
の
ま
ち
に
足
り
な

い
も
の
を
探
っ
て
も
ら
う
、
そ
ん
な
き
っ

か
け
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
内
容

は
、
夢
咲
塾
の
活
動

紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、

各
商
庖
街
の
今
と
昔

の
紹
介
や
ま
ち
に
住

む

「
人
」
の
紹
介
、

歴
史
探
索
な
ど
、
他

の
ま
ち
づ
く
り
情
報

誌
に
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
情

報
を
盛
り
だ
く
さ
ん

に
掲
載
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
記
事
の
情

報
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
歩
い
た
ら
も
っ
と
こ
の
ま
ち
に
つ
い

て
発
見
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
い
う
思

い
か
ら
、

高
田
夢
ま
ち
ウ
ォ

I
ク
の
開
催

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
「
ど
り
い
む
」
は
、

現
在
ま
で
に
五
号
を
発
刊
。
近
々
、
第
六

号
を
発
刊
予
定
と
の
こ
と
。
多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
で
も
配
布
し

て
い
る
。
新
た
弘
加

ま
ち

d
kv
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

新
た
な
事
業
と
し
て
六
月
か
ら
実
施
の

運
び
と
な
っ
た
の
が
、

「
夢
咲
ま
ち
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
&
座
談
会
」
で
あ
る
。
会
員

の
勉
強
会
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
市
民
参

加
型
の
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
年
間
数
回
開
催
す
る
。
毎
回
会
員

の
起
動
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
な
が
ら
映
画

監
督
や
歴
史
作
家
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
係
す
る

分
野
で
精
力
的
に
活
躍
し

て
い
る
人
物
を
ゲ
ス
ト
と

し
て
迎
え
て
い
る
が
、
十

分
な
資
金
が
な
い
中
、
夢

咲
塾
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
思
い
に
賛
同
し
、
ほ

と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
協
力
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

会
員
の

自
己
研
さ
ん
を
図
る
と
と

夢咲まちづくりセミナー&座談会

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
市
民
と

の
対
話
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が

夢
咲
塾
の
願
い
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
話
を
う
か
が
っ
た
場
所
、

地
元
商
応
街
の

「リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ

さ
ざ
ん
か
」
は
、
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
か
ら
運
ん
で
き
た
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
販

売
し
て
い
る
庖
舗
で
、
夢
咲
塾
で
は

一
年

前
の
開
庖
当
初
か
ら
そ
の
運
営
を
支
援
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る

彼
ら
に
、
地
域
が
寄
せ
る
期
待
も
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
市
の
夢
咲
塾
が
終

了
し
、
名
称
を
引
き
継
い
だ
と
同
時
に
、

彼
ら
は
市
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提

言
書
の
作
成
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。
旧
夢

咲
塾

一
期
生
で
あ
り
、
会
の
設
立
当
初
か

ら
代
表
を
務
め
る
中
山
雅
子
さ
ん
は
、

「活
動
を
通
し
て
会
員
が
抱
い
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
夢
や
思
い
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
聞
い
た
市
民
か
ら
の
声
、

こ
れ
ら
を
集
大
成
し
て
提
言
書
に
し
て
い

き
た
い
」
と
そ
の
抱
負
を
語
る
。

夢
咲
塾
の
ま
ち
づ
く
り
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
が
、
メ
ン
バ
ー
の
行
動
力
と

熱
意
で

一
つ
一
つ
夢
を
咲
か
せ
、
地
域
の

活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

働
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

高
柳
美
奈
子

泊~i!ì2004・1月号41 
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間
伐
を
進
め

天
竜
の
山
を
守
る

静
岡
県
天
竜
市
は
、
森
林
に
固
ま
れ
た

山
間
都
市
で
あ
り
、
遠
州
平
野
へ
の
接
点

に
位
置
す
る
。
市
域
の
中
央
を
天
竜
川
が

流
れ
、
伝
統
の
木
材
加
工
技
術
を
持
つ
木

の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
天
竜
市
を
拠
点
に
、
間
伐
を
中
心

と
し
た
森
林
保
全
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

「グ
リ
ー
ン

・
エ
コ
ト
ピ
ア

・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
(
以
下
、

G
E
N
)
に
つ
い
て
、

代
表
の
鈴
木

一
夫
さ
ん
、
副
代
表
の
戸
田

尚
男
さ
ん
、
そ
し
て
事
務
局
長
の
本
島
慎

一
郎
さ
ん
の
三
人
に
お
話
を
伺
っ
た
。

、
川
グ

危
機
的
状
況
の
天
竜
川
流
蝿
の
山

〆日火、

天
竜
川
は
、
過
去
何
度
と
な
く
深
刻
な

大
洪
水
や
地
す
べ
り
を
起
こ
し
「
暴
れ
天

竜
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
川
で
あ
る
。
そ
の

氾
濫
を
治
め
る
た
め
、
古
く
は
江
戸
時
代

そ
し
て
明
治
初
期
、
さ
ら
に
戦
後
と
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
植
林
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
、

天
竜
川
領
域
は
ほ
と

ん
ど
が
植
林
し
た
山

と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
植
林
し
た
山
は
、
定
期
的

に
木
の
本
数
を
減
ら
す
、
間
伐
作
業
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
間
伐
を
し
な
い
と
、
木

が
健
全
に
育
た
ず
、
山
が
荒
れ
、
土
砂
の

流
出
、
洪
水
の
要
因
と
な
る
。

林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
は
、
定
期
的
に

山
を
手
入
れ
し
て
い
た

が
、
昭
和
二
十
年
代
後

半
以
降
、
海
外
か
ら
安

い
木
材
が
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
圏
内
の

林
業
は
衰
退
し
、
間
伐

の
機
会
も
減
っ
た
。
そ

れ
は
、
天
竜
川
流
域
も

同
様
で
、
山
は
荒
れ
、

危
機
的
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

公
有
地
や
私
有
地
を
管
理
す
る
行
政
や

森
林
組
合
も
間
伐
の
重
要
性
は
認
識
し
て

l
i
l
-
1
い
る
が
、
採
算
が
と
れ
な

一

い
こ
と
か
ら
山
の
全
域
を

地

一
計
画
的
に
間
伐
す
る
こ
と

織

刻

一

組

問

一
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ

巾

は

ロ

夫

一

月

出

山

田

一
で
、
天
竜
の
山
を
守
ろ
う

5
件

E

田

7

一

一坪

・
夫

>

伺
祝
日

一
と
、
鈴
木
さ
ん
達
が
中
心

日

体

一

先

二

氏

一

一
吋
駐
淋
似
蹴
同
一
割
問
悌

一
と
な
っ
て
声
を
か
け
、
山

崎
包
鴇
婦
問
川
駅
淵
れ

一
の
現
状
を
憂
え
て
い
た
人

抱
一
向
傾
損
得
刊
嗣
持
活

一
た
ち
が
賛
同
し
、

G
E
N

l
i
l
-
-
し

を
設
立
し
た
。

、
公
川
卯
グ

G
E
(利
の
立
ち
上
げ

ぷ
川
悦

G
E
N
立
ち
上
げ
の
経
緯
は
、
こ
れ
ま

で
の
長
い
期
間
の
地
域
で
の
活
動
の
土
台

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
三
遠
信
山
岳
都

市
研
究
会
」
(
以
下
、
都
市
研
究
会
)
の

存
在
で
あ
る
。
天
竜
市
を
含
む
浜
松
市
を

中
心
と
し
た
遠
州
地
域
と
愛

知
県
豊
橋
市
を
中
心
と
し
た

束
三
河
、
長
野
県
飯
田
市
を

中
心
と
し
た
南
信
州
は
三
遠

南
信
地
域
と
し
て
古
く
か
ら

県
境
を
越
え
た
交
流
圏
を
形

成
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
平
成
三
1
四

年
に
か
け
て
県
境
の
地
域
活

性
化
調
査
事
業
と
し
て
、
行

政
主
導
の
三
遠
南
信
地
域
整

ー圃圃園田~Iii岨・圃国・=-J園圃圃圃・

a 

&国ll.

左から戸田さん、鈴木さん、本島さん

備
計
画
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査

に
携
わ
っ
た
住
民
が
、
調
査
報
告
書
の
提

案
を
実
際
に
活
か
そ
う
と
、
都
市
研
究
会

を
設
立
し
た
。
鈴
木
さ
ん
や
本
島
さ
ん
は
、

当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

都
市
研
究
会
は
広
域
的
な
地
域
づ
く
り

活
動
を
続
け
、

三
遠
南
信
地
域
の
市
町
村

が
参
加
す
る
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催

ゃ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
高
冷

地
の
温
度
差
を
活
か
し
た
い
ち
ご
や
メ
ロ

ン
の
生
産
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
、

都
市
研
究
会
で
交
流
を
深
め
た
メ
ン
バ
ー

が
、
間
伐
が
進
ま
な
い
こ
と
で
天
竜
川
流

域
の
山
が
荒
れ
て
い
る
現
状
に
気
づ
き
、

問
題
解
決
に
向
け
森
林
保
全
活
動
を
行
う

新
し
い
組
織
の
必
要
性
を
感
じ
、

G
E
N

の
立
ち
上
げ
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

G
E
N
は
、
個
人
会
員
を
中
心
と
し
て

い
る
が
、
林
業
、
材
木
業
、
建
設
業
、
そ

し
て
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
山
や
木
に
関

連
す
る
事
業
を
営
む
企
業
の
経
営
者
の
会

員
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

広
が
局
間
伐
材
の
有
効
利
用

G
E
N
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、

ま
ず
、
間
伐
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

挙
げ
ら
れ
る
。
山
の
問
題
は
、
山
間
部
周

辺
の
住
民
だ
け
で
な
く
、

天
竜
川
下
流
域

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
も
影
響
す
る
問
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題
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
識
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
広
く
下
流
域
の
住
民
に
対
し
て

も
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。
内
容
と
し
て

は
、
会
員
で
あ
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

チ
ェ
ー
ン
ソ

l
を
使
用
し
て
伐
採
し
た

後
、
参
加
者
が
伐
採
し
た
木
の
枝
を
の
こ

ぎ
り
で
落
と
し
て
、
担
ぎ
出
し
ま
で
を
自

ら
体
験
す
る
。
参
加
者
の
多
く
は
、
日
頃

目
に
す
る
こ
と
の
な
い
森
林
の
状
況
を
知

り
、
間
伐
の
重
要
性
を
認
識
す
る
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
間
伐
し
た
木
材
を
有
効
利
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
特

に
将
来
地
域
を
担
っ
て
い
く
子
供
た
ち
へ

の
啓
発
と
自
然
教
育
を
兼
ね
て
、
「
ち
び

っ
こ
あ
つ
ま
れ
間
伐
材
で
椅
子
を
作
ろ

間伐体験ボランティア活動の様子

⑨ 地域づくり団体探訪

つみきハウス

う
」
と
題
し
た
木
工
教
室
を
開
催
。
山
の

現
状
と
間
伐
の
大
切
さ
を
学
習
し
た
後
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
椅
子
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
。
上
手
に
椅
子
を
作
る
の
は
難
し

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
普
段
あ
ま
り
木
に
接

す
る
機
会
が
な
い
現
代
の
子
供
達
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
間
伐
材
の
有
効
利
用
と
し

て
現
在
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

会
員
達
で
設
立
し
た
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
開

発
し
た
「
つ
み
き
，
フ
ロ
ッ
ク
」
を
利
用
し

た
住
宅
の
販
売
促
進
で
あ
る
。
つ
み
き
ブ

ロ
ッ
ク
と
は
、
杉
の
間
伐
材
を
加
工
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り

住
宅
の
壁
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
で

あ
る
。
こ
の
つ
み
き
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し

た
「
つ
み
き
ハ
ウ
ス
」
は
、
保
視
性
と
通

気
性
に
優
れ
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と

も
無
縁
で
安
心
な
家
作
り
が
で
き
る
と
い

う
。
実
際
の
販
売
実
績
は
ま
だ
少
な
い
が
、

健
康
に
良
い
と
い
う
こ
と
で
問
い
合
わ
せ

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
つ
み
き

ハ
ウ
ス
に
よ
る
売
上
金
の

一
部
を
G
E
N

の
活
動
資
金
に
充
て
る
。

ま
た
、
間
伐
材
の
利
用
先
と
し
て
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
中
国
で
あ
る
。

現
在
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ

l
ム
で
あ
る
中
国
に

と
っ
て
、
内
装
材
と
し
て
間
伐
材
の
需
要

が
高
ま
っ
て
お
り
、
中
国
へ
の
輸
出
も
検

討
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
済
効
果
を

高
め
、
山
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

も
つ
添
削
ぴ
現
状
に
関
心
を

4
宇
作
J
1
1
h
b

、

今
後
の

G
E
N
の
活
動
内
容
と
し
て

は
、
特
に
啓
蒙
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
森

林
塾
」
の
経
営
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
間
伐

作
業
の
効
率
化
や
山
の
仕
組
み
に
関
す
る

講
座
、
森
林
資
源
の
新
し
い
利
用
方
法
な

ど
の
研
究
会
を
恒
常
的
に
開
催
し
て
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
人
た
ち
に

山
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
知
識
を
持
っ
て

も
ら
い
、

自
然
と
人
間
の
共
生
の
素
晴
ら

し
き
を
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

そ
し
て
、
森
林
塾
で
人
を
育
て
、
そ
の
中

か
ら
将
来
山
の
仕
事
に
就
く
人
が
出
て
く

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
間
伐
を
進
め
る
に
は
山
を
所
有

し
て
い
る
所
有
者
の
理
解
が
必
要
で
あ

る
。
天
竜
川
流
域
の
山
の
六
割
以
上
は
私

有
地
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
所
有
者
に
対

し
て

G
E
N
の
活
動
の
趣
旨
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
つ
も
り
だ
。
さ
ら
に
、
行

政
や
地
元
の
森
林
組
合
と
連
携
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

協
力
関
係
を
築
い
て
い
け
る
か
を
検
討
し

て
い
る
。

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
経
営
も
し
て
い
る
戸

田
さ
ん
は
、
「
現
在
、
日
本
の
山
が
危
機

的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
と
に
か
く
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
日
本
人
の
多
く
は
、
ま
だ

そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

木
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

ま
た
、
代
表
の
鈴
木
さ
ん
は
「
日
本
人
は

も
と
も
と
木
と
と
も
に
生
活
し
て
き
た
。

原
点
に
返
っ
て
、
自
然
か
ら
学
び
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
熱
く
語
る
。

事
実
、
日
本
の
国
土
の
七
割
近
く
が
山

で
あ
る
。
G
E
N
の
本
格
的
な
活
動
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
森
林
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
こ
の
天
竜
市
か
ら
山
を
守

る
活
動
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
し
て
、
多

く
の
人
に
山
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

杉
申
寛
之
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現
場
に
見
る
地
域
づ
く
り
の
成
果

ー
先
進
市
町
村
現
地
調
査
報
告
|

辻
穆
也
ゼ
ミ

辻
琢
也
ゼ
ミ
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二

十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
、

岡
講
師
の
指
導
の
下
、
先
進
市
町
村
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
テ
l
マ
と
訪
問
先

は
、
「
合
併
後
の
人
事
管
理
」
で
兵
庫
県

篠
山
市
、
「
地
域
自
治
組
織
」
で
鳥
取
県

智
頭
町
、
「
行
政
改
革
」
で
香
川
県
普
通

寺
市
の
三
カ
所
で
あ
る
。

【
篠
山
市

】

平
成
大
合
併
の
先
駆
け
と
し
て
平
成
十

一
年
四
月
に
旧
多
紀
郡
の
四
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
人
口
約
四
万
七
千
人
の
新
市

で
あ
る
。

合
併
後
は
、
職
員
人
事
面
で
旧
町
聞
に

差
が
あ
る
役
職
や
給
料
の
調
整
を
行
う
と

と
も
に
、
合
併
に
伴
う
大
規
模
事
業
等
の

事
務
事
業
の
増
減
に
合
わ
せ
た
組
織
、
人

員
配
置
の
見
直
し
ゃ
、
新
し
く
設
立
し
た

第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

補
完
、
代
行
す
る
な
ど
し
て
、
職
員
の
適

性
配
置
及
び
削
減
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
当
初
は
支
所
機
能
を
強
化
し
、

旧
町
ご
と
の
福
祉
施
設
、
教
育
施
設
な
ど

多
く
の
施
設
を
抱
え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
に
努
め
て
き
た
が
、
将
来
的
に

は
、
市
民
の
合
意
を
得
た
上
で
の
、
組

織
改
革
や
施
設
の
適
正
配
置
が
必
要
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【
智
頭
町
】

「
日
本
1
/
O
(ゼ
ロ
イ
チ
)
村
づ
く
り
運

動
」
に
よ
る
町
内
の
小
さ
な
集
落
の
活
動

が
、
先
進
的
な
地
域
自
治
組
織
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
る
町
で
あ
る
。
町
内
の

集
落

・
地
区
の
特
色
を
掘
り
起
こ
し
、
住

民
主
体
の
誇
り
あ
る
自
治
を
確
立
す
る
と

い
う
の
が
こ
の
運
動
の
ね
ら
い
で
、
現
在

十
六
の
集
落
が
集
落
振
興
協
議
会
と
い
う

組
織
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

中
で
も
代
表
的
な
事
例
と
し
て
、
新
聞

卯
月
盛
衰
ゼ
ミ

「
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
住
民

の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
柱
を
置
く

卯
月
ゼ
ミ
は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

い
ち
早
く
制
定
し
た
ニ
セ
コ
町
、
脚
本
家

倉
本
聴
氏
に
刺
激
を
受
け
住
民
の
手
で
立

ち
上
げ
た
富
良
野
演
劇
工
場
(
劇
場
)
、

地
域
通
貨
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

国

深
め
る
栗
山
町
の
三
ヵ
所
を
訪
ね
た
。
塾

生
皆
が
、
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
主
眼

を
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
視
察

研
修
は
目
的
を
大
い
に
達
成
し
た
研
修
と

な
っ
た
。

富良野演劇工場で説明

【
ニ
セ
コ
町

】

一
日
目
は
、
千
歳
空
港
か
ら
紅
葉
も
見

事
な
道
央
自
動
車
道
を
下
り
、

ニ
セ
コ
町

へ
。
人
口
約
四
千
六
百
人
余
り
の
町
か
ら
、

毎
年
の
よ
う
に
こ
の
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
へ
人
材
を
送
り
続
け
る
源
は
何
な

の
か
、
逢
坂
町
長
は
ど
ん
な
人
な
の
か
と

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
冠
雪
し
た
羊
蹄

山
を
臨
み
つ
つ
、
ニ
セ
コ
町
役
場
着
。

企
画
・
広
報
公
聴
マ
ン
の
福
村
氏
か

ら
、
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定
背
景
や
取
り
組
み
の
内
容
、
現
在
の

状
況
な
ど
の
話
を
訊
い
た
。
ふ
る
さ
と
創

生
か
ら
始
ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
疑
問
を

抱
い
た
同
町
長
が
奮
起
し
、
ニ
セ
コ
町
の
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集
落
振
興
協
議
会
の
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
こ
の
集
落
は
、

わ
ず
か
十
七
戸
で

N
P

O
法
人
を
立
ち
上
げ
、

宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
運
営
、
都
市
と
の
交

流
事
業
、
伝
統
芸
能
の

継
承
や
文
化
事
業
の
開

催
等
、
積
極
的
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
す
べ
て
の
集
落
が
こ
の
運
動
に
参

加
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
活
動
を
行
っ

て
い
る
集
落
と
行
っ
て
い
な
い
集
落
で

は
、
地
域
の
活
力
に
大
き
な
差
が
出
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、

小
さ
な
集
落
で
の
活
動
を
認
め
つ
つ
も
、

小
学
校
区
単
位
程
度
の
組
織
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
善

望

書

】

最
後
に
訪
問
し
た
善
通
寺
市
で
は
、
当

市
の
実
践
し
て
き
た
行
政
改
革
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
そ
の
効
率
性
を
徹
底
的
に

追
求
す
る
取
り
組
み
に
感
心
さ
せ
ら
れ

た
。
善
通
寺
市
の
行
政
改
革
は
、
平
成
六
年

の
現
市
長
の
初
当
選
以
来
、
そ
の
公
約
と

し
て
進
め
ら
れ
、
平
成
七
年
度
当
初
に
四

七
十
名
い
た
職
員
が
十
四
年
度
当
初
で
は

三
八
十
名
と
、
九
十
名
削
減
を
実
現
し
た
と

い
う
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
さ
ら
に
、

平
成
二
十
五
年
に

は
二
七
十
人
と
す

る
こ
と
を
目
標
と

す
る
「

p
c
o
I

合併で篠山市今回支所

(
プ
レ
ミ
ア
ム
・
シ

テ
ィ
・
オ
フ
ィ
ス
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
)

構
想
」
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
単
な
る
人
員
削
減
や
予

算
カ
ッ
ト
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
職
員
の

個
々
の
資
質
向
上
と
民
営
化
、
民
間
委
託
、

市
民
協
働
な
ど
「
民
」
の
力
を
最
大
限
引

き
出
す
こ
と
で
「
小
さ
な
市
役
所
」
を
目

指
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
訪
問
し
た
三
市
町
に
共
通
し
て

い
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
取
り
組
み
に
も

核
と
な
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
全
国
す

べ
て
の
自
治
体
で
、
行
財
政
改
革
を
進
め

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
も
図
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
思
い
切
っ
た
発

想
と
事
業
展
開
を
図
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

は
欠
か
せ
な
い
と
感
じ
た
。

岐
阜
県
白
川
町

・
杉
山
哉
史

構
造
改
革
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
住
民
の

町
政
へ
の
参
加
を
促
す
努
力
は
続
け
ら

れ
、
同
町
長
自
ら
町
民
の
も
と
へ
出
向
き

情
報
を
交
換
し
合
い
、
ゆ
え
に
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
は
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
職

員
の
意
識
は
高
め
ら
れ
、
数
多
く
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
が
編
成
さ
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
ど
う
取
り
込
む
か
、
ま
た
、

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
着
実
に
改

革
は
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に

一
昨

年
前
か
ら
住
民
向
け
に
作
成
さ
れ
た
「
も

っ
と
知
り
た
い
今
年
の
仕
事
」
の
冊
子
は

予
算
の
配
分
な
ど
が
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
、
住
民
の
参
加
意
識
を
大
い
に
駆
り
立

て
る
も
の
だ
っ
た
。

「
ひ
と
り
ふ
た
り
が
リ
ー
ダ
ー
塾
へ
行

っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
何
の
力
に
も
な
ら

な
い
。
十
人
行
く
と
そ
れ
が
束
に
な
っ
て

力
を
発
捕
で
き
る
ん
で
す
」
同
町
長
の
言

葉
だ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り

¥
逢
坂
町
長
も
庁
舎
も
町
も
と
て
も
大

き
く
見
、
え
た
。

【
富
良
野
町

】

一一
日
目
は
、
「
北
の
固
か
ら
」
の
ロ
ケ

地
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
、
富
良
野
に
足

を
運
ん
だ
。
ロ
ケ
が
終
わ
る
こ
と
で
、
町

に
活
性
の
火
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い

と
、
住
民
ら
が
立
ち
上
が
り
、
芝
居
つ
く

り
の
拠
点
を
目
指
し
て
「
演
劇
工
場
」
が

造
ら
れ
た
。
二
十
四
時
間
使
用
可
能
で
役

者
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
良
く
、
創
意
工

夫
さ
れ
た
劇
場
の
運
営
は
、

N
P
O法
人

ふ
ら
の
演
劇
工
房
が
行
っ
て
お
り
唯

一
の

黒
字
経
営
の
劇
場
と
い
う
。
雪
深
い
と
こ

ろ
で
、
創
造
さ
れ
る
演
劇
を
こ
こ
か
ら
全

国
に
発
信
さ
れ
、
さ
ら
に
市
民
の
文
化
活

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
理
事
長
の
西

本
氏
は
目
を
細
め
て
語
っ
た
。

{
栗
山
町

】

三
日
目
、
「
あ
た
た
か
い
お
金
」
の
交

流
と
し
て
始
ま
っ
た
地
域
通
貨
エ
コ
マ
ネ

l
「
ク
リ
ン
」
は
、

N
P
O
法
人
く
り
や

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

立
ち
上
げ
て
三
年
目
を
迎
え
る
。
現
在
八

百
名
余
り
を
数
え
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
ゃ

子
ど
も
の
世
話
な
ど
の
生
活
支
援
、
お
年

寄
り
へ
の
声
か
け
や
病
院
の
介
助
な
ど

で
、
知
ら
な
い
も
の
同
士
の
触
れ
合
い
や

支
え
あ
い
が
始
ま
り
、
高
齢
者
な
ど
の
埋

も
れ
た
資
源
の
発
掘
に
も
な
っ
て
い
る

と
、
「
ク
リ
ン
」
の
魅
力
を
理
事
の
中

谷
氏
が
話
し
て
く
れ
た
。

大
い
な
る
先
進
事
例
に
出
会
う
機
会
を

得
、
今
後
の
ス
テ
ッ
プ
に
役
立
つ
感
激
感

動
の
三
日
間
だ
っ
た
。
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フ
ラ
ン
ス
で
技
術
を

勝
沼
町
が

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

十
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
、

山
梨
県
勝
沼
町
主
催
の

「
ワ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
が
ふ
る
さ
と
情
報
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
。

ン葡|
ア萄力地
ド酒|元
パ (株)マ勝
イのル泊
ザ製キ町
|造葡の
に技萄ワ
よ術酒イ
り者 (株)ン
、と 、醸

山ワ中造
梨イ央メ

県
の
ワ
イ
ン
の
歴
史
や
ワ
イ
ン
の

美
昧
し
い
飲
み
方
な
ど
が
紹
介
さ

れ
た
。
山
梨
県
の
ワ
イ
ン
醸
造
は
問
治

十
年
代
に
、

習
得
し
た
二
人
の
若
者
、
山
田
宥

教
、
詫
間
憲
久
に
よ
り
始
め
ら
れ
、

以
来
百
二
十
余
年
、
現
在
で
は
日

本
で
最
大
の
ワ
イ
ン
生
産
量
を
誇

る
。
ま
た
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
常
に
好
評
を
博
し
、
世
界
的
に

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
全
国

に
は
百
三
社
の
メ
ー
カ
ー
が
あ
る

も

υ

こ
の
う
ち
勝
沼
町
で
三
十

社
を
占
め
て
い
る
。

参
加
者
に
は
、

試
飲
が
行
わ
れ
、

勝
沼
ワ
イ
ン
の

勝
沼
の
ぶ
ど
う

品
種
「
甲
州
種
」
の
ワ
イ
ン
も
紹

介
さ
れ
た
。

ワ
イ
ン
は
香
り
を
楽
し
む
猷
物

で
も
あ
り
、
グ
ラ
ス
を
少
し
揺
ら

し
て
香
り
を
外
に
出
し
て
飲
む
と

美
昧
し
く
昧
わ
え
る
と
の
お
も
し

ろ
い
お
話
し
も
伺
え
た
。

秋
の
夜
長
、

ワ
イ
ン
を
飲
み
な

が
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

講義に耳を傾ける受講者

ゲレイエワイン

圃
輪
島
塗

闇
ヌ
l
ヴ
ヱ
ル
ヴ
ァ

l
グ
展

十
一
月
十
日
か
ら
五
日
間
、
ふ

る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
で
輪
島
塗
の

新
た
な
試
み
|
現
代
都
市
生
活
で

使
用
さ
れ
る
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン

の
漆
器
開
発
ー
を
作
品
展
示
に
よ

り
紹
介
し
た
。

輪
島
市
工
房
長
屋
・
藤
ハ
屋
の

協
力
の
も
と
フ
ラ
ン
ス
人
テ
ー
ブ

ル
コ
デ
イ
ネ
|
タ
ー
と
共
同
開

マ
リ
」

発
し
た
新
し
い
漆
器

ブ
ラ
ン
ド

(タ
イ
ム
ラ
イ

「
ア
ン
ヌ

ン
)
を
は
じ
め
、
今
ま
で
の
輪
島

塗
に
見
ら
れ
な
い
斬
新
な
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
多

数
展
示
し
た
。
併
せ
て
輪
島
塗
の

勝沼ワイン

『旅フェア2004J
出展審_a!

航フェアは、旅情報の総合展示会。自治

体 ・旅行会社など関係各団体によりパンフ

レッ卜配布、体験コーナ一、抽選などさま

ざまな催しものが例年開催され好評を博し

技
術
と
伝
統
背
景
を
パ
ネ
ル
な
ど

に
よ
り
紹
介
。

開
催
期
間
中
は
、
漆
器
の
知
識

関
心
の
高
い
方
の
来
館
が
目
立

ち
、
来
館
者
の
多
く
は
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
色
使
い
や
輪
島
塗
の
手
触

り
の
良
さ
に
感
嘆
し
た
様
子
で
、

熱
心
に
眺
め
て
い
た
。

ております。今年度は愛知県名古屋市のナ

ゴヤドームにて平成16年4月16日 (金)か

ら18日 (印 まで開催予定です。

• 旅フェア実行委員会では、今回出展する

団体を募集しておリます。詳しくは同委員

会事務局 (TEL.03 -3276 -2318)まで

お問い合せください。

笑

顔

が

い

ち

ば

M
U
Z

-1月4
日

東
京
都
新
宿
区
・
多
摩
市

地
域
で
守
る

「お
と
め
山
公
園
」

市
民
が
創
る
福
祉
の
居

-1月什
日

静
岡
県
天
竜
市
・
大
須
賀
町

心
を
豊
か
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
i
歩

こ
う
歴
史
と
芸
術
に
ふ
れ
る
ま
ち
1

・1月間
日

青
森
市
・
大
間
町

温
泉
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
自

然
と
昧
と
人
情
を
生
か
し
た
新
イ

べ
ン
ト
-1月白
日

群
馬
県
桐
生
市

・
首
楽
町

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
交
流
を
広
げ
て

総理も足湯を体験 (下呂温泉ブースにて)
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知
県
の
中
心
部
に
位
置
に
し
、

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
高
知
市
。

高
知
と
い
う
と
、
夏
を
彩
る
よ
さ
こ
い

祭
り
や
幕
末
の
英
雄
坂
本
竜
馬
を
思
い
浮

か
べ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
由
と
創
造
の

風
土
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
文
化
の
一
つ
に

「
ま
ん
が
」
が
あ
り
ま
す
。
高
知
市
か
ら
は
、

漫
画
家
と
し
て
初
め
て
文
化
功
労
者
と
な

っ
た
故
横
山
隆
一
氏
な
ど
多
く
の
著
名
な

漫
画
家
が
輩
出
し
て
お
り
、
漫
画
で
町
お

こ
し
を
行
っ
て
い
る
世
界
の
五
都
市
が
ま

ん
が
都
市
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
を
結

ぶ
な
ど
、
積
極
的
な
漫
画
文
化
の
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
街
地
を
歩
く
と
、
空
き
庖
舗
の
壁
画

を
利
用
し
、
県
内
出
身
者
の
作
品
な
ど
を

展
示
し
た
「
ま
ん
が
パ
ネ
ル
」
や
、
カ
ラ

フ
ル
な
漫
画
が
描
か
れ
た
路
面
電
車
・
パ

ス
・
列
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
「
ま
ん
が
甲
子
園
通
り
」
に
は
、
毎
年

夏
に
全
固
か
ら
高
校
球
児
な
ら
ぬ
高
校
ペ

ン
児
が
集
結
し
開
催
さ
れ
る
「
ま
ん
が
甲

子
園
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品
の
モ

ニ
ユ
メ
ン
卜
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
四
月
開
館
し
た
高
知
市
文

化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
に
は
、
「
横
山
隆
一

記
念
ま
ん
が
館
」
が
あ
り
、

入
口
で
は
代
表
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
フ
ク
ち
ゃ
ん」

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

館
内
に
は
県
内
出
身
者

の
作
品
な
ど
が
閲
覧
で
き

る
ま
ん
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

や
故
横
山
隆
一
氏
の
上
京

後
の
活
躍
を
紹
介
し
た
隆

一
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
フ
ク
ち

ゃ
ん
の
時
代
を
体
感
で
き

る
フ
ク
ち
ゃ
ん
通
り
な
ど

が
あ
り
、
開
館
以
来
昨
年

十
月
ま
で
に
約
十
二
万
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
ん
が
王
国
・
土
佐
。
一

度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

4 

フ
ク
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う

ま
ん
が
王
国
土
佐

高
知
県

高知市

• 
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I 1月 、
、 (予定)J 

女日本橋プラザビル

イベントスペース・1月23日
鹿島町 (福島県)

・ 1 月 29日 ~30 日
中山町(山形県)

女ふるさと情報プラザ

・ 1 月 19日 ~23 日
下関市 (山口県)

本州四端観光物産展

・ 1 月 26 日 ~30 日
北上市 (岩手県)

みちのく三大桜の名所展

CORNER EVENT 

1 1月
(実施)

女ふるさと情報プラザ

・ 11 月 4 日 ~7 日
盛岡市 (岩手県)

雪銀河盛岡広域スキー-温泉・観光

ポスター展

. 11 月 19日 ~20 日

十日町市 (新潟県)

雪ときものの町 十日町市の観光

PR展 (3)
・ 11 月 25 日 ~28日
長崎県

2004長崎ランタンフェスティパ
ルPRキャンペーン

*日本橋プラザピル

イベントスペース・11 月4日 ~6日
玉名物産協会 (熊本県)

玉名観光物産展 (1) 

・ 11 月 12日 ~14日
稲川町 (秋田県)

伝統の技が息づく町・秋田県

いなかわキャンペーン・11 月 17 日 ~18日
舞鶴観光協会 (京都府)

舞鶴じまん市 (2)

【
編
集
後
記
】

V
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

wv
情
報
化
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
だ
が
、
「
ネ
ッ
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ハ

l
ド
の
整
備
は

一
気
に
進
ん
だ

が
、
地
域
情
報
発
信
の
内
容
等
を
含
め
ソ
フ
ト
の
開
発
は

今
だ
し
」
と
か
、
「
I
T
が
地
域
活
性
化
を
招
く
と
い
う

状
況
に
ま
だ
な
い
」
と
の
声
も
多
い
。
特
集
で
は
、
そ
う

し
た
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

C
A
T
V
、
カ
ー
ド
、

F
M
な
ど
を
う
ま
く
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
る
全
国
の
事

例
を
紹
介
し
た
。

V
基
調
原
稿
の
執
筆
は
、
長
谷
川
文
雄
教
授
に
お
願
い
し

た
。
多
く
の
事
例
を
通
じ
、
「
情
報
の
役
割
が
安
心
・
使

い
や
す
さ
・
中
身
の
価
値
に
評
価
の
視
点
が
シ
フ
ト
し
て

い
る
」
と
す
る

一
方
で
、

「情
報
を
発
信
す
る
上
で
、
実

際
に
行
っ
て
、
見
て
、
触
れ
て
と
い
っ
た
原
体
験
を
忘
れ

な
い
」
「
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
」

と
い
っ
た
こ
と
が
主
眼
だ
っ
た
と
思
う
。

V
過
去
の
事
例
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
団
体
等
の
活
動
が

新
聞
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
話
題
作
り
に
成
功
し
た
ケ
l
ス

が
多
い
。
マ
ス
コ
ミ
を
地
域
情
報
発
信
の
"
道
具“

の
一
つ

と
し
て
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
が
、

ス
コ
ミ
は
物
珍
し
い
も
の
に
は
敏
感
だ
が
、
な
か
な
か
フ
オ

ロ
ー
は
し
て
く
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
活
動
の
内
容
は

無
論
の
こ
と
、
継
続
性
と
斬
新
さ
が
問
わ
れ
て
く
る
。
(
丘
)

【
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月
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宝くじの収益金は、 邑当直司
身近な街ってりに役立っています0_ _  

個性が光る3タイフ。そろって毎日・好評発売中。

お買い求めは、数字選択式宝くじの口ゴマークのある売り場で。

⑧ 蚊日本宝〈じ協会
当せんはしっかり調べて、しつ，1;")換金 )

宝くじのホームページ

http://www.takarakuji.nippon-net.ne.jp 
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